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要旨

　映像メディアをどのように国語科の言語活動に関連させて授業を構成していけばよいのかに関し
て、学習指導要領や都道府県市町村の教育課程に明記されている例はあまりなく、とまどう教師
は多い。国語科教育において、映像メディアがたくさん盛り込まれて教科書がつくられたり実際の
学習活動が行われたりしているにもかかわらず、映像メディアの理解と表現に関して、段階的な指
標の整理はされておらず、指導案の作成や評価に反映されていないという現状がある。そこで本研
究では、国語科においての映像メディアの理解や表現と言語についての関係性、系統性を提起する
ために、評価規準を生成し、授業設計のための指針を検討する。
　第１章では、映像メディアの理解と表現に関して従来の国語科教育で否定的にとらえられている
論調を整理し、その問題点を明らかにする。第２章では、先行研究として、国語科における映像
メディアの理解と表現の能力評価について関連のある「映像教育」「メディア・リテラシー」をと
りあげ、その研究内容に言及し、学習指導要領と対応させ何が内包できるか検討する。第３章で
は、国語科教育における映像メディアの理解と表現について、国内外のアプローチについてとりあ
げる。そして第４章では、第２章および第３章をもとに国語科教科書の内容に準拠して作成され
た指導案から指導のための指標の生成を行う。さらに、その整理が妥当かどうか検証を行う。そ
れらを受けて、第５章では 映像メディアの理解と表現に関する考察を行う。なお、本研究では、
特別な単元を開発するのではなく、現行の教科書単元の範囲で検討しているところに意味があ
る。なぜなら、日本の教育、特に国語科教育においては、教科書に準拠して授業を行う傾向が著
しく強いからである。
　本研究では、定性的な分析を通して、これまで明らかになっていなかった国語科における映像
メディアの理解と表現に関する指導指標の生成を試みてきた。学習指導要領をより具体化させた
指導案を作成し、映像メディアの理解と表現が国語科教育のねらいの範疇として考えられる評価規
準を抽出し、さらに関連性・系統性が整理された全体の枠組みを作成することができた。
　また、同じ単元で学習活動が明らかに異なる授業からの評価規準の抽出と、経験年数のちがう
教師による評価規準の抽出という２つの方法で、カテゴリーおよび到達項目についての妥当性を
検証することができた。さらに、授業実施を含め、カテゴリー・学年ブロック・領域間の比較、
学習指導要領の国語三領域との関係性についての考察を行った。
　以上のように、各領域の到達項目についてカテゴリー化し、到達項目および下位項目を生成、
整理することで、授業設計のための指針を提供することができた。
　本研究における意義は以下の通りである。まず、現行の国語科の領域（「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「読むこと」）を生かしつつ、映像メディアの理解と表現に関する視点（「見
ること」「見せること・つくること」）を明確にしたことである。学習指導要領に準拠した教科
書を使い、その内容にそくした指導案から評価規準を抽出し、到達項目を生成したことで、一般
教員の活用を担保した。次に、これら映像メディアの理解と表現に関する到達項目の段階制を明
らかにし、それに合わせた下位項目も生成したことである。現行の三領域の指導事項に対応して
いるために、活用する教員は、「見ること」「見せること・つくること」と「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「読むこと」を対比しながら、授業設計を行うことができる。
　本研究では、「カテゴリーおよび到達項目の検証の限界」「中学校国語科との連続性の検討」
「授業実施による評価 」の課題が得られ,「『見ること』領域,『見せること・つくること』領域
の学習内容を実践するための指針としてのテキスト教材とWeb版実践ガイドの開発」「学習内容
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を実践するための研修の実施と評価」「デジタル教科書・教材を活用した授業スタイルへの変
貌 」に関しての展望が明らかになった。
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第 １ 章 　 本 研 究 に 至 る ま で の 背 景

1 . 1 　 は じ め に

　 筆 者 が 、 映 像 メ デ ィ ア と 言 葉 ・ 文 章 の 関 係 に 関 心 を も っ た も 重

要 な 要 因 は 、 筆 者 の 主 な 研 究 フ ィ ー ル ド で あ る 国 語 科 教 育 と メ デ ィ

ア 教 育 の 接 点 が 不 十 分 で あ る と 考 え た か ら で あ る 。 国 語 科 教 育 に お

い て 、 映 像 メ デ ィ ア が た く さ ん 盛 り 込 ま れ て 教 科 書 が つ く ら れ た り

実 際 の 学 習 活 動 が 行 わ れ た り し て い る に も か か わ ら ず 、 映 像 メ デ ィ

ア の 理 解 と 表 現 に 関 し て 、 段 階 的 な 指 標 の 整 理 は さ れ て お ら ず 、 指

導 案 の 作 成 や 評 価 に 反 映 さ れ て い な い と い う 現 状 が あ る 。 そ こ で 本

研 究 で は 、 国 語 科 に お い て の 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 や 表 現 と 言 語 に つ

い て の 関 係 性 、 系 統 性 を 提 起 す る た め に 、 評 価 規 準 を 生 成 し 、 授 業

設 計 の た め の 指 導 指 標 を 検 討 す る 。

　 映 像 メ デ ィ ア と い う と 、 い わ ゆ る 動 画 映 像 を イ メ ー ジ す る が 、 国

語 科 教 育 に お い て は 、 そ れ だ け で な く 、 学 習 活 動 で 扱 う 挿 絵 ・ イ ラ

ス ト や 写 真 ・ 動 画 、 図 表 等 を 範 疇 に し て い る （ 藤 森 　 2 0 0 3 ) 	 。

　 国 語 科 教 育 に お い て は 、 従 来 の 「 国 語 力 」 「 言 語 力 」 を き ち ん と

育 成 す べ き で あ る と の 危 惧 を も つ 風 潮 も あ る が 、 「 『 P I S A の 読 解

力 』 は 日 本 の 教 育 界 で 欠 落 し て い る 考 え 方 で あ る か ら 、 そ う い う 能

力 の 育 成 を 図 り 、 そ の 上 で 、 本 格 的 な 『 国 語 力 』 『 言 語 力 』 を 育 成

す べ き 」 （ 甲 斐 　 2 0 0 7 , p 2 7 ） で あ る と 、 二 者 択 一 で は な い 両 者 共

存 の 道 を 選 ぶ 必 要 性 を 指 摘 し て い る 。

　 P I S A と は 、 P r o g r a m m e 	 f o r 	 I n t e r n a t i o n a l 	 S t u d e n t 	 

A s s e s s m e n t の 略 で 、 O E C D （ 経 済 協 力 開 発 機 構 ） に よ っ て 実 施 さ

れ た 、 実 生 活 の 様 々 な 場 面 で 直 面 す る 課 題 に ど の 程 度 活 用 で き る か

を 評 価 す る テ ス ト の こ と で あ る 。

　 P I S A 調 査 を ふ ま え 文 部 科 学 省 が 実 施 し て い る 「 全 国 学 力 ・ 学 習 状

況 調 査 」 で は 、 国 語 科 に お い て 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 を 促 す 問 題 が

多 数 出 さ れ て い る 。 例 え ば 、 2 0 0 9 年 ４ 月 に 発 行 さ れ た 「 平 成 2 1 年 度

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 」 に よ る と 、 小 学 校 第 ６ 学 年 国 語 B で 	 は 、
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「 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル の チ ー ム の 攻 め 方 を ま と め た 作 戦 図 に つ い て 、

人 と ボ ー ル の 動 き を 考 え て 、 ボ ー ル を 渡 す 順 番 な ど 、 ど の よ う な 状

況 を 示 し て い る 図 な の か 文 章 で 説 明 す る 」 と い う 問 題 が 出 題 さ れ て

い る （ 図 1 - 1 ） 。 ま た 、 中 学 校 第 ３ 学 年 国 語 B で は 、 詩 に 合 う と 思 わ

れ る 写 真 を 選 択 し て 、 な ぜ そ の 組 み 合 わ せ に し た の か に つ い て の 理

由 を 6 0 字 以 上 9 0 字 以 下 の 文 章 で 述 べ る 問 題 が あ る （ 図 1 - 2 ） 。 国 語

A は 、 主 と し て 知 識 に 関 す る 問 題 で あ る こ と に 対 し て 、 国 語 B は 図 表

や 写 真 ・ イ ラ ス ト の 情 報 を 的 確 に 捉 え た り 、 適 切 な 表 現 を 考 え さ せ

た り す る 問 題 で あ る 。

　 　 　 　 　 　 図 1 - 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 1 - 2

　 　 小 学 校 第 ６ 学 年 国 語 B か ら 　 　 　 中 学 校 第 ３ 学 年 国 語 B か ら

　 　 　 　 （ 文 部 科 学 省 , 2 0 0 9 ） 　 　 　 	 　 （ 文 部 科 学 省 , 2 0 0 9 ）

　 こ の よ う に 、 国 語 科 に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 扱 い は 増 え て い る

が 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 や 表 現 の 授 業 設 計 時 の 教 師 の 工 夫 や 配 慮 点

に つ い て 意 識 化 で き る よ う な 体 系 的 な 整 理 は さ れ て い な い 。 さ ら

に 、 国 語 科 の 中 で 教 師 が 授 業 設 計 を す る 上 で の 指 針 す ら も 示 さ れ て
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は い な い の が 現 状 で あ る 。 こ れ で は 、 あ る 教 師 が そ の 年 度 に 意 識 的

に 学 習 場 面 で 取 り 上 げ て も 、 次 の 学 年 で 別 の 教 師 が 学 級 担 任 に な る

と き に は 引 き 継 が れ な い こ と に な り 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 や 表 現 と

言 葉 と の 関 連 の 視 点 が 育 ち つ つ あ っ た 児 童 に と っ て は 、 そ れ が 活

用 ・ 発 展 さ せ ら れ な い こ と に な る 。

　 そ こ で 、 こ れ ら を 意 識 化 で き る 国 語 科 に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 理

解 ・ 表 現 の 指 導 に お け る 指 導 指 標 の 検 討 を 行 う 。

　 第 １ 章 次 節 で は 、 従 来 の 国 語 科 教 育 で 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現

に 関 し て 否 定 的 に と ら え ら れ て い る 論 調 を 整 理 し 、 そ の 問 題 点 を 明

ら か に す る 。 第 ２ 章 で は 、 先 行 研 究 と し て 、 国 語 科 に お け る 映 像 メ

デ ィ ア の 理 解 と 表 現 の 能 力 評 価 に つ い て 関 連 の あ る 「 映 像 教 育 」

「 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 」 を と り あ げ 、 そ の 研 究 内 容 に 言 及 し 、 学

習 指 導 要 領 と 対 応 さ せ 何 が 内 包 で き る か 検 討 す る 。

　 第 ３ 章 で は 、 国 語 科 教 育 に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に つ

い て 、 国 内 	 外 の ア プ ロ ー チ に つ い て と り あ げ る 。 そ し て 第 ４ 章 で

図 １ − ３

論 文 構 成
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は 、 第 ２ 章 、 第 ３ 章 を も と に 国 語 科 教 科 書 の 内 容 に 準 拠 し て 作 成 さ

れ た 指 導 案 か ら 、 指 導 指 標 の 生 成 を 行 う 。 さ ら に 、 そ の 整 理 が 妥 当

か ど う か 検 証 を 行 う 。 そ れ ら を 受 け て 、 第 ５ 章 で は 	 映 像 メ デ ィ ア の

理 解 と 表 現 に 関 す る 指 導 指 標 の 考 察 を 行 う 。

1 . 2 　 国 語 科 教 育 に お け る 従 来 の 映 像 メ デ ィ ア の 位 置 づ け

　 瀧 口 （ 2 0 1 0 ） は 、 国 語 科 教 育 で の 教 師 の メ デ ィ ア に 対 す る 苦 手 意

識 や 抵 抗 感 を も っ て い る こ と を 指 摘 し た 上 で 、 「 憚 ら れ て い る も

の 」 と し て 、 １ ） 機 器 へ の 苦 手 意 識 、 ２ ） 視 覚 的 な メ デ ィ ア へ の 抵

抗 感 、 ３ ） 「 国 語 科 メ デ ィ ア 教 育 」 へ の 拒 否 感 を あ げ て い る 。 し か

し 、 国 語 科 教 育 に お け る 映 像 メ デ ィ ア と い う 視 点 で 考 え た 時 に 、 機

器 の 問 題 は 、 学 校 へ の 導 入 が か な り 進 み 、 瀧 口 の 調 査 時 点 よ り は 意

識 せ ず に 活 用 さ れ て き て い る 。 そ こ で 本 節 で は 、 言 語 と 視 覚 的 な メ

デ ィ ア に 関 す る 国 語 科 に お け る 関 係 、 メ デ ィ ア を 国 語 科 教 育 の 内 容

に 内 包 さ せ る 問 題 に つ い て 、 言 及 す る 。

1 . 2 . 1 　 言 語 と 映 像 情 報 の 補 完 関 係

　 言 語 の 教 育 は 映 像 情 報 で 補 わ れ る べ き で は な い と い う 立 場 が あ

る 。 浮 橋 は 、 あ る シ ン ポ ジ ウ ム で 「 国 語 教 育 の た め の 『 映 像 』 の 基

礎 論 」 と 題 し た 発 表 の 中 で 「 現 代 は ” 映 像 時 代 ” と も い わ れ 、 ” 映

像 時 代 ” と か ” 映 像 人 間 ” と 言 っ た 場 合 に 、 『 言 語 に よ る 思 考 の 緻

密 化 ・ 深 化 ・ 定 着 化 を 経 験 し な い 、 刺 激 反 応 流 動 型 の 、 浅 薄 タ イ

プ 』 と い う 否 定 的 な 見 方 も 行 わ れ て い る （ 浮 橋 　 1 9 8 8 , 	 p . 4 ） 」 こ

と を 指 摘 し て い る 。 ま た 、 渋 谷 は 、 宮 沢 賢 治 の 『 や ま な し 』 や 安 房

直 子 の 『 き つ ね の 窓 』 な ど を 引 き 合 い に 出 し な が ら 、 「 本 来 、 国 語

科 の 読 解 指 導 の た め の 教 材 に は 、 映 像 を 含 め た 視 聴 覚 資 料 は 不 要 な

の で あ る 。 読 解 学 習 と は 、 文 章 中 の 既 知 の こ と ば を 操 作 し て 、 未 知

の こ と ば を ど の 程 度 推 察 、 想 像 出 来 る か の 方 法 を 学 び 取 る も の だ か

ら で あ る 。 だ か ら 、 安 易 な 映 像 の 利 用 は 、 読 解 学 習 の 放 棄 に つ な が

り か ね な い 。 （ 渋 谷 　 1 9 8 8 , 	 p . 2 0 ） 」 と 指 摘 し て い る 。
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　 松 本 は 、 国 語 科 教 科 書 の 問 題 点 の １ つ と し て 、 「 総 合 的 な 学 習 の

時 間 の 導 入 に よ り 、 教 材 の 分 量 が 減 り 、 内 容 も 平 易 に な っ て 学 力 を

低 下 さ せ て い る と い う 指 摘 が あ る （ 松 本 　 2 0 0 8 , 	 p . 1 7 ） 」 こ と を

あ げ て い る 。 浮 橋 、 渋 谷 、 松 本 の よ う に 、 国 語 科 教 育 が き ち ん と 言

葉 の 学 習 を さ せ ず に 、 映 像 メ デ ィ ア を 駆 使 し て 発 表 さ せ る 機 会 が 多

く な っ た こ と に 危 機 感 を も つ 教 員 も 多 い 。

　 一 方 、 言 語 重 視 の 国 語 科 教 育 の あ り 方 で は 、 市 川 は 、 映 像 情 報 を

言 語 情 報 と 相 応 に 扱 う 重 要 性 に つ い て 、 以 下 の よ う に 主 張 し て い

る 。

　 　 　 こ れ ま で の 国 語 学 習 で は 、 抽 象 的 な 文 字 に よ る 本 文 理 解

　 　 を 中 心 に し て 、 テ キ ス ト の 具 体 的 な 絵 画 、 写 真 や 挿 絵 イ ラ

　 　 ス ト を 付 帯 的 な も の と し て 『 参 考 ま で に 見 て お き な さ い 』

　 　 と し て 副 次 的 に 評 価 し て き た 。 し か し 記 号 （ s i g n ） は 文 字

　 　 記 号 と 映 像 記 号 に よ っ て 構 成 さ れ る と い う 新 し い 記 号 論 的

　 　 立 場 で 、 国 語 教 育 を 考 え る と 、 実 に 多 く の 生 き た 情 報 が 絵

　 　 画 、 写 真 、 イ ラ ス ト 、 映 画 、 テ レ ビ 映 像 記 号 に は 内 包 さ れ

　 　 て い る 。 こ れ を た だ 参 考 に 見 る の で は な く 、 写 真 集 、 絵 本 、

　 　 図 鑑 、 地 図 帳 、 歴 史 年 表 、 辞 書 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 情 報 を 含

　 　 め て 、 抽 象 的 な 文 字 情 報 と 具 体 的 な 映 像 情 報 を 同 格 に 評 価

　 　 し て 、 細 部 ま で に こ だ わ っ て 丁 寧 に 解 釈 す る の が 批 判 的 視

　 　 聴 力 の 育 成 で あ る 。 （ 市 川 　 2 0 1 0 , 	 p . 1 7 - 1 8 ）

　 こ の よ う な 観 点 で 授 業 を 構 成 し て こ そ 、 逆 に 、 言 語 の 重 要 性 に 気

づ き 、 結 果 と し て 学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ る 内 容 に 到 達 で き る と 考 え

る 立 場 で あ る 。 中 村 も 、 「 こ れ ま で の 学 習 活 動 は 、 も っ ぱ ら 文 字 言

語 中 心 で 扱 わ れ て き た 。 そ の た め 、 映 像 と 文 字 と の 組 み 合 わ せ な ど

に つ い て の 理 解 ・ 表 現 に つ い て は あ ま り 取 り 上 げ て き て い な か っ

た 。 と こ ろ が 、 わ た し た ち の 日 常 的 な 生 活 で は 、 む し ろ 、 文 字 言 語

の み の メ デ ィ ア の ほ う が 少 な く な っ て き て い る 。 （ 中 村 敦 雄 　

2 0 0 3 , 	 p . 7 ） 」 と 指 摘 し て い る 。
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　 浮 橋 が 指 摘 す る よ う に 、 「 『 映 像 』 は 言 葉 の 付 加 情 報 と 結 び つ い

て こ そ 、 確 か な 意 味 を 確 保 す る こ と が で き る （ 浮 橋 　 1 9 8 8 , 	 p .

6 ） 」 の で あ る 。 論 理 言 語 で あ る 説 明 文 教 材 に お い て は 、 「 視 覚 的 資

料 を 利 用 す る こ と は 、 言 語 の 『 明 示 性 』 に 対 応 し て 、 明 示 的 機 能 を

期 待 す る た め で あ る （ 浮 橋 　 1 9 8 8 , 	 p . 6 ） 」 と し つ つ 、 一 方 、 文 学

言 語 は 、 論 理 言 語 の 『 明 示 性 』 に 対 し て 『 合 意 性 』 が 主 導 す る と 、

対 比 さ せ て い る 。 つ ま り 、 論 理 言 語 に お け る 映 像 は 、 誰 が 見 て も 、

メ ッ セ ー ジ が よ り 伝 わ り や す く な る よ う な 使 わ れ 方 で あ る の に 対

し 、 文 学 言 語 に お い て は 、 作 り 手 と 受 け 手 が そ の 世 界 を 共 有 す る よ

う な 使 わ れ 方 で あ る 必 要 性 を 示 し て い る 。 渋 谷 も 、 「 映 像 は 、 読 み

取 り の 本 質 的 な 所 で は 無 く 、 本 質 的 な 部 分 を 推 察 ま た は 想 像 す べ き

前 提 と な る 基 に な る 所 の 確 か め の た め の 補 い の 手 段 と し て 必 要 な の

で あ る 。 」 （ 渋 谷 　 1 9 8 8 , 	 p . 2 3 ） と し て い る 。

　 さ ら に 、 文 学 作 品 と 映 像 ・ 画 像 作 者 と し て の ２ つ の 作 り 手 に つ い

て は 、 以 下 の よ う な 指 摘 も あ る 。

　 　 　 一 つ の 文 学 作 品 に 映 像 ・ 画 像 を 付 加 し 参 与 さ せ よ う と す

　 　 る 映 像 ・ 画 像 作 者 は 、 文 章 か ら 、 彼 な り に 合 意 を 汲 み 取 り 、

　 　 そ の 汲 み 取 っ た 合 意 に 触 発 さ れ て 制 作 す る の で あ る が 、 そ

　 　 こ に は 作 品 の 作 者 （ 第 二 作 者 ） の 二 重 の 合 意 が 含 ま れ る と

　 　 し な け れ ば な ら な い 。 そ の 意 味 で 、 映 像 ・ 画 像 の （ 第 二 の ）

　 　 作 者 は 、 自 分 の 恣 意 的 な ” 思 い つ き ” に 溺 れ て は な ら な い

　 　 と い う こ と に な る 。 （ 浮 橋 　 1 9 8 8 , 	 p . 8 ）

　 こ の こ と は 、 国 語 科 教 科 書 に お い て は 、 文 学 作 品 の 映 像 メ デ ィ ア

（ 挿 絵 ・ 写 真 等 ） を 選 ぶ 編 集 側 へ の 警 鐘 と 考 え ら れ る 。

　 国 語 科 教 科 書 に お い て は 、 挿 絵 の な い 物 語 文 教 材 や 、 写 真 ・ イ ラ

ス ト や 図 表 が １ つ も 掲 載 さ れ て い な い 説 明 文 教 材 は ほ と ん ど 存 在 し

な い 。 こ れ ま で の 読 解 中 心 の 国 語 科 教 育 の あ り 方 が 、 児 童 ・ 生 徒 の

学 習 意 欲 の 低 下 を 招 い て き た と の 指 摘 も あ る （ 町 田 　 2 0 0 1 ） 。 尾 木
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も 、 1 9 9 6 年 の 中 央 教 育 審 議 会 の 答 申 を 引 き 合 い に 出 し な が ら 、 以 下

の よ う に 指 摘 し て い る 。

　 　 　 例 え ば 読 み の 学 習 指 導 に つ い て 言 え ば 、 教 材 と し て の そ

　 　 の 作 品 の 内 容 を 教 わ り 、 文 学 的 な 位 置 、 作 者 の 生 い 立 ち や

　 　 他 の 作 品 を 覚 え た と し て 、 そ れ を も っ て 効 果 的 な 学 習 指 導

　 　 と は い え な い と い う こ と で あ る 。 そ こ で の 学 習 が 、 子 供 一

　 　 人 に と っ て 、 い か に 生 活 の 中 で の 読 み 、 今 後 の 情 報 活 動 に

　 　 生 き る こ と ば の 力 と な り 得 る か を 視 野 に 入 れ 、 指 導 を 構 想

　 　 す る こ と が 求 め ら れ て い る の で あ る 。 （ 尾 木 　 1 9 9 7 , 	 p . 5 ）

　 現 行 の 学 習 指 導 要 領 に お い て は 、 日 常 生 活 に 必 要 と さ れ る 対 話 、

記 録 、 報 告 、 要 約 、 説 明 、 感 想 な ど の 言 語 活 動 を 重 視 す る 傾 向 が あ

る 。 学 習 指 導 要 領 小 学 校 国 語 科 目 標 で は 、 「 国 語 を 適 切 に 表 現 し 正

確 に 理 解 す る 能 力 を 育 成 し 、 伝 え 合 う 力 を 高 め る と と も に 、 思 考 力

や 想 像 力 及 び 言 語 感 覚 を 養 い 、 国 語 に 対 す る 関 心 を 深 め 国 語 を 尊 重

す る 態 度 を 育 て る 。 」 と 示 さ れ 、 「 伝 え 合 う 力 」 や 「 思 考 力 や 想 像

力 及 び 言 語 感 覚 」 な ど に つ い て も 言 及 さ れ て お り 、 単 に 言 葉 や 文 章

の み の 学 習 に は と ど ま ら ず 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 や 表 現 と 言 葉 や 文

章 と の 関 連 を 勘 案 し た 国 語 科 の 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。

　 例 え ば 、 第 三 学 年 及 び 第 四 学 年 の 「 B 　 書 く こ と 」 で は 、 「 収 集 し

た 資 料 を 効 果 的 に 使 い 、 説 明 す る 文 章 な ど を 書 く こ と 。 」 が 求 め ら

れ て い る 。 そ の た め 、 各 社 教 科 書 で は 、 説 明 書 作 り や 新 聞 の 読 み 取

り 、 ガ イ ド ブ ッ ク ・ リ ー フ レ ッ ト ・ パ ン フ レ ッ ト 制 作 な ど 、 写 真 ・

イ ラ ス ト や 図 表 な ど の 資 料 と 文 章 と の 行 き 来 を 意 識 さ せ る よ う な 題

材 が 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 五 学 年 及 び 第 六 学 年 で は 、 「 A 　 話

す こ と ・ 聞 く こ と 」 で 「 考 え た こ と や 伝 え た い こ と な ど か ら 話 題 を

決 め 、 収 集 し た 知 識 や 情 報 を 関 係 づ け る こ と 」 、 「 B 　 書 く こ と 」 で

は 、 「 引 用 し た り 、 図 表 や グ ラ フ な ど を 用 い た り し て 自 分 の 考 え が

わ か る よ う に 書 く こ と 。 」 「 表 現 の 効 果 な ど に つ い て 確 か め た り 工
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夫 し た り す る こ と 。 」 「 書 い た も の を 発 表 し 合 い 、 表 現 の 仕 方 に 着

目 し て 助 言 し 合 う こ と 。 」 な ど 、 映 像 メ デ ィ ア と の 関 連 を 検 討 し な

が ら 言 葉 の 力 を つ け て い く 国 語 科 の 方 向 性 が み て と れ る 。

　 こ の よ う に 、 学 習 指 導 要 領 の 内 容 を 反 映 し て い る 国 語 科 教 科 書 に

お い て も 、 挿 絵 ・ イ ラ ス ト や 写 真 、 図 表 な ど と 言 葉 ・ 文 章 と の 関 連

を 考 え さ せ る 題 材 が 教 科 書 改 訂 の た び に 増 加 し て い る 。 し か し 、 こ

れ ら 映 像 メ デ ィ ア を ど の よ う に 国 語 科 の 言 語 活 動 に か ら ま せ て 授 業

を 設 計 し て い け ば よ い の か 、 特 に 小 学 校 段 階 で は 、 学 習 指 導 要 領 や

市 町 村 の 教 育 課 程 に 明 記 さ れ て い る 例 は あ ま り な く 、 と ま ど う 教 師

は 多 い 。

1 . 2 . 2 　 国 語 科 教 育 に お け る メ デ ィ ア の 内 包

　 瀧 口 は 、 国 語 科 に お い て 1 9 3 0 年 代 の 映 画 を 補 助 教 材 で は な く 、 独

立 し た 鑑 賞 物 と 位 置 づ け よ う と し た 主 張 や 1 9 5 0 年 代 の テ レ ビ の 放 送

の 理 解 と 表 現 を 対 象 と し た 主 張 に 関 し て 、 国 語 教 育 論 者 が 激 し く 批

判 し て い る こ と を 例 に あ げ な が ら 、 以 下 の よ う に 述 べ て い る 。

　 　 　 メ デ ィ ア を 国 語 科 教 育 の 内 容 に 内 包 さ せ る と い う こ と は 、

　 　 国 語 科 教 育 の 目 標 で あ る 理 解 と 表 現 の 対 象 を あ り と あ ら ゆ

　 　 る メ デ ィ ア 全 般 に 拡 張 す る と い う こ と に な る わ け で あ る 。

　 　 い わ ば 、 国 語 科 教 育 を 支 え る 概 念 認 識 そ の も の を 根 底 か ら

　 　 ひ っ く り か え す 危 険 性 を は ら ん で い る の で あ る 。 こ の こ と

　 　 は 、 言 語 の 純 化 を 目 標 と し て い る 立 場 に と っ て み る と 、 拒

　 　 否 感 が 募 る で あ ろ う こ と は 容 易 に 想 像 で き る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 瀧 口 　 2 0 1 0 , 	 p . 1 5 4 ）

　 終 的 に は 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 し て 、 諸 外 国 に 見 ら

れ る よ う な 学 習 指 導 要 領 に 明 確 に 位 置 づ け ら れ る 国 語 科 の 領 域 の 新

設 に も っ て い か な け れ ば 、 教 科 書 へ の 記 述 も 、 独 立 し た 項 目 を 盛 り

込 む こ と は で き ず 、 不 十 分 の ま ま に な っ て し ま う 。 し か し 、 瀧 口 が
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指 摘 し て い る よ う に 、 十 分 な 検 討 も な い ま ま 新 設 す る こ と は 、 混 乱

を 生 む こ と に な り 、 現 実 的 で は な い 。

　 学 習 指 導 要 領 で は 、 「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 「 書 く こ と 」 「 読 む

こ と 」 の 三 領 域 か ら の 映 像 メ デ ィ ア へ の ア プ ロ ー チ だ け で な く 、 映

像 メ デ ィ ア か ら 文 字 言 語 へ の ア プ ロ ー チ も 見 ら れ る 。 例 え ば 、 1 9 9 8

年 （ 平 成 1 0 年 ） の 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 で は 、 「 絵 に 言 葉 を 入 れ る こ

と 」 「 絵 や 写 真 な ど を 見 て 想 像 を 膨 ら ま せ な が ら 読 む こ と な ど を 主

と し て 取 り 上 げ る よ う 配 慮 す る こ と 」 （ 文 部 省 , 1 9 9 9 , 	 p . 2 8 ）

と 、 踏 み 込 ん で 学 習 内 容 に 言 及 し て い る 箇 所 も 見 受 け ら れ る 。

　 大 内 と 中 西 （ 2 0 0 8 ） は 、 諸 外 国 の よ う に メ デ ィ ア を 国 語 科 教 育 の

内 容 に 内 包 さ れ る こ と を 先 決 と し な が ら も 、 そ の 誘 い と し て 、 次 の

３ 点 を 主 張 し て い る 。 ま ず 、 説 明 文 教 材 に 、 テ レ ビ や イ ン タ ー ネ ッ

ト 、 雑 誌 や 図 鑑 な ど に つ い て 、 教 科 書 検 定 の 上 で 特 定 の 会 社 や 固 有

名 詞 な ど の 記 載 の 緩 和 を 含 め て 実 際 に 児 童 が 情 報 収 集 で き る よ う な

多 様 な 表 現 媒 体 の 必 要 性 、 次 に 、 書 く 活 動 が す ぐ に 原 稿 用 紙 に 書 く

こ と に 限 定 さ れ な い よ う な 表 現 活 動 の 必 要 性 で あ る 。 後 に 、 マ ン

ガ や 映 画 の ス チ ー ル を 用 い る な ど 、 よ り 視 覚 的 な 作 品 の 教 材 化 の 必

要 性 を あ げ て い る 。 ま た 、 中 村 敦 雄 （ 2 0 0 3 ） は 、 従 来 の 国 語 科 の 内

容 を 拡 張 し て 各 種 メ デ ィ ア 活 用 ま で を 学 習 に 含 め る 意 義 と し て 、

「 多 様 な 方 法 で 効 果 的 に 表 現 す る こ と 」 「 ク リ テ ィ カ ル に 理 解 す

る 」 を あ げ て い る 。 表 現 活 動 に 関 し て は 、 こ れ ま で の 国 語 科 教 育 で

文 字 言 語 中 心 に 扱 わ れ て き た も の を 拡 大 さ せ よ う と い う 点 で は 、 大

内 ・ 中 西 と 中 村 の 主 張 は 一 致 す る 。 大 内 ・ 中 西 も 中 村 も 、 教 科 書 以

外 へ の 素 材 に 目 を 向 け る こ と を 主 張 し て い る が 、 現 状 の 教 科 書 の 挿

絵 に し て も 、 補 完 的 な 役 割 で は な く 、 も っ と 積 極 的 に 挿 絵 そ の も の

の 解 釈 や 比 較 検 討 な ど を 盛 り 込 め ば 、 そ の 扱 い が 変 わ っ て く る 。 こ

の よ う に 、 大 内 ・ 中 西 と 中 村 の 主 張 は 、 現 行 の 教 科 書 を 活 用 し て も

あ る 程 度 実 践 可 能 で あ る と 思 わ れ る 。

　 本 章 で は 、 本 研 究 に 至 る ま で の 背 景 に つ い て 述 べ て き た 。 筆 者

は 、 映 像 メ デ ィ ア と 国 語 科 教 育 の 関 係 性 と い う 問 題 に お い て は 、 従
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来 の 国 語 科 教 育 の 映 像 情 報 と 言 語 情 報 を 付 帯 的 ・ 副 次 的 な も の と し

て 評 価 す る も の で は な く 、 映 像 情 報 と 言 語 情 報 と を 同 等 な も の と し

て 評 価 す る と い う 立 場 を と る 。 た だ し 、 安 易 な 映 像 情 報 の 活 用 で は

な く 、 言 語 情 報 と 映 像 情 報 と を 往 復 さ せ な が ら 解 釈 し た り 、 比 較 検

討 し た り す る 活 用 や 、 言 語 情 報 と 映 像 情 報 と を 組 み 合 わ せ て 制 作 し

た り 発 信 し た り す る 活 用 に よ り 、 現 行 の 学 習 指 導 要 領 の 内 容 に 迫 る

こ と が で き る と 考 え る 。

　 国 語 科 教 育 に お け る 内 包 と い う 問 題 に お い て は 、 国 語 科 教 育 の 内

容 に メ デ ィ ア を 内 包 し 、 例 え ば 、 「 見 る こ と 」 の よ う な 内 容 領 域 を

今 す ぐ 学 習 指 導 要 領 に 位 置 づ け る こ と は 、 国 語 科 教 育 の 領 域 構 成 を

崩 す こ と と な り 、 現 実 的 で は な い 。 そ こ で 筆 者 は 、 国 語 科 教 育 の 内

容 を 拡 張 し 、 現 行 の 学 習 指 導 要 領 を 映 像 メ デ ィ ア か ら の 視 点 で 段 階

的 ・ 関 連 的 に 整 理 す る 立 場 を と る 。

　 こ の よ う な 立 場 に 立 ち 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 と 言 語 に つ い

て の 関 係 性 を 提 起 す る た め に 、 評 価 規 準 か ら 指 導 指 標 を 生 成 し 、 検

討 し て い く 。
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第 ２ 章 　 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に お け る 映 像 教 育 と メ デ ィ ア ・

リ テ ラ シ ー 教 育 か ら の ア プ ロ ー チ

　 国 語 科 教 育 と 映 像 メ デ ィ ア の 活 用 を 検 討 す る 上 で 、 映 像 メ デ ィ ア

そ の も の を 研 究 対 象 と し て き た の が 、 映 像 教 育 で あ り 、 メ デ ィ ア ・

リ テ ラ シ ー で あ る 。 映 像 教 育 に つ い て は 、 映 像 を 学 校 教 育 で 扱 う 歴

史 は 古 い が 、 近 年 、 学 校 放 送 番 組 を 視 聴 す る こ と な ど を 通 し て 、 映

像 メ デ ィ ア を 活 用 す る 力 を ど の よ う に 育 成 す る か と い う 研 究 が 進 め

ら れ て き た 。 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー は 、 マ ス メ デ ィ ア の 本 質 や 影 響

な ど に つ い て 理 解 さ せ る こ と や 批 判 的 な 見 方 を 養 う こ と 、 さ ら に は

メ デ ィ ア に よ る 制 作 を 手 が け る 教 育 と し て 英 語 圏 を 中 心 に 広 ま っ て

き た 。

　 本 研 究 で は 、 国 語 科 教 育 の 中 へ の 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関

し て 、 学 習 指 導 要 領 の よ う に 、 「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 「 書 く こ

と 」 「 読 む こ と 」 三 領 域 と の 関 連 を 視 野 に 入 れ た 小 学 校 低 学 年 ・ 中

学 年 ・ 高 学 年 へ の 段 階 的 な 指 導 指 標 を 生 成 し た い 。 そ れ が 国 語 科 教

育 の 中 で メ デ ィ ア を 教 育 の 内 容 を 拡 張 さ せ る 領 域 の 検 討 に つ な が る

と 考 え る 。 こ の よ う な ア プ ロ ー チ は 、 す で に 映 像 教 育 お よ び メ デ ィ

ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 に お い て 言 及 さ れ て い る 。 こ れ ら は 必 ず し も 国

語 科 教 育 の み を 視 野 に 入 れ た も の で は な い が 、 国 語 科 教 育 と の 接 点

を 検 討 す る こ と に よ り 、 国 語 科 教 育 に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と

表 現 の 指 導 指 標 生 成 へ の 知 見 が 得 ら れ る も の と 思 わ れ る 。

2 . 1 　 映 像 教 育

　 1 9 3 0 年 代 に 映 画 教 育 が 展 開 さ れ た 。 映 画 教 育 は 、 純 粋 に 映 画 そ の

も の の 教 育 だ け を 目 指 す も の で は な く 、 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 媒 体

を 利 用 し た 教 育 の 総 称 と し て 『 映 画 教 育 』 と い う 用 語 を 用 い た よ う

で あ る 。 」 （ 瀧 口 　 2 0 0 9 , 	 p . 1 9 ） と い う 指 摘 が あ る 。 こ の 流 れ

は 、 6 0 年 代 に テ レ ビ が 普 及 し 始 め 、 番 組 視 聴 の あ り 方 に 関 す る 研 究

の 必 要 性 を 提 唱 す る 研 究 者 が あ ら わ れ 、 教 育 実 践 の 試 み も 少 し ず つ
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見 ら れ る よ う に な っ た 。 こ の 時 代 に 、 西 本 は 、 「 今 日 の 教 育 で は 、

こ と ば や 文 字 に よ っ て 概 念 化 さ れ 、 抽 象 化 さ れ た 知 識 を 記 憶 し 、 暗

記 す る こ と を 重 ん じ 、 生 徒 ら に こ と ば や 文 字 の う え だ け で の 議 論 に

終 始 し 、 概 念 の 遊 戯 に 終 わ っ て い る 場 合 が 多 い 。 こ れ に 具 体 的 な 経

験 や 、 事 物 や 、 感 情 の 裏 づ け を な す 教 育 が 、 こ れ か ら の 学 校 教 育 に

お い て は 特 に そ の 重 要 性 を 増 し て く る （ 西 本 　 1 9 6 4 , 	 p . 9 ） 」 と 指

摘 し て い る 。

　 映 像 教 育 へ の 先 駆 的 な 提 起 と し て は 、 特 に 8 0 年 代 が 特 筆 に 値 す

る 。 こ の こ ろ は カ ラ ー テ レ ビ も 家 庭 や 学 校 に ほ ぼ 行 き 渡 り 、 学 校 に

も 録 画 機 材 が 置 か れ る よ う に な り 、 映 像 教 材 を 授 業 で 活 用 す る よ う

に な っ て き た 時 期 で も あ る 。 N H K 放 送 文 化 調 査 研 究 所 に よ る 全 国 学

校 放 送 利 用 状 況 調 査 で は 、 1 9 8 4 年 度 の 学 校 へ の テ レ ビ 整 備 普 及 率

は 、 小 学 校 で は 8 9 . 5 % 、 中 ・ 高 等 学 校 で は 6 7 - 7 1 % と な っ て い る

（ 宇 佐 美 　 1 9 8 5 ） 。

　 こ の よ う な 中 、 映 像 教 育 の 実 践 的 研 究 と し て は 、 水 越 ら 金 沢 グ ル

ー プ の 研 究 が あ る 。 水 越 （ 1 9 8 7 ） は 、 メ デ ィ ア ミ ッ ク ス と い う 考 え

方 を 示 し 、 「 個 々 の 刺 激 体 、 い く つ か の 単 一 媒 体 を 、 教 師 ま た は 児

童 ・ 生 徒 が 、 あ る ね ら い の も と に 組 み 合 わ せ た り 、 重 ね 利 用 し た り

す る こ と に よ っ て 、 単 品 と し て の 刺 激 体 を つ く り 出 す 」 と 定 義 し て

い る 。

　 吉 田 （ 1 9 8 5 ） は 、 映 像 教 育 を 実 施 し て い く 際 に 期 待 す る 能 力 と し

て 、 下 記 の よ う な 枠 組 み に 整 理 し て い る 。

　 　 　 　 　 　 １ ） 映 像 視 聴 能 力 （ 受 け 手 と し て の 能 力 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 a : 内 容 を 理 解 し と ら え る 力

　 　 　 　 　 　 　 　 b : 状 況 や 心 情 に 反 応 し 感 じ 取 る 力

　 　 　 　 　 　 　 　 c : 情 報 把 握 し 表 現 す る 力

　 　 　 　 　 　 ２ ） 映 像 制 作 能 力 （ 送 り 手 と し て の 能 力 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 d : 現 状 を つ か み 問 題 を み つ け る 力

　 　 　 　 　 　 　 　 e : 情 報 を 構 成 し 組 み 立 て る 力
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　 　 　 　 　 　 　 　 f : 自 分 の 考 え を 効 果 的 に 伝 達 す る 力

　 　 　 　 　 　 ３ ） 映 像 活 用 能 力 （ 使 い 手 と し て の 能 力 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 g : 自 分 に 必 要 な 情 報 を 選 択 す る 力

　 　 　 　 　 　 　 　 h : 目 的 に 合 わ せ て 情 報 を 利 用 し 生 活 用 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 役 立 て る 力

　 　 　 　 　 　 　 　 i : 情 報 を 批 判 的 に 眺 め 真 実 を 見 抜 く 力

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 吉 田 　 1 9 8 5 , 	 p . 3 2 - 3 3 ）

　 こ の よ う に 、 映 像 メ デ ィ ア を 「 理 解 す る こ と 」 と 映 像 メ デ ィ ア で

「 表 現 す る こ と 」 に 関 し て 、 「 受 け 手 」 「 送 り 手 」 「 使 い 手 」 と い

う ３ つ の 能 力 の 側 面 か ら 詳 細 に 整 理 し て い る 上 に 、 具 体 的 な 実 践 で

そ の 枠 組 み を 検 証 す る 試 み が 多 数 行 わ れ て お り 、 示 唆 に 富 ん で い

る 。 し か し 、 実 際 に 取 り 上 げ ら れ た 教 科 は 社 会 科 や 理 科 が 圧 倒 的 に

多 く 、 国 語 科 の 中 で 扱 わ れ た 例 は ほ と ん ど み ら れ な い 。

　 こ の よ う な 中 、 押 野 （ 1 9 8 5 ） は 、 国 語 科 教 育 に お い て 、 言 語 を 通

し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 の 育 成 が 系 統 的 に 行 わ れ て い る こ と を 指

摘 し て い る 。 さ ら に 、 国 語 科 に お け る 当 時 の 学 習 指 導 要 領 の 領 域 で

あ る 「 理 解 」 「 表 現 」 を も と に 映 像 視 聴 能 力 に お け る 領 域 と 能 力 項

目 を 表 2 - 1 の よ う に あ ら わ し て い る 。 国 語 科 の 学 習 指 導 要 領 か ら ど

の よ う に 細 分 化 し て 能 力 項 目 に た ど り つ い た か の 詳 細 は 明 ら か に な

っ て い な い が 、 表 2 - 2 の よ う に 、 能 力 項 目 か ら さ ら に 下 位 項 目 を た

て て 整 理 し て い る 。 ま た 、 ね ら い を 達 成 す る た め に 典 型 的 な 映 像 教

材 が 必 要 に な っ て く る と し て 、 N H K の 学 校 放 送 は も と よ り 、 一 般 の

テ レ ビ 番 組 や 1 6 ミ リ フ ィ ル ム な ど も 積 極 的 に 取 り 入 れ て の 検 討 を 試

み て い る 。 し か し 、 放 送 番 組 を 視 聴 す る と い う こ と を も と に 考 察 さ

れ て い る た め 、 国 語 科 教 育 に お い て は 、 教 科 書 に 学 校 放 送 の 使 用 が

明 記 さ れ て い な か っ た こ と で 、 一 般 教 員 に 広 ま ら な か っ た 。

　 表 2 - 1 の 通 り 、 「 A と ら え 方 」 で は 、 昨 今 、 児 童 に も 身 近 な I C T 機

器 に な っ て き て い る デ ジ タ ル カ メ ラ で 友 だ ち が 撮 っ た 写 真 に つ い て

検 討 す る こ と や 、 「 C あ ら わ し 方 」 に お い て 映 像 を 視 聴 し た も の を 参
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表 2 - 1 　 映 像 視 聴 能 力 の 領 域 と 能 力 項 目 （ 押 野 　 1 9 8 5 , 	 p . 6 4 ）
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表 2 - 2 　 「 構 造 的 理 解 」 の 目 標 と ス キ ル 要 素 （ 押 野 　 1 9 8 5 , 	 p .

6 6 ）
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考 に コ ン ピ ュ ー タ な ど を 使 っ て パ ン フ レ ッ ト 制 作 や 映 像 制 作 な ど を

す る こ と が 想 定 さ れ て い る わ け で は な い 。 さ ら に 、 学 校 放 送 を 主 眼

に 置 い て い る の で 、 国 語 科 教 科 書 に 書 か れ て い る 写 真 や 挿 絵 を 活 用

し て の 活 動 は あ ま り 想 定 し て い な い 。

　 読 書 を 通 し て の 映 像 自 体 の 国 語 科 と し て の 教 材 の 可 能 性 に 言 及 し

て い る の は 滑 川 で あ る 。 滑 川 は 、 す ぐ れ た 絵 本 ほ ど 、 言 葉 と 絵 が 相

補 的 に 強 化 さ れ 、 こ の 傾 向 は 写 真 ・ マ ン ガ の 場 合 も 同 様 で あ る と 主

張 し て い る 。 ま た 、 「 読 み 手 は 、 文 章 と 絵 の 両 方 か ら 『 よ み 』 を 深

め 、 じ ぶ ん な り の 、 そ し て 文 の イ メ ー ジ と も 、 絵 の イ メ ー ジ と も ち

が う 新 た な イ メ ー ジ を つ く り あ げ て い く こ と に な る 。 」 （ 滑 川 　

1 9 7 9 , 	 p . 1 2 9 ） と 指 摘 し 、 「 絵 は 、 画 的 で 全 体 が 同 時 に 視 野 に は

い る パ タ ー ン 認 識 に よ っ て つ く ら れ 」 「 全 体 的 な 意 味 発 見 の 上 に 文

章 に は 書 か れ て い な い 部 分 に 注 意 が 払 わ れ て 、 こ ま か な 意 味 発 見 す

る だ ろ う 。 」 と 述 べ て い る 。 物 語 教 材 に お い て 、 ど の 教 科 書 会 社 の

も の で あ っ て も 、 教 科 書 に 挿 絵 が 使 わ れ る 意 味 は 、 滑 川 の 指 摘 の よ

う に 映 像 が 言 葉 の 理 解 を 補 完 す る こ と に よ る も の だ と 推 測 さ れ る 。

物 語 教 材 に 限 ら ず 、 中 川 ら （ 2 0 1 3 ） が 行 っ た 平 成 2 3 年 度 版 の 小 学

校 国 語 科 教 科 書 で 、 ど の よ う な 意 図 で 教 科 書 上 で 映 像 メ デ ィ ア が 表

記 さ れ て い る か に 関 し て の 調 査 に お い て 、 全 体 の 表 記 の 約 ９ 割 が

「 挿 絵 や 写 真 な ど か ら 対 象 の イ メ ー ジ や 状 況 を 読 み と る 」 「 挿 絵 や

写 真 な ど と 文 章 と の 対 応 を 考 え る 」 に 集 中 し た 。 言 葉 ・ 文 章 と の 往

復 に 教 科 書 上 の 映 像 メ デ ィ ア が 活 用 さ れ て い る 様 子 が う か が え る 。

　 子 ど も た ち を と り ま く 状 況 に 関 し て は 、 ゲ ー ム 機 を 使 っ て 多 く の

子 ど も た ち が 日 常 的 に 遊 び 、 携 帯 電 話 の 所 有 率 も 上 が っ て き て い

る 。 子 ど も た ち は 生 ま れ た と き か ら 映 像 や メ デ ィ ア 機 器 に 囲 ま れ て

い る 。 言 葉 を か ら ま せ な が ら 映 像 メ デ ィ ア を 活 用 し て 新 聞 や リ ー フ

レ ッ ト 、 説 明 レ ポ ー ト を 作 成 す る よ う な 国 語 科 教 科 書 に お け る 学 習

内 容 も 、 こ の よ う な 社 会 状 況 と 密 接 に む す び つ い て い る 。 そ こ で 、

映 像 メ デ ィ ア を 受 け 取 る 行 為 だ け で な く 、 送 り 手 ・ 作 り 手 と し て 言
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葉 と ど の よ う に 関 連 し て い る の か に つ い て も 言 及 し て い く 必 要 が あ

る 。

2 . 2 　 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育

　 学 校 放 送 を 中 心 と し た 映 像 そ の も の の 理 解 や 表 現 を 学 習 対 象 と し

て い る 映 像 教 育 に 対 し 、 メ デ ィ ア に 対 す る 能 力 形 成 に 対 象 を 広 げ て

い る の が メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 で あ る 。

　 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー に つ い て の 説 明 と し て 、 菅 谷 は 「 メ デ ィ ア

が 形 作 る 『 現 実 』 を 批 判 的 （ ク リ テ ィ カ ル ） に 読 み 取 る と と も に 、

メ デ ィ ア を 使 っ て 表 現 し て い く 能 力 」 （ 菅 谷 　 2 0 0 0 , 	 p . v ） と し て

い る 。 な お 、 こ こ で 菅 谷 が 使 っ て い る 「 批 判 的 に 読 み 取 る 」 と は 、

ゼ ッ ク ミ ス タ ら （ 1 9 9 6 ） が 述 べ る よ う な 「 適 切 な 基 準 や 根 拠 に 基 づ

く 、 論 理 的 で 偏 り の な い 思 考 」 を 意 味 す る 。 菅 谷 は 同 時 に 、 こ の 説

明 を 裏 付 け る よ う に 、 ア メ リ カ 、 英 国 、 カ ナ ダ の メ デ ィ ア ・ リ テ ラ

シ ー に 関 す る 教 育 実 践 の 実 際 を 紹 介 し て い る 。

　 ま た 、 鈴 木 （ 2 0 0 4 ） は 、 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー を 学 ぶ 上 で の 基 本

概 念 と し て 、 以 下 の ８ つ を あ げ て い る 。

　 　 １ ： メ デ ィ ア は す べ て 構 成 さ れ て い る 。

　 　 ２ ： メ デ ィ ア は 「 現 実 」 を 構 成 す る 。

　 　 ３ ： オ ー デ ィ エ ン ス が メ デ ィ ア を 解 釈 し 、 意 味 を 作 り 出 す 。

　 　 ４ ： メ デ ィ ア は 商 業 的 意 味 を も つ 。

　 　 ５ ： メ デ ィ ア は も の の 考 え 方 （ イ デ オ ロ ギ ー ） や 価 値 観 を

　 　 　 　 伝 え て い る 。

　 　 ６ ： メ デ ィ ア は 社 会 的 ・ 政 治 的 意 味 を も つ 。

　 　 ７ ： メ デ ィ ア は 独 自 の 様 式 、 芸 術 性 、 技 法 、 決 ま り ／ 約 束

　 　 　 　 事 を も つ 。

　 　 ８ ： ク リ テ ィ カ ル に メ デ ィ ア を 読 む こ と は 、 創 造 性 を 高 め 、

　 　 　 　 多 様 な 形 態 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を つ く り だ す こ と へ

　 　 　 　 と つ な が る 。 　 　 　 　 　 （ 鈴 木 　 2 0 0 4 , 	 p . 1 9 - 2 1 ）
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　 特 に ３ と ８ に つ い て は 、 教 科 書 に お い て 「 挿 絵 や 写 真 な ど か ら 対

象 の イ メ ー ジ や 状 況 を 読 み と る 」 「 挿 絵 や 写 真 な ど と 文 章 と の 対 応

を 考 え る 」 「 挿 絵 や 写 真 な ど か ら 文 章 の 内 容 を 推 測 す る 」 な ど 、 映

像 メ デ ィ ア と の 関 連 性 が 多 く 取 り 入 れ ら れ て い る 現 行 の 国 語 教 科 書

を 念 頭 に 置 く と 、 国 語 科 教 育 と し て 映 像 メ デ ィ ア を 活 用 す る 上 で 重

要 な 概 念 で あ る と 考 え る 。

　 中 村 純 子 （ 2 0 0 3 ） は 、 1 9 5 0 年 （ 昭 和 2 5 年 ） か ら 	 2 0 0 2 年 （ 平 成

1 4 年 ） ま で 継 続 的 に 発 行 さ れ て い る 検 定 版 ５ 社 の 教 科 書 を 中 心 に 、

特 に 中 学 校 の 国 語 科 教 育 に お け る メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー の 変 遷 を 分

析 し て い る 。 こ れ に よ る と 、 昭 和 2 6 年 （ 1 9 5 1 年 ） 版 学 習 指 導 要 領 ま

で は 、 情 報 操 作 さ れ て い た 戦 前 の 意 識 を 一 掃 す べ く 、 メ デ ィ ア か ら

の 情 報 を 吟 味 し 読 み 解 く 技 術 が 国 語 科 教 書 に お い て 扱 わ れ て い る こ

と を 指 摘 し て い る 。

　 昭 和 4 3 年 （ 1 9 7 3 年 ） 版 学 習 指 導 要 領 で は 、 メ デ ィ ア を 活 用 し た 教

材 が 小 学 校 ・ 中 学 校 教 科 書 か ら ど ん ど ん 減 っ て い き 、 さ ら に 昭 和 5 2

年 （ 1 9 8 2 年 ） 版 学 習 指 導 要 領 で は 、 こ の 傾 向 に 拍 車 が か か り 、 「 メ

デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー が 完 全 に 国 語 科 教 育 課 程 か ら 分 離 し た （ 中 村 　

2 0 0 3 , 	 p . 2 3 1 ） 」 と し て い る 。 し か し 、 平 成 1 0 年 （ 1 9 9 8 年 ） 版

学 習 指 導 要 領 で は 、 目 標 に 「 国 語 を 適 切 に 表 現 し 正 確 に 理 解 す る 能

力 を 育 成 し 、 伝 え 合 う 力 を 高 め る と と も に 、 思 考 力 や 想 像 力 及 び 言

語 感 覚 を 養 い 、 国 語 に 対 す る 関 心 を 深 め 国 語 を 尊 重 す る 態 度 を 育 て

る 。 」 （ 小 学 校 ） 、 「 国 語 を 適 切 に 表 現 し 正 確 に 理 解 す る 能 力 を 育

成 し 、 伝 え 合 う 力 を 高 め る と と も に 、 思 考 力 や 想 像 力 を 養 い 言 語 感

覚 を 豊 か に し 、 国 語 に 対 す る 認 識 を 深 め 国 語 を 尊 重 す る 態 度 を 育 て

る 。 」 （ 中 学 校 ） と い う よ う に 、 と も に 「 伝 え 合 う 力 を 高 め る 」 と

い う 文 言 が 入 っ た た め に 、 映 像 メ デ ィ ア を 活 用 す る 題 材 も 出 て き て

い る 。

　 こ れ に 合 わ せ る か の よ う に 、 1 9 9 0 年 代 以 降 、 国 語 科 教 育 に お け る

メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 の 実 践 が 多 数 開 発 さ れ 、 実 際 に 取 り 組 ま

れ て き た 。 2 0 0 0 年 か ら の 国 語 科 教 科 書 に は 、 ニ ュ ー ス 番 組 作 り な ど
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の 題 材 も 登 場 す る よ う に な っ た 。 ま た 、 N H K （ 日 本 放 送 協 会 ） も

2 0 0 1 年 に 小 学 校 高 学 年 用 の 教 育 番 組 と し て 「 体 験 ！ メ デ ィ ア の

A B C 」 を 、 2 0 0 8 年 に は 国 語 の 授 業 で も 活 用 可 能 な 「 伝 え る 極 意 」 を

放 映 し 、 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー の 教 材 と し て 制 作 し 、 普 及 を は か っ

て い る 。 9 0 年 代 以 降 、 水 越 は 以 下 の よ う に メ デ ィ ア 状 況 が お も な ２

つ の 要 因 に 変 わ っ て き た と 指 摘 し て い る 。

　 　 ・ 多 メ デ ィ ア 、 多 チ ャ ン ネ ル 化 の 進 展 に 伴 っ て 、 パ ー ソ ナ

　 　 　 ル コ ン ピ ュ ー タ を は じ め と す る 新 し い デ ジ タ ル メ デ ィ ア

　 　 　 機 器 が 登 場 し て き た こ と 。

　 　 ・ マ ス メ デ ィ ア の 情 報 は 送 り 手 に 構 成 さ れ た も の で あ り 、

　 　 　 市 民 は そ れ を 批 判 的 に 受 け 取 り 、 解 釈 を し て い く 必 要 が

　 　 　 あ る と い う 意 識 が 芽 生 え て き た こ と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 水 越 　 2 0 0 0 , 	 p . 2 7 4 - 2 7 5 ）

　 国 内 に お い て は 、 今 日 に 至 る ま で メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 が 国

語 科 教 育 の 中 で 着 目 さ れ て き て い る と は 言 え な い 。

　 中 村 敦 雄 （ 2 0 0 7 ） は 、 国 語 科 教 育 に お け る メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー

の 実 践 開 発 の 課 題 と し て 、 以 下 の ６ つ を あ げ て い る 。

　 　 ① 機 器 を 活 用 し た 授 業 で 機 能 を ど れ だ け 使 う こ と が で き た

　 　 　 か が 教 師 の 関 心 の 中 心 に な っ て し ま う こ と

　 　 ② 専 門 家 が 授 業 に 協 力 す る 場 合 、 プ ロ が い か に 優 れ た 知 識

　 　 　 や ス キ ル を 持 っ て い る 点 が 強 調 さ れ る こ と

　 　 ③ 批 判 的 と い う キ ー ワ ー ド が 曲 解 さ れ 、 学 習 者 が メ デ ィ ア

　 　 　 へ の 不 信 感 を 抱 く こ と を 目 標 と し て 想 定 す る 授 業 が 行 わ

　 　 　 れ る こ と

　 　 ④ テ ク ス ト の 問 題 点 を 分 析 的 に と ら え る ミ ク ロ の 視 点 で の

　 　 　 学 習 に 偏 る こ と

　 　 ⑤ 表 現 活 動 に お い て 、 実 際 の 番 組 を な ぞ る な ど 、 学 習 の 本
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　 　 　 質 か ら 外 れ た 内 容 に 時 間 が 費 や さ れ る こ と

　 　 ⑥ 国 語 に 限 ら ず 、 図 工 ・ 美 術 科 に お い て 教 材 ご と に 場 当 た

　 　 　 り 的 な 対 応 を 教 師 が 行 っ て い る こ と

　 中 村 が 指 摘 す る ６ つ の 課 題 は 、 国 語 科 と い う 教 科 の 中 で メ デ ィ ア

を 活 用 し た 授 業 を ど の よ う に 分 析 す る か を 検 討 す る 上 で も 、 示 唆 に

富 ん で い る 。 特 に 、 I C T 機 器 や デ ジ タ ル 教 科 書 ・ 教 材 の よ う な ソ フ

ト ウ ェ ア が 学 校 に 積 極 的 に 導 入 さ れ る よ う に な っ て き て 、 コ ン ピ ュ

ー タ な ど の 情 報 機 器 そ の も の を 利 用 す る 技 能 の 問 題 に 注 力 さ れ す ぎ

て き て い る こ と が 、 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー へ の 国 語 科 教 育 で の 着 目

を 阻 害 し て い る と 考 え ら れ る 。

　 ま た 、 中 橋 ら （ 2 0 0 9 ） は 、 小 学 校 国 語 科 で メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー

教 育 を 実 践 し た 経 験 を も つ 教 師 1 1 名 か ら 聞 き 取 り 調 査 を 行 い 、 メ デ

ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 を 阻 害 し て き た 要 因 に つ い て 、 以 下 の ４ 点 を

あ げ て い る 。

　 　 （ １ ） 認 知 さ れ て い な い こ と 	 

　 　 　 ・ 実 践 し て い る 教 師 は 多 い が 、 そ れ を メ デ ィ ア ・ リ テ ラ

　 　 　 　 シ ー 実 践 と 認 識 し て い な い か ら

　 　 　 ・ 重 要 性 を 認 識 し て い な い か ら 	 

　 　 （ ２ ） 強 制 力 が な い こ と 	 

　 　 　 ・ 義 務 化 さ れ て い な い か ら

　 　 　 ・ メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー に 関 す る 教 科 書 が な い ・ 取 り 扱

　 　 　 　 わ れ て い な い か ら

　 　 　 ・ 意 欲 が な い か ら 	 

　 　 （ ３ ） 負 担 が 大 き い こ と 	 

　 　 　 ・ 新 し い も の に 取 り 組 み に く い 多 忙 な 状 況 が あ る か ら

　 　 　 ・ 簡 単 に 評 価 で き な い か ら 	 

　 　 　 ・ 指 導 が 面 倒 （ 大 変 ） だ か ら 	 

　 　 　 ・ 単 元 を 開 発 す る 時 間 が な い か ら 	 
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　 　 　 ・ 難 し い と い う 印 象 が あ る か ら 	 

　 　 （ ４ ） 従 来 の 教 科 学 力 に 囚 わ れ て い る こ と 	 

　 　 　 ・ 従 前 か ら の 国 語 教 育 の 指 導 内 容 イ メ ー ジ か ら 抜 け 出 せ

　 　 　 　 な い か ら 	 

　 　 　 ・ 国 語 で 文 学 指 導 を 中 心 と し て き た か ら

　 　 　 ・ 「 批 判 的 に 」 よ り も 「 正 確 に 」 読 み 取 る こ と が 重 視 さ

　 　 　 　 れ る か ら

　 　 　 ・ 自 ら が メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 を 受 け た 経 験 が な い

　 　 　 　 か ら 	 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 中 橋 ら 　 2 0 0 9 , p 1 2 3 - 1 2 4 ）

　 こ れ ら の 要 因 は 、 先 の 中 村 の ６ つ の 課 題 を 裏 付 け る 結 果 と な っ て

い る 。 強 制 力 が な い こ と や 従 前 か ら の 国 語 教 育 の 指 導 内 容 イ メ ー ジ

か ら 抜 け 出 せ な い 、 と い う 点 で は 、 本 研 究 で 問 題 に し て い る 国 語 科

に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 し て 教 師 が 意 識 し て い な い

こ と と 同 じ と こ ろ に 陥 っ て い る 。 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー に 関 す る 内

容 が 学 習 指 導 要 領 に 体 系 的 に 記 述 さ れ て い な い た め 、 現 実 的 に は 教

科 書 の 各 学 年 に 段 階 的 に 学 習 内 容 が 盛 り 込 ま れ る よ う に は な っ て い

な い 。 国 語 科 教 育 に お け る メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー の 実 践 で は 、 マ ス

メ デ ィ ア を 分 析 す る も の が 多 く 、 マ ス メ デ ィ ア に あ ら わ れ た 差 別 問

題 、 イ デ オ ロ ギ ー の 問 題 、 商 業 主 義 の 問 題 な ど が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ

れ て き た 。 し か し 、 中 村 が 指 摘 し て い る よ う に 、 「 活 動 の 場 面 で 教

師 が 伝 え よ う と し て い る 価 値 観 や 、 マ ス メ デ ィ ア の 陰 の 部 分 へ の 求

心 力 が 働 き す ぎ る と 、 学 習 者 が 自 ら の 頭 を 働 か せ て ク リ テ ィ カ ル に

理 解 す る 活 動 で は な く 、 教 師 の シ ナ リ オ に 誘 導 さ れ た 教 え 込 み に 転

化 し か ね な い 」 （ 中 村 　 2 0 0 3 , 	 p . 9 ） 傾 向 が あ る 。

　 先 の 中 橋 ら （ 2 0 0 9 ） が 指 摘 し た 要 因 「 （ １ ） 認 知 さ れ て い な い こ

と 	 」 に 関 し て は 、 言 葉 は 知 っ て い て も 、 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー と は

マ ス メ デ ィ ア の こ と だ と い う イ メ ー ジ が 教 師 に は 強 い こ と が 推 測 さ
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れ る 。 そ の た め 、 教 師 自 身 の 該 当 学 年 の 国 語 科 教 科 書 に 題 材 と し て

掲 載 さ れ て い な い 限 り 、 自 身 の 実 践 と 結 び つ か な い 。

　 中 橋 ・ 水 越 （ 2 0 0 3 ） は 、 教 育 実 践 に お け る 重 点 課 題 と し て の 「 メ

デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー の 構 成 要 素 」 と し て 、 表 2 - 4 の よ う な ６ つ を あ

げ て い る 。

表 ２ − ４ 　 現 代 教 育 実 践 に お け る 重 点 課 題 と し て の 「 メ デ ィ ア ・ リ テ

ラ シ ー の 構 成 要 素 」 	 （ 中 橋 ・ 水 越 　 2 0 0 3 , 	 p . 4 1 - 4 4 ）
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　 こ こ で は 、 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー の 教 育 自 体 が マ ス コ ミ な ど の 情

報 に 惑 わ さ れ な い よ う に す る こ と だ け の 教 育 と 理 解 さ れ る こ と へ の

警 鐘 を 鳴 ら し て い る 。 そ の た め 、 「 メ デ ィ ア を つ か い こ な す 」 「 メ

デ ィ ア を 理 解 す る 」 「 メ デ ィ ア を 批 判 的 に と ら え る 」 と い う よ う な

従 来 指 摘 さ れ て い る メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー の 構 成 要 素 に 、 「 メ デ ィ

ア の 読 解 、 解 釈 、 鑑 賞 」 「 考 え を メ デ ィ ア で 表 現 」 「 メ デ ィ ア で の

対 話 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 を 加 え て い る 。 こ の ３ つ の 要 素 は 特

に 、 現 行 の 学 習 指 導 要 領 に 対 応 し た 国 語 科 教 科 書 に お い て 、 「 図 や

写 真 を 読 み 取 っ て 自 分 の 考 え を ま と め る 」 「 取 材 し た こ と を パ ン フ

レ ッ ト の 形 に し て 表 現 す る 」 「 新 聞 の 内 容 に つ い て グ ル ー プ で 話 し

合 う 」 な ど 、 学 習 活 動 と し て な ん ら か の 形 で 扱 わ れ て い る 項 目 で あ

る 。 到 達 項 目 等 を 明 ら か に し 、 整 理 し た 上 で 指 標 を 示 す 必 要 が あ

る 。 バ ッ キ ン ガ ム が 指 摘 す る よ う に 、 「 『 メ デ ィ ア を 学 ぶ こ と 』 に

つ い て の モ デ ル は 、 批 判 的 な 分 析 と 創 造 的 な 制 作 を 組 み 合 わ せ 、 も

っ と ダ イ ナ ミ ッ ク で 内 省 的 な ア プ ロ ー チ を 提 供 し よ う と 試 み て い

る 」 （ バ ッ キ ン ガ ム 　 2 0 0 6 , 	 p . 6 7 ） の で あ る 。

　 以 上 の よ う に 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に お け る 映 像 教 育 と メ

デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 か ら の ア プ ロ ー チ に つ い て 、 考 察 し て き

た 。

　 筆 者 は 前 章 に お い て 、 言 語 情 報 と 映 像 情 報 と を 同 等 に 評 価 す る と

い う 立 場 と 国 語 を 拡 張 し て 考 え 、 現 行 の 学 習 指 導 要 領 を メ デ ィ ア の

視 点 か ら 関 係 性 、 段 階 性 を 検 討 す る 立 場 を と る こ と に 言 及 し て き

た 。 本 章 に お い て は 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に お け る 映 像 教 育

と 、 メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー 教 育 か ら の ア プ ロ ー チ か ら 、 映 像 メ デ ィ ア

の 理 解 と 表 現 と 言 語 に つ い て の 関 係 性 、 段 階 性 に 関 し て 、 次 の よ う

な 知 見 を 得 た 。

　 現 行 の 小 学 校 国 語 科 学 習 指 導 要 領 の 目 標 部 分 に 関 す る 解 説 で は 、

「 『 適 切 に 表 現 』 す る 能 力 と 『 正 確 に 理 解 す る 能 力 』 と は 、 連 続 的

か つ 同 時 的 に 機 能 す る も の で あ る こ と か ら 初 に 位 置 付 け て い

る 。 」 と し た 上 で 、 「 言 語 能 力 は 、 日 常 生 活 に 生 き て 働 く よ う 、 一
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人 一 人 の 児 童 が 言 語 の 主 体 的 な 使 い 手 と し て 、 相 手 、 目 的 や 意 図 、

場 面 や 状 況 な ど に 応 じ て 適 切 に 表 現 し た り 正 確 に 理 解 し た り す る 力

と し て 育 成 す る 」 （ 文 部 科 学 省 　 2 0 0 8 , 	 p . 9 ） と あ る 。

　 こ れ ら は 、 吉 田 や 押 野 が 映 像 教 育 に お い て 主 張 す る 映 像 メ デ ィ ア

を 理 解 す る こ と と 表 現 す る こ と に よ り 育 成 さ れ る 「 映 像 視 聴 能 力 、

映 像 制 作 能 力 、 映 像 活 用 能 力 」 に 相 当 す る 。

　 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 に 関 し て は 、 メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー と い

う 用 語 自 体 が 教 師 に 認 知 さ れ て い な い 。 現 行 の 学 習 指 導 要 領 で 、 例

え ば 高 学 年 の 「 読 む こ と 」 の 指 導 内 容 は 、 中 橋 ・ 水 越 が 教 育 実 践 の

重 点 課 題 と し て あ げ て い る 「 メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー の 構 成 要 素 」 は 、

国 語 科 教 育 に お い て も 指 導 指 標 を 生 成 す る な ど 検 討 す べ き 課 題 で あ

る 。

　 ま た 、 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 で 指 摘 さ れ る 理 解 と 表 現 の 補 完

関 係 へ の 言 及 は 、 国 語 科 教 育 に お い て も 示 唆 に 富 ん で い る 。 「 メ デ

ィ ア に つ い て 概 念 的 理 解 を 発 達 さ せ る に は 、 ク リ テ ィ カ ル な 受 容 と

メ デ ィ ア を 利 用 し た 能 動 的 操 作 を 必 要 と す る 」 （ マ ス タ ー マ ン　

1 9 8 5 ,	 p . 4 9 ） か ら で 、 理 解 と 表 現 は 別 個 の も の で は な く 、 関 連 す

る も の と 考 え ら れ る 。

　 し か し 、 こ れ ら を そ の ま ま 国 語 科 教 育 に 適 用 す る こ と は で き な

い 。 欧 米 で は 教 師 が 、 複 数 の 教 科 書 や 多 く の 教 材 群 の 中 か ら 自 在 に

教 材 を 組 み 合 わ せ て 使 っ て い る （ 松 本 　 2 0 0 8 ） こ と が 多 い の に 対

し 、 日 本 の 教 師 は 、 検 定 教 科 書 と し て 選 ば れ た 唯 一 の 教 科 書 を 教 科

書 の 範 囲 の 中 で 授 業 を 組 み 立 て よ う と す る 傾 向 が 強 い 。 そ の よ う な

点 か ら 考 え る と 、 映 像 教 育 や メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 か ら の 国 語

科 教 育 へ の ア プ ロ ー チ は 見 ら れ る も の の 、 国 語 科 教 育 の 目 標 や 内 容

そ の も の の 大 部 分 を 占 め る こ と は な い 。 む し ろ 、 国 語 科 教 育 に お い

て 、 映 像 教 育 や メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 で 示 さ れ て き た 映 像 メ デ

ィ ア の 理 解 と 表 現 の 発 達 段 階 に よ る 到 達 度 や 理 解 と 表 現 の 関 係 性 を

教 師 が 日 常 の 授 業 で 十 分 に 意 識 化 で き る こ と が 必 要 で あ る 。
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第 ３ 章 　 国 語 科 教 育 に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 へ の ア プ ロ

ー チ

　 第 ２ 章 で は 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 す る ２ つ の 分 野 ・ 領

域 と 国 語 科 教 育 の 接 点 を 見 て き た 。 し か し 言 語 活 動 と の 関 係 が ど の

よ う に な っ て い る か 、 段 階 的 に ど の よ う に 能 力 形 成 が 行 わ れ る か と

い う 国 語 科 の 重 要 な 視 点 に 斬 り 込 む に は 、 国 語 科 教 育 そ の も の が 映

像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 対 し て こ れ ま で ど の よ う な ア プ ロ ー チ を

と っ て き た の か 、 何 が 課 題 な の か に つ い て 検 討 し た 上 で 、 本 研 究 の

目 的 で あ る 指 導 指 標 の 生 成 に 向 け て 論 じ て い く 必 要 が あ る 。

　 海 外 に 目 を 向 け る と 、 す で に 国 語 科 に お い て 、 映 像 メ デ ィ ア の 理

解 や 表 現 に 関 し て 、 領 域 と し て 位 置 づ け て い る 国 が あ る 。 本 章 で

は 、 こ れ ら が ど の よ う に そ の 国 で 成 立 し て い る か に つ い て 述 べ て い

く 。 さ ら に 、 国 内 の 国 語 科 教 育 に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現

へ の ア プ ロ ー チ に 関 し て 検 討 す る 。

3 . 1 　 オ ー ス ト ラ リ ア 、 英 国 、 フ ィ ン ラ ン ド の 国 語 科 教 育 に お け る　　　

　 　 　 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 へ の ア プ ロ ー チ

3 . 1 . 1 　 オ ー ス ト ラ リ ア 、 英 国 、 フ ィ ン ラ ン ド の 状 況

　 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 し て 、 国 語 科 教 育 に 先 進 的 に 取 り

入 れ て い る 国 が あ る 。 本 節 で は 、 「 話 す こ と 」 「 聞 く こ と 」 「 書 く

こ と 」 「 読 む こ と 」 と 並 列 に 「 見 る こ と 」 （ V i e w i n g ） 領 域 を 配 置

し て い る オ ー ス ト ラ リ ア （ 西 オ ー ス ト ラ リ ア 州 ） 、 読 む こ と 領 域 の

下 位 項 目 と し て 映 像 メ デ ィ ア に 関 す る 領 域 や 分 野 が あ る 英 国 、 映 像

メ デ ィ ア の 理 解 や 表 現 に 関 す る 記 述 が 教 科 書 の 随 所 に 見 ら れ る フ ィ

ン ラ ン ド の 例 を と り あ げ る 。
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◯ 西 オ ー ス ト ラ リ ア 州 の 国 語 科 教 育

　 西 オ ー ス ト ラ リ ア （ W A ） 州 の 国 語 科 で は 、 日 本 に お け る 「 話 す こ

と 」 「 聞 く こ と 」 「 読 む こ と 」 「 書 く こ と 」 の 他 に 、 「 見 る こ と 」

（ V i e w i n g ） 領 域 が 存 在 す る 。 「 見 る こ と 」 （ V i e w i n g ） 領 域 に

お け る 学 習 の 到 達 点 が 、 就 学 前 か ら 1 2 学 年 ま で ９ つ の 段 階 に な っ て

い る こ と で 、 児 童 ・ 生 徒 の 実 態 に 応 じ て の 適 応 が 可 能 で あ る 。 こ こ

で は 、 児 童 ・ 生 徒 が 目 的 、 理 解 、 批 判 的 認 識 を も っ て 広 範 囲 に わ た

る 視 覚 的 テ ク ス ト を 見 る こ と が 国 語 科 で 学 ぶ べ き 到 達 点 と し て 表 記

さ れ て い る （ 表 3 - 1 ） 。

表 3 - 1 　 V i e w i n g 領 域 に お け る 学 習 の 到 達 点

（ G o v e r m e n t 	 o f 	 W e s t e r n 	 A u s t r a l i a ; 2 0 0 5 . 奥 泉 訳 , 2 0 0 6 ）
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　 教 科 書 の 題 材 も 選 択 で き る た め 、 教 師 は 児 童 ・ 生 徒 の 実 態 に 応 じ

て 、 学 習 内 容 を 選 択 す る こ と が で き る 。

　 2 0 0 6 年 に は 1 1 年 生 ・ 1 2 年 生 に 「 メ デ ィ ア の 制 作 と 分 析 」 と い う

コ ー ス が 設 置 さ れ た （ 藤 森 　 2 0 0 8 ） 。 「 メ デ ィ ア の 制 作 と 分 析 」

は 、 メ デ ィ ア 教 育 に 関 わ る 「 国 語 科 」 「 ア ー ト 科 」 「 技 術 科 」 を 統

合 し た も の で あ り 、 応 用 力 を 育 む 教 科 と し て 位 置 づ け ら れ て い る

（ 中 村 　 2 0 0 7 ） 。 表 3 - 1 に 示 す 「 見 る こ と 」 （ V i e w i n g ） 領 域 に

お け る 学 習 の 到 達 点 か ら 考 え る と 、 映 像 メ デ ィ ア に 関 す る 理 解 と 表

現 と い う 観 点 で 、 本 コ ー ス へ の ス ム ー ズ な 移 行 が 推 測 で き る 。

◯ 英 国 の 国 語 科 教 育

　 英 国 で は 、 1 9 9 8 年 の 教 育 改 革 法 に よ り ナ シ ョ ナ ル カ リ キ ュ ラ ム が

編 成 さ れ 、 小 学 校 段 階 で は 、 キ ー ス テ ー ジ １ （ １ 〜 ２ 年 生 ） 、 キ ー

ス テ ー ジ ２ （ ３ 〜 ６ 年 生 ） に 分 け ら れ て い る （ 新 井 , 2 0 0 8 ） 。

　 例 え ば 、 キ ー ス テ ー ジ １ に 関 し て は 、 到 達 目 標 １ と し て 「 話 す こ

と 」 「 聞 く こ と 」 が 位 置 づ け ら れ 、 「 知 識 ・ ス キ ル ・ 理 解 」 で は

「 話 す こ と 」 「 聞 く こ と 」 「 集 団 討 論 と 相 互 作 用 」 「 ド ラ マ 」 標 準

英 語 」 「 言 語 の 多 様 性 」 が 含 ま れ る 。 到 達 目 標 ２ と し て 「 読 む こ

と 」 が 位 置 づ け ら れ 、 「 知 識 ・ ス キ ル ・ 理 解 」 で は 「 読 む 方 法 」

「 単 語 の 理 解 と 文 字 の 知 識 」 「 分 法 的 理 解 」 「 文 脈 の 理 解 」 「 情 報

を 読 む こ と 」 「 文 学 」 「 言 語 構 造 と 多 様 性 」 が 含 ま れ る 。 到 達 目 標

３ と し て 「 書 く こ と 」 が 位 置 づ け ら れ 、 「 知 識 ・ ス キ ル ・ 理 解 」 で

は 「 作 文 」 「 立 案 と 起 草 」 「 句 読 法 」 「 綴 字 法 」 「 手 書 き と 提 示 」

「 標 準 英 語 」 「 言 語 構 造 」 が 含 ま れ る 。 映 像 メ デ ィ ア に 関 し て は 、

到 達 目 標 ２ 「 情 報 を 読 む こ と 」 に 、 情 報 を 見 つ け る た め に イ ラ ス ト

（ 挿 絵 ・ 説 明 図 ） な ど を 活 用 す る こ と が 明 記 さ れ て い る 。

　 ７ 年 生 以 降 の 中 等 教 育 か ら 「 読 む こ と 」 の 対 象 テ ク ス ト の １ つ と

し て 「 メ デ ィ ア と 動 画 テ ク ス ト 」 が 位 置 づ け ら れ た 。 オ ッ ク ス フ ォ

ー ド 大 学 出 版 局 刊 の メ デ ィ ア ・ ミ ッ ク ス 型 国 語 教 科 書 「 M i x e d 	 

M e d i a 」 で は 、 子 ど も た ち の 日 常 的 な メ デ ィ ア と の 関 わ り と 言 語 活
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動 を 取 り 扱 っ て い る 。 日 本 の 中 学 １ 年 生 ・ ２ 年 生 に あ た る キ ー ス テ

ー ジ ３ を 対 象 と し て い る 。 羽 田 （ 2 0 0 8 ） が 指 摘 し て い る よ う に 、

「 活 字 の み な ら ず 、 さ ま ざ ま な メ デ ィ ア ・ テ ク ス ト を 教 材 と し て 扱

い 、 日 頃 消 費 さ れ が ち な テ ク ス ト を 、 意 識 的 に 〈 み る べ き も の 〉 と

し て と り た て て い る 」 （ 羽 田 　 2 0 0 8 , 	 p . 5 5 ） 単 元 構 成 に な っ て い

る 。 ６ つ の 大 単 元 か ら な っ て お り 、 「 視 覚 」 「 活 字 」 「 聴 覚 」 に つ

い て 、 各 単 元 で 「 知 っ て い る こ と か ら は じ め よ う 」 「 学 習 ゾ ー ン 」

「 練 習 ゾ ー ン 」 の 三 部 構 成 に な っ て い る （ 表 3 - 2 ） 。 こ れ を 見 る

と 、 マ ン ガ や 映 画 な ど に つ い て 、 「 活 字 」 と 「 視 覚 」 を 組 み 合 わ せ

て 学 習 活 動 が 配 置 さ れ て い る 。 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 を 関 連 さ

せ な が ら 、 生 徒 の 理 解 を 深 め る 意 図 が 推 測 さ れ る 。

表 3 - 2 　 「 M i x e d 	 M e d i a 」 の 単 元 構 成

（ B a r r i e , D , 2 0 0 1 ; 羽 田 訳 , 2 0 0 8 , 	 p . 5 7 ）
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◯ フ ィ ン ラ ン ド の 国 語 科 教 育

　 O E C D に よ る 生 徒 の 学 習 到 達 度 調 査 に よ る と 、 読 解 力 （ r e a d i n g 	 

l i t e r a c y ） に お い て 、 2 0 0 0 年 、 2 0 0 3 年 の 調 査 で １ 位 、 2 0 0 6 年

の 調 査 で ２ 位 （ 日 本 は 順 に 、 ８ 位 、 1 4 位 、 1 5 位 ） に な っ た フ ィ ン ラ

ン ド で は 、 指 導 要 領 レ ベ ル に お い て も 教 科 書 ・ 指 導 書 レ ベ ル に お い

て も 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 や 表 現 に 関 し て 国 語 科 教 育 の 中 で 随 所 に 取

り あ げ ら れ て い る 。

　 フ ィ ン ラ ン ド の 2 0 0 4 年 改 訂 の 学 習 指 導 要 領 で は 、 国 語 科 教 育 （ フ

ィ ン ラ ン ド 語 の 直 訳 で は 『 母 語 と 文 学 科 教 育 』 ） の 基 本 的 な 役 割 を

「 言 語 、 文 化 、 相 互 作 用 （ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ） に 対 す る 、 児 童 ・

生 徒 の 関 心 を 高 め る こ と 」 と 定 義 し て い る 。 国 語 科 指 導 に お い て

は 、 児 童 ・ 生 徒 そ れ ぞ れ が 文 化 の 担 い 手 と な り 、 社 会 に 積 極 的 に 参

加 し 、 社 会 に 影 響 を 与 え ら れ る よ う に な る た め 、 共 同 体 志 向 の 言 語

観 が 強 調 さ れ 、 多 様 な 言 語 活 動 を 通 じ て 児 童 ・ 生 徒 の ア イ デ ン テ ィ

テ ィ と 自 尊 心 を 涵 養 し な け れ ば な ら な い と さ れ て い る 。

　 フ ィ ン ラ ン ド で は 、 ３ 〜 ５ 年 生 の 間 に 、 国 語 科 の 週 合 計 時 間 数 が

1 4 時 間 以 上 に な る よ う に 配 置 す る こ と が 国 の 学 習 指 導 要 領 で 定 め ら

れ て い る 。 こ の 規 準 を 下 回 ら な け れ ば 、 学 校 ご と に 時 間 数 を 自 由 に

設 定 す る こ と が で き る 。 ３ 〜 ５ 年 生 に お い て は 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 」 「 読 解 」 「 書 く こ と ・ 話 す こ と 」 「 情 報 活 用 」 「 言 語 ・ 文 学 ・

文 化 」 の 五 領 域 で あ り 、 領 域 の 区 分 は 学 年 に よ っ て 変 化 す る 。 例 え

ば 、 １ 〜 ２ 年 生 に お い て は 、 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 「 読 む こ と ・

書 く こ と 」 「 文 学 と 言 語 」 の 三 領 域 に な っ て い る 。

　 学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ た 到 達 目 標 の 達 成 を 目 指 し て 、 教 師 が 選 択

し 実 施 す る 。 複 数 の 教 科 書 を 同 時 並 行 し て 用 い る こ と も 可 能 で あ

り 、 教 科 書 の 使 用 は 義 務 付 け ら れ て い な い 。 ま た 、 指 導 書 に の っ と

っ て 授 業 を 実 施 す る こ と が む し ろ 多 い 。 指 導 書 は 、 単 元 ご と に 授 業

展 開 の 大 枠 を 示 す ほ か 、 単 元 の 導 入 部 の 活 動 、 話 し 合 い の た め の 課

題 、 表 現 活 動 の た め の 課 題 な ど に つ い て 複 数 の 展 開 例 が 示 さ れ て お

り 、 そ こ か ら 選 択 で き る よ う に な っ て い る 。
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　 フ ィ ン ラ ン ド 国 内 で シ ェ ア １ 位 の 国 語 科 教 科 書 （ 北 川 　 2 0 0 5 , メ

ル ヴ ィ ら 　 2 0 0 7 ） で は 、 例 え ば ５ 年 生 で 、 「 天 気 図 を じ っ く り 見 て

説 明 さ せ る 」 「 イ ラ ス ト か ら ど の よ う な 職 業 の 人 か 選 ば せ る 」 「 写

真 を 見 て 、 ど の よ う な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 道 具 か 話 し 合 わ せ る 」

「 広 告 を 見 て の 感 想 を 持 た せ る 」 「 新 聞 か ら 写 真 を 切 り 取 り 、 そ の

写 真 に 説 明 を つ け さ せ る 」 「 写 真 の ト リ ミ ン グ 効 果 を 考 え さ せ る 」

「 ビ デ オ ・ イ ン タ ビ ュ ー を さ せ る 」 「 ニ ュ ー ス 番 組 を 作 ら せ る 」 な

ど 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 す る 題 材 が 多 く 見 ら れ る 。

3 . 1 . 2 　 国 語 科 教 育 の 領 域 や 到 達 点 を 持 ち 込 む 難 し さ

　 オ ー ス ト ラ リ ア 、 英 国 、 フ ィ ン ラ ン ド に お け る 国 語 科 教 育 の 映 像

メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 す る 領 域 配 置 や 学 習 内 容 に つ い て 見 て き

た が 、 そ の ま ま 海 外 で の 国 語 科 教 育 へ の 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現

へ の 取 り 組 み を 日 本 の 国 語 科 教 育 に 適 応 さ せ る こ と は で き な い 。

　 例 え ば 、 表 3 - 1 の 西 オ ー ス ト ラ リ ア 州 の 学 習 の 到 達 点 を 見 る と 、

「 文 脈 や テ ク ス ト の 形 式 、 コ ー ド や 約 束 事 と い っ た 知 識 を 適 応 し

て 、 そ の 視 覚 的 テ ク ス ト が 、 あ る 特 定 の 見 え 方 で 見 え る よ う に す る

た め に は 、 ど の よ う に 構 成 さ れ る か を ふ り 返 っ て 、 吟 味 す る こ と が

で き る 。 （ V 5 ） 」 「 視 覚 的 、 構 造 的 に 集 中 力 を 要 す る テ ク ス ト な

ど 、 広 範 囲 の 視 覚 的 テ ク ス ト を 分 析 し 、 批 評 で き る 。 （ V 8 ） 」 な

ど 、 難 易 度 が 高 く 、 そ の ま ま 日 本 の 小 学 校 国 語 科 の 中 に 学 習 内 容 や

規 準 と し て 持 っ て く る こ と が で き な い 箇 所 も 多 い 。 さ ら に 、 学 年 ご

と 段 階 的 に 基 準 が 示 さ れ て い な い た め に 、 適 用 を 検 討 し て も 、 こ の

ま ま で は 日 本 の 教 師 に と っ て は 二 重 の 負 担 と な る 。

　 フ ィ ン ラ ン ド に お い て は 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 項 目 と 表 現 項 目 に

つ い て 、 も シ ェ ア の 高 い 教 科 書 で 比 較 し た 場 合 、 ８ 割 以 上 が 「 理

解 」 項 目 と な っ て い る （ 中 川 ら 　 2 0 1 0 ） 。 し か し 、 フ ィ ン ラ ン ド の

国 語 科 教 育 に お け る 「 読 解 」 と は 、 「 テ キ ス ト に 示 さ れ た 情 報 を 正

確 に と ら え る （ 復 唱 ） 」 「 テ キ ス ト に 示 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 推 論

す る （ 推 論 ） 」 「 テ キ ス ト の 内 容 や 形 式 を 評 価 す る （ 評 価 ） 」 「 テ
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キ ス ト の 内 容 を 現 実 の 場 面 に 適 用 す る （ 適 用 ） 」 な ど が 含 ま れ る 。

評 価 や 推 論 な ど 、 日 本 の 国 語 科 教 科 書 に は 見 ら れ な い 内 容 ま で 踏 み

込 ん で い る 。

　 ま た 、 英 国 の 「 M i x e d 	 M e d i a 」 で は 、 メ デ ィ ア を 学 習 す る こ と

に 特 化 し て い る 国 語 科 教 科 書 と い う 点 で は 、 学 習 内 容 や 構 成 な ど 、

多 く の 示 唆 を 与 え て く れ た 。 し か し 、 特 化 し て い る だ け に 、 各 領 域

と の 関 連 性 が 見 え に く い 。

　 以 上 の こ と は 、 日 本 と 欧 米 諸 国 の 教 科 書 の 位 置 づ け の ち が い も 影

響 し て い る と 考 え ら れ る 。 松 本 （ 2 0 0 8 ） に よ る と 、 日 本 と 欧 米 諸

国 の 国 語 教 科 書 の 位 置 づ け に つ い て 、 三 点 の 異 な る 点 を 指 摘 し て い

る 。 第 一 に 、 欧 米 の 教 科 書 は 、 主 教 材 ・ 副 教 材 と い う 区 別 も 無 く 、

貸 与 制 で あ る と い う 点 だ 。 そ の た め 、 「 教 室 に 蓄 積 さ れ て い る か

ら 、 多 く の 教 材 群 の 中 か ら 自 在 に 教 材 を 組 み 合 わ せ て 使 う こ と が で

き る 。 」 （ 松 本 　 2 0 0 8 , 	 p . 2 5 3 ） と い う 。 日 本 の 教 師 は 、 教 科 書

の 範 囲 の 中 で 題 材 の 掲 載 順 序 通 り に 授 業 を 組 み 立 て よ う と す る 傾 向

が 強 く な り 、 結 果 と し て 、 日 常 生 活 や 他 教 科 の 学 習 内 容 と の 連 動 が

希 薄 に な る と い う 事 態 を 招 い て い る 。 藤 森 （ 2 0 0 8 ） も 、 「 日 本 の 場

合 は 、 基 本 的 に 教 科 書 で カ リ キ ュ ラ ム を つ く る と い う ふ う な 発 想

を 、 編 集 す る 側 も 、 恐 ら く 使 わ れ る 学 校 側 も 非 常 に 強 く も っ て い

て 、 教 科 書 ど お り に 、 そ の 道 筋 を た ど る よ う に 学 ぶ よ う に な っ て い

る 」 （ 藤 森 　 2 0 0 8 , 	 p . 2 7 5 ） と 指 摘 し て い る 。

　 第 二 に 、 検 定 制 度 の ち が い を あ げ て い る 。 日 本 の 場 合 は 、 学 習 指

導 要 領 に 準 拠 す る こ と が 原 則 で あ り 、 さ ら に 、 義 務 教 育 段 階 で は 教

科 書 が 無 償 で あ る こ と な ど か ら 価 格 の 統 制 が あ り 、 ペ ー ジ 数 が 事 実

上 抑 制 さ れ て い る 、 と い う 。 欧 米 諸 国 の 場 合 は 国 に よ っ て ち が い は

あ る が 、 ７ 割 程 度 の 検 定 で あ っ た り 検 定 制 度 そ の も の が な か っ た り

す る の で 、 内 容 の 面 で も 情 報 量 ・ 頁 数 の 面 で も 自 由 度 が 高 い と い

う 。 フ ィ ン ラ ン ド に お い て も 、 教 師 は 複 数 の 教 科 書 を 使 い 、 題 材 を

選 択 し な が ら 独 自 の カ リ キ ュ ラ ム を 作 っ て い る 様 子 が 見 ら れ た 。
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　 そ し て 第 三 に 、 他 の 教 科 と の 関 係 が 異 な っ て い る 点 を あ げ て い

る 。 日 本 の 場 合 は 、 「 歴 史 的 に 『 総 合 教 科 書 』 か ら 『 言 語 ・ 文 学 教

科 書 』 と い う よ う な 形 で 内 容 を 限 定 し 明 確 化 し て き た 流 れ 」 が あ

り 、 「 日 本 の 教 科 書 の 方 が 内 容 的 に も 幅 の 狭 い も の に な っ て い る 印

象 が 強 い 。 」 と 指 摘 し て い る （ 松 本 , 2 0 0 8 	 p . 2 5 3 ） 。 国 語 科 の 映

像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 す る 指 導 指 標 の 系 統 化 ・ 意 識 化 が 進 む

と 、 現 在 の 枠 組 み に 大 き く 手 を 入 れ る こ と な く 、 ま た 、 学 習 内 容 を

必 ず し も 同 テ ー マ に 絞 る こ と な く 、 他 教 科 の 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と

表 現 と 連 動 す る こ と が で き る と 考 え る 。

　 奥 泉 （ 2 0 0 6 ） は 、 英 国 、 カ ナ ダ （ オ ン タ リ オ 州 ） 、 オ ー ス ト ラ リ

ア （ 西 オ ー ス ト ラ リ ア 州 ） 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の 4 カ 国 の 国 語 科 に お

け る V i e w i n g の 構 造 を 分 析 す る 中 で 、 映 像 リ テ ラ シ ー の 段 階 を 以 下

の よ う に 整 理 し て い る 。

　 　 第 １ 段 階 目

　 　 ・ 視 覚 的 テ ク ス ト を 構 成 し て い る 要 素 を 意 識 化 で き る よ う に

　 　 　 な る 段 階 の 学 習 （ 服 装 や 表 情 、 視 覚 的 テ ク ス ト を 見 る 学 習 ）

　 　 第 ２ 段 階 目

　 　 ・ カ メ ラ ア ン グ ル や シ ョ ッ ト ・ サ イ ズ 等 と い っ た 映 像 技 法 や

　 　 　 そ の 表 現 効 果 と の 関 係 の 学 習 （ 視 覚 的 テ ク ス ト の 種 類 や ジ

　 　 　 ャ ン ル , そ れ ぞ れ の 特 徴 も 含 め た 学 習 ）

　 　 第 ３ 段 階 目

　 　 ・ 吟 味 ・ 批 評 の 段 階 （ 表 現 意 図 と 実 際 の テ ク ス ト と の 関 係 、

　 　 　 ま た タ ー ゲ ッ ト と す る 受 け 手 と テ ク ス ト と の 関 係 も 検 討 ・

　 　 　 吟 味 ）

　 　 第 ４ 段 階 目

　 　 ・ 社 会 ・ 文 化 的 文 脈 を 含 め た 吟 味 ・ 批 評 の 段 階 （ 対 象 と す る

　 　 　 視 覚 的 テ ク ス ト の 範 囲 を 広 範 に し , さ ま ざ ま な テ ク ス ト に つ

　 　 　 い て 自 分 な り の 批 評 が 行 え る よ う な 学 習 の 組 み 込 み ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 奥 泉 　 2 0 0 6 , 	 p . 4 3 ）
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　 奥 泉 は 、 学 習 者 が こ れ ら 段 階 を ふ ま え て い く に は 、 「 解 釈 の 多 層

性 」 と 「 読 み 手 と し て の 状 況 性 」 を ふ ま え る 必 要 が あ る と い う 。

「 解 釈 の 多 層 性 」 で は 、 「 読 み 手 全 員 が 必 ず し も 同 じ 層 の 解 釈 に ま

で 行 き 着 か な い こ と が 、 視 覚 的 テ ク ス ト の 解 釈 の 特 徴 と し て 前 提 と

さ れ て い る 」 （ 奥 泉 　 2 0 0 6 , 	 p . 4 4 ） こ と 、 さ ら に 「 読 み 手 と し て

の 状 況 性 」 で は 、 「 ど の 読 み 手 に も 一 般 的 に 解 釈 可 能 だ と い う よ う

な 固 定 的 な 読 み 手 ・ 解 釈 の 関 係 を 前 提 と し て い な い 」 （ 奥 泉 　

2 0 0 6 , 	 p . 4 4 ） と 指 摘 し て い る 。 つ ま り 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表

現 の 学 習 で は 、 こ れ ら を ふ ま え た 上 で 段 階 的 に カ リ キ ュ ラ ム 化 し て

い く 必 要 が あ る と い う こ と に な る 。

　 し か し 、 奥 泉 が 示 す そ れ ぞ れ の 段 階 に お い て 、 学 習 指 導 要 領 の よ

う に 、 小 学 校 国 語 科 の 各 学 年 ブ ロ ッ ク の 到 達 項 目 に 分 類 し 、 ど の よ

う な 学 習 内 容 に 対 応 す る か に 関 し て 説 明 さ れ て い な い の で 、 教 師 が

具 体 的 な 学 習 場 面 に お い て 発 達 段 階 を 意 識 し 、 活 用 す る こ と が で き

な い 。

　 で は 、 国 内 で は 国 語 科 教 育 に お い て 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現

に 関 し て 、 ど の よ う な ア プ ロ ー チ が 見 ら れ た の で あ ろ う か 。 次 節 で

言 及 す る 。

3 . 2 　 国 内 の 国 語 科 教 育 に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 へ の ア

プ ロ ー チ

　 国 語 科 に お い て 映 像 メ デ ィ ア そ の も の に つ い て ふ れ て い る 題 材

は 、 小 学 校 国 語 科 で も 高 い 採 択 数 占 有 率 の M 社 の 教 科 書 で 、 す で に

8 0 年 代 に 登 場 し て い る 。 こ れ は 「 映 像 と 言 葉 」 と い う 単 元 で あ り 、

「 映 像 と 言 葉 」 「 ア ニ メ ー シ ョ ン と わ た し 」 「 一 枚 の 写 真 を 見 て 」

と い う ３ つ の 教 材 か ら な っ て い る 。 し か し 、 唯 一 映 像 メ デ ィ ア に 関

し て 対 象 と し て い る 題 材 で あ っ た に も か か わ ら ず 「 映 像 に つ い て 語

っ て あ る の に 、 映 像 を 使 わ ず 文 字 だ け で こ の 単 元 の 学 習 を 進 め て い

る 例 が 多 い 」 （ 内 田 　 1 9 8 5 , 	 p . 2 7 3 ） 状 況 が 指 摘 さ れ て い る 。
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　 小 学 校 国 語 科 に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 へ の 実 践 的 な ア

プ ロ ー チ と し て は 、 井 上 （ 2 0 0 3 ） が 編 集 代 表 と な り 、 理 解 ・ 表 現 の

手 段 と し て の メ デ ィ ア に 関 す る 多 数 の 実 践 事 例 を あ げ て い る 。 例 え

ば 、 「 画 像 を 言 語 化 し て 表 現 す る デ ジ タ ル カ メ ラ で を 使 っ て の ス ピ

ー チ 」 「 客 の 立 場 を 考 え た ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト の チ ラ シ ・ C M 作 づ く

り 」 「 文 字 情 報 か ら 作 ら れ る イ メ ー ジ と 映 像 化 さ れ た も の で 見 る イ

メ ー ジ に つ い て 考 え る 」 「 動 画 の 場 面 構 成 を 変 え て 表 現 す る 」 な ど

の 学 習 活 動 で あ る 。

　 他 に 、 西 田 ら （ 2 0 0 9 ） は 、 小 学 校 入 門 期 （ １ 年 生 ） の 「 読 む こ

と 」 領 域 に お け る 指 導 の 難 し さ や 子 ど も の 表 現 の 未 熟 さ を 補 う 手 段

と し て 、 写 真 や 挿 絵 を 意 図 的 に 活 用 し た 実 践 を 行 っ た 。 実 践 に よ っ

て 確 か め ら れ た 効 果 的 な 手 立 て を 整 理 し た と こ ろ 、 １ ） 「 見 る こ

と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の 評 価 基 準 や 到 達 項 目 の 検 討 、

２ ） 教 師 の 提 示 の 仕 方 の 工 夫 （ 子 ど も 達 に ど う 見 せ る か ） 、 ３ ） 補

助 資 料 （ 他 の 写 真 ・ 本 ・ 図 鑑 な ど ） の 準 備 の ３ 点 に 整 理 さ れ る こ と

を 明 ら か に し て い る 。 佐 藤 ら （ 2 0 0 9 ） は 、 説 明 的 文 章 教 材 に お け る

分 析 す る 力 の 系 統 的 指 導 に つ い て 、 挿 絵 や 写 真 を 比 較 す る 学 習 の 行

う 上 で の 到 達 項 目 を 提 案 し て い る 。 ま た 、 鈴 木 ら （ 2 0 0 9 ） は 、 小 学

校 高 学 年 の 児 童 に よ る 物 語 文 の 挿 絵 が 登 場 人 物 の イ メ ー ジ に 与 え る

影 響 に つ い て の 検 証 を 行 っ て い る 。 こ こ で は 、 言 語 、 絵 、 読 み 手 意

識 を 関 連 さ せ て 読 み 、 挿 絵 内 の 情 報 の 取 り 出 し 、 挿 絵 と 関 連 さ せ た

文 章 解 釈 、 読 み 手 の 個 性 を 仮 定 し た 熟 考 の 能 力 の 伸 長 が 認 め ら た こ

と を 報 告 し て い る 。 石 川 ら （ 2 0 0 9 ） は 、 さ ら に ふ み こ ん で 、 小 学 校

低 学 年 と 高 学 年 の 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の

学 習 場 面 を 観 点 に し た 実 践 研 究 の 比 較 検 討 を 行 い 、 一 つ の こ と に つ

い て 順 序 を 意 識 し て 考 え る こ と を 重 視 す る 段 階 の 低 学 年 と 、 複 数 の

情 報 を 処 理 し な が ら 読 み 取 り を 進 め る こ と が 求 め ら れ て く る 高 学 年

と い う 学 年 の 特 性 か ら そ の 相 違 点 を 明 ら か に し て い る 。

　 し か し 、 実 践 ベ ー ス で 行 わ れ て い る こ と は 、 事 例 と し て 限 定 さ れ

て お り 、 網 羅 的 な 指 導 指 標 の 整 理 は さ れ て い な い 。
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　 藤 森 （ 2 0 0 3 ） は 、 映 像 メ デ ィ ア を 理 解 し 表 現 す る 行 為 へ の 機 能 的

な 分 類 の 必 要 性 を 主 張 し 、 教 育 内 容 項 目 を 「 視 る 」 「 観 る 」 「 診

る 」 「 見 せ る 」 の ４ つ に 分 類 し た 上 で 、 さ ら に 評 価 規 準 と し て 7 7 に

分 類 し て い る （ 別 添 ① 参 照 ） 。 こ こ で は 、 目 標 設 定 と 評 価 規 準 に 分

け 、 詳 細 な 分 類 ・ 整 理 を 試 み て い る 。 こ れ ま で に 、 こ こ ま で 網 羅 的

に 整 理 さ れ た も の は 存 在 し な か っ た の で 、 国 語 科 教 育 に お け る 映 像

メ デ ィ ア の 関 わ り に つ い て 、 学 習 活 動 を 想 定 し な が ら 検 討 す る こ と

が で き る 。

　 さ ら に 、 藤 森 （ 2 0 0 7 ） は 、 国 語 科 教 育 に お け る 映 像 メ デ ィ ア に 関

し て の 動 向 を 整 理 し た 上 で 、 そ こ ま で の 議 論 で 必 ず し も 十 分 に 言 及

さ れ て い な い 点 と し て 、 以 下 の ３ つ を 指 摘 し て い る 。

　 　 ・ 映 像 メ デ ィ ア の 種 類 や 特 性 に 応 じ た 分 類 概 念 を 、 国 語 科

　 　 　 教 育 と し て ど う 措 定 す る か と い う 問 題

　 　 ・ 議 論 の 対 象 が 映 像 そ れ 自 体 に 傾 斜 し 、 映 像 を 受 容 し 発 信

　 　 　 す る よ う な 行 為 へ の 関 心 が 希 薄 で あ る と い う 問 題

　 　 ・ 映 像 メ デ ィ ア の 学 習 に 関 す る 国 語 科 の 指 導 目 標 と 評 価 規

　 　 　 準 を ど の よ う に 設 定 す れ ば よ い か と い う 問 題

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 藤 森 　 2 0 0 7 , 	 p . 2 1 ）

　 藤 森 は 、 こ れ ら 問 題 や 先 行 研 究 の 映 像 メ デ ィ ア に 対 す る 分 類 な ど

を 考 慮 し て 、 表 3 - 3 の よ う に 整 理 し て い る 。 こ こ で は 一 次 メ デ ィ ア

は 対 面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け る 動 作 や 身 振 り な ど 、 二 次 メ デ ィ

ア は 特 定 主 体 間 で 示 さ れ る 写 真 や 描 画 な ど に 区 別 し て い る 。 特 に 二

次 メ デ ィ ア が 脱 身 体 性 メ デ ィ ア に 分 類 さ れ る 場 合 、 「 例 え ば 説 明 文

に 添 付 さ れ た 写 真 ・ 図 版 の よ う に 、 読 解 対 象 と し 活 用 さ れ る も の が

多 い 。 （ 藤 森 　 2 0 0 7 , 	 p . 2 2 ） 」 と し て い る 。 教 科 書 に お け る 映 像

メ デ ィ ア の 掲 載 は 、 「 静 的 な 映 像 」 の 「 二 次 メ デ ィ ア 」 が 該 当 す

る 。 他 の 箇 所 は 、 題 材 ・ 素 材 と し て 扱 わ れ る 場 合 が あ る 。 こ の 整 理
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表 3 - 3 　 映 像 の メ デ ィ ア の 分 類 （ 藤 森 　 2 0 0 7 , 	 p . 2 2 ）

は 、 教 科 書 に ど の よ う に 配 置 す る か を 検 討 す る 上 で 、 示 唆 に と ん だ

も の で あ る 。

　 し か し 、 こ れ ら は 、 小 学 校 で の 適 用 範 囲 や 段 階 に つ い て は 明 確 に

示 さ れ て い な い 。 適 応 不 可 能 な も の も 含 ま れ て い る 可 能 性 が あ り 、

段 階 的 に 整 理 さ れ て い な い た め 、 ど の 学 年 で 活 用 で き る か が 明 確 で

は な い 。 学 習 指 導 要 領 に お い て も 教 科 書 に お い て も 学 年 別 段 階 に し

ば ら れ て い る 授 業 の 実 施 の 現 状 を 勘 案 す る と 、 教 師 は 現 実 的 に は 活

用 で き な い 。 授 業 で の 活 用 段 階 で は 、 項 目 の 整 理 、 評 価 規 準 や 到 達

項 目 間 の 関 係 性 の 検 討 が 必 要 で あ る 。

　 こ の よ う に 、 実 践 研 究 と し て 国 語 科 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に

関 す る 教 育 実 践 の 知 見 が 蓄 積 し つ つ あ る が 、 映 像 メ デ ィ ア の 活 用 に

関 し て 教 師 が 国 語 科 の 学 習 を 進 め る 上 で そ の 着 目 点 を 意 識 し 、 授 業

設 計 の 指 針 と な る た め に は 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 す る 評

価 規 準 を 網 羅 的 ・ 段 階 的 に 整 理 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。 そ こ で 次
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章 で は 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 す る 指 導 指 標 の 生 成 を 試 み

る 。
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第 ４ 章 　 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 す る カ テ ゴ リ ー と 到 達 項 目

の 生 成

　 こ れ ま で 述 べ て き た よ う に 、 実 際 の 学 習 場 面 で は 、 映 像 メ デ ィ ア

の 理 解 と 表 現 の 視 点 を 国 語 科 教 科 書 や 指 導 書 で 具 体 的 に ど の よ う に

持 た せ て い け ば 良 い の か に つ い て 明 確 に 記 述 さ れ て い る 例 は 少 な

い 。 学 習 指 導 要 領 に お い て は 、 映 像 メ デ ィ ア を 理 解 し た り 映 像 メ デ

ィ ア で 表 現 し た り す る 学 習 活 動 は 、 「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 「 書 く

こ と 」 「 読 む こ と 」 の 三 領 域 内 で 扱 わ れ て い る 。 つ ま り 、 音 声 と 文

字 に よ る 言 語 活 動 が 基 本 的 な 学 習 活 動 と さ れ て い る 。 映 像 メ デ ィ ア

を 読 み 取 っ て 事 象 を 理 解 す る こ と や 叙 述 と 整 合 さ せ る こ と 、 あ る い

は 、 映 像 メ デ ィ ア 資 料 を 示 し な が ら 話 す こ と や 組 み 合 わ せ て つ く る

こ と な ど は 、 授 業 で は 実 施 さ れ て い る 。 し か し 、 こ れ ま で 述 べ て き

た よ う に 、 そ れ が ど の よ う な 能 力 の 育 成 に つ な が る の か に つ い て

は 、 明 確 に 提 示 さ れ た も の は ほ と ん ど 見 ら れ な い の が 現 状 で あ る 。

　 本 章 で は 、 こ れ ま で の 検 討 を ふ ま え て 、 教 科 書 を 通 常 に 使 用 す る

教 師 が 授 業 で の 実 行 可 能 な 指 導 指 標 を 生 成 す る 。 そ の た め に は 、 あ

く ま で も 学 習 指 導 要 領 に 基 づ い て つ く ら れ て い る 教 科 書 の 題 材 や 内

容 も と に 作 成 さ れ た 指 導 案 か ら 評 価 項 目 を 抽 出 ・ 検 討 し 、 整 理 し て

い く 必 要 が あ る 。

4 . 1 　 研 究 の 目 的

　 本 研 究 の 目 的 は 、 映 像 メ デ ィ ア を 理 解 ・ 表 現 す る 学 習 活 動 に つ い

て 、 小 学 校 国 語 科 の 教 育 内 容 へ の 位 置 づ け を 検 討 し 、 授 業 設 計 の た

め の 指 導 指 標 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に つ い て 、 学 習 指 導 要 領 で 示 さ れ て い

る 「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 「 書 く こ と 」 「 読 む こ と 」 の 三 領 域 に 対

応 さ せ る た め 、 理 解 と 表 現 そ れ ぞ れ の 領 域 を 「 見 る こ と 」 「 見 せ る

こ と ・ つ く る こ と 」 と よ ぶ 。 な お 、 こ れ ら は 、 従 来 の 国 語 科 に お け

る 三 領 域 と 密 接 に 関 係 し て い る た め 、 「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 「 書
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く こ と 」 「 読 む こ と 」 と 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」

が ク ロ ス す る 部 分 と し な い 部 分 の 境 界 線 を ど の よ う に 判 断 す る の か

を 慎 重 に 検 討 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 国 語 科 の 三 領 域 （ 「 話 す こ

と ・ 聞 く こ と 」 「 書 く こ と 」 「 読 む こ と 」 ） に お い て 、 学 習 指 導 要

領 で は 、 各 学 年 ブ ロ ッ ク （ 低 学 年 ： １ 年 ・ ２ 年 、 中 学 年 ： ３ 年 ・ ４

年 、 高 学 年 ： ５ 年 ・ ６ 年 ） ご と に 評 価 指 標 が 体 系 的 に 示 さ れ て い

る 。 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 に お い て も 、 授

業 設 計 の た め の 指 導 指 針 と す る た め に は 、 そ れ に 対 応 す る 形 で 各 学

年 ブ ロ ッ ク ご と に 示 す 必 要 が あ る 。 ま た 、 そ の 方 が 三 領 域 と の 関 係

性 を 検 討 し や す い と 思 わ れ る 。

4 . 2 　 研 究 の 方 法

　 本 研 究 で は 、 国 語 科 教 育 に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 の 領

域 と し て 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の 到 達 項 目 の 解

明 を 試 み る 。

　 こ れ ま で 述 べ て き た よ う に 、 本 研 究 の ア プ ロ ー チ と し て は 、 い き

な り 映 像 メ デ ィ ア を 国 語 科 教 育 の 内 容 に 内 包 さ せ る の で は な く 、 現

行 の 領 域 か ら 拡 張 さ せ る ア プ ロ ー チ を と る 。

　学 習 指 導 要 領 に 位 置 づ け ら れ た 教 科 の 領 域 に 関 し て は 、 教 科 ・ 領 域

の 主 要 目 標 を 明 確 に し 、 単 元 （ 題 材 ） の 目 標 と 構 成 を 作 成 、 指 導 案

を 形 に 具 現 化 し て 、 個 々 の 学 習 活 動 の 評 価 規 準 を 作 成 し て 授 業 実 施

と な る （ 図 4 - 1 ） 。 こ こ か ら 目 標 の 到 達 に 関 す る 評 価 や 目 標 自 体 の

再 考 に 至 る 。 本 研 究 で は 、 国 語 科 に 設 定 さ れ て い な い 領 域 の 指 導 指

標 を 生 成 す る こ と に な る の で 、 評 価 規 準 か ら 教 科 ・ 領 域 の 主 要 目 標

や 内 容 系 統 表 を 生 成 す る こ と に な る 。

　 授 業 で は 、 学 習 指 導 の ね ら い に 関 し て 児 童 の 学 習 状 況 と し て 実 現

さ れ た 状 況 が 想 定 さ れ る 必 要 が あ り 、 そ れ を 具 体 的 に 示 し て い る も 	 

の が 評 価 規 準 で あ る 。 各 教 科 に お い て 学 習 指 導 要 領 で 定 め ら れ て い

る 領 域 に 関 し て は 、 学 習 指 導 要 領 や 学 校 の 年 間 指 導 計 画 な ど を ふ ま
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図 4 - 1 　 目 標 の 体 系 的 な 分 析 と 授 業 実 践 （ 梶 田 　 1 9 8 3 , 	 p 6 6 ）

え 、 単 元 の 目 標 の 設 定 が 行 わ れ る 。 そ れ を も と に 、 さ ら に 指 導 案 に

載 る 評 価 規 準 が 設 定 さ れ る （ 国 立 政 策 研 究 所 , 2 0 1 1 ） 。

　 梶 田 （ 1 9 8 3 ） は 、 評 価 の 基 本 的 性 格 の 類 型 の １ つ に 「 目 標 到 達 性

の 把 握 」 を あ げ 、 巨 視 的 ・ 微 視 的 ２ つ の 側 面 か ら 述 べ て い る 。

　 　 巨 視 的 側 面 ： 終 的 な 目 標 到 達 点 と 目 標 志 向 的 活 動 の 開 始

　 　 　 　 　 　 　 　 点 と を 結 ぶ 順 次 的 達 成 系 列 上 に 、 そ れ ぞ れ の

　 　 　 　 　 　 　 　 学 習 者 が 示 す 教 育 成 果 を 位 置 づ け よ う と す る

　 　 　 　 　 　 　 　 も の

　 　 微 視 的 側 面 ： 設 定 さ れ た 個 々 の 教 授 ・ 学 習 目 標 を そ れ ぞ れ

　 　 　 　 　 　 　 　 の 学 習 者 が 達 成 し て い る か ど う か 、 あ る い は
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　 　 　 　 　 　 　 　 ど の 程 度 達 成 し て い る か 、 を 示 そ う と し て い

　 　 　 　 　 　 　 　 る も の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 梶 田 , 1 9 8 3 , 	 p 5 - 6 ）

　 つ ま り 、 こ の 巨 視 的 目 標 到 達 性 の 把 握 と 微 視 的 目 標 到 達 性 の 把 握

を 複 眼 的 に み る こ と で 、 教 師 は 個 々 の 児 童 の 状 況 を 把 握 し な が ら そ

れ が 終 的 な 目 標 到 達 点 を 確 認 す る こ と が で き る 。 そ こ で 本 研 究 で

は 、 各 学 習 活 動 の 評 価 規 準 を 示 し つ つ 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と 」

領 域 の 到 達 項 目 の 生 成 を 行 う 。

　 本 研 究 に お い て 、 梶 田 が 指 摘 し て い る 微 視 的 目 標 到 達 性 に 該 当 す

る 評 価 規 準 は 、 教 科 書 の 表 記 で は 抽 出 し き れ な い 。 例 え ば 、 第 ４ 学

年 の 教 科 書 の 、 あ る ペ ー ジ で は 、 パ ン フ レ ッ ト 制 作 の 内 容 に お い

て 、 取 材 方 法 と し て 「 行 っ て み た り 写 真 に 写 し た り す る 」 と だ け 書

か れ て い る （ 図 4 - 2 ） 。

図 4 - 2 　 教 科 書 の 表 記
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　 し か し こ の 表 記 だ け で は 、 児 童 は 、 ど の よ う な 写 真 を 撮 れ ば 良 い

の か 、 そ れ を パ ン フ レ ッ ト で ど の よ う に 生 か す の か が 理 解 で き な

い 。 指 導 案 に は 、 そ れ を ど の よ う な 視 点 で 写 真 を 撮 り な が ら 取 材 す

る の か 、 パ ン フ レ ッ ト の 文 章 と ど の よ う な 写 真 を 合 わ せ る の か な ど

に 関 し て 、 教 師 が 児 童 に 具 体 的 に 指 導 す る 内 容 が 評 価 規 準 と し て 明

記 さ れ る 。 そ こ で 本 研 究 で は 、 教 師 が 作 成 し た 指 導 案 の 評 価 規 準 を

採 用 す る 。

　 全 体 の 枠 組 み 作 成 に 関 し て は 、 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く

る こ と 」 領 域 の 学 習 内 容 に お け る 評 価 規 準 か ら カ テ ゴ ラ イ ズ を 行

い 、 到 達 項 目 を 生 成 す る 。 さ ら に そ こ か ら 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ

と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 全 体 像 を 検 討 す る 。

　 本 研 究 で は 、 定 性 的 デ ー タ に よ る 理 論 の 生 成 を 行 う 質 的 コ ー ド 化

の 技 法 （ C o f f e y & A t k i n s o n 　 1 9 9 6 ） を 用 い る 。 質 的 コ ー ド 化 の

技 法 は 、 「 予 め 分 析 の 枠 組 み を 準 備 す る の で は な く 、 得 ら れ た 発 話

デ ー タ そ の も の か ら カ テ ゴ リ ー を 生 成 し 分 析 を 行 う 」 （ 半 澤 ら 　

2 0 1 1 , 	 p . 1 2 6 ） も の で あ る 。

　 カ テ ゴ リ ー の 生 成 と い う 点 に お い て は 、 グ ラ ン デ ッ ド ・ セ オ リ

ー ・ ア プ ロ ー チ も 同 様 で あ る が 、 デ ー タ を 切 片 化 す る グ ラ ン デ ッ

ド ・ セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー チ に 対 し 、 質 的 コ ー ド 化 の 技 法 で は 切 片 化

せ ず に カ テ ゴ ラ イ ズ を 行 う 手 法 も 示 し て い る 。 本 研 究 で は 、 指 導 案

に お い て 指 導 案 は 切 片 化 で き な い 評 価 規 準 で 構 成 さ れ 、 そ こ か ら 指

標 の 生 成 を 行 う た め 本 ア プ ロ ー チ を 採 用 す る 。 デ ー タ （ 評 価 規 準 ）

間 の 関 係 性 に つ い て も 検 討 し カ テ ゴ リ ー 化 を 試 み る 。

4 . 2 . 1 	 指 導 案

　 各 学 年 と も 、 説 明 文 教 材 、 物 語 教 材 、 情 報 活 用 単 元 （ 言 語 活 動 ）

の 偏 り が 無 い よ う に 、 事 例 を 網 羅 す る 。 作 成 し た 指 導 案 の 単 元 一 覧

は 、 別 添 ② の 通 り で あ る 。 合 計 3 3 の 指 導 案 （ １ 年 ： ５ 本 、 ２ 年 ： ８

本 、 ３ 年 ： ５ 本 、 ４ 年 ： ４ 本 、 ５ 年 ： ４ 本 、 ６ 年 ： ７ 本 ） か ら 評 価
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規 準 を 抽 出 す る 。 指 導 案 の 本 数 に ば ら つ き が あ る が 、 こ れ は １ 本 の

指 導 案 か ら 得 ら れ た 評 価 規 準 項 目 数 に 差 が あ る か ら で あ る 。 そ の た

め 、 説 明 文 教 材 、 物 語 教 材 、 情 報 活 用 単 元 （ 言 語 活 動 ） の 事 例 を 網

羅 し た 上 で 、 各 学 年 ブ ロ ッ ク （ 第 １ 学 年 お よ び 第 ２ 学 年 、 第 ３ 学 年

お よ び 第 ４ 学 年 、 第 ５ 学 年 お よ び 第 ６ 学 年 ） の 評 価 規 準 項 目 数 が ほ

ぼ 同 じ に な る よ う に し た 。

　 ま た 、 教 科 書 に つ い て は 、 国 内 の 小 学 校 国 語 教 科 書 ５ 社 の う ち 、

採 択 数 占 有 率 ６ 割 以 上 で あ る 教 科 書 会 社 （ M 社 ） の 教 科 書 を 扱 う 。 各

学 年 で 同 一 の 教 科 書 を 扱 う 方 が 「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 「 書 く こ

と 」 「 読 む こ と 」 の 三 領 域 の 学 習 内 容 や 領 域 間 ・ 学 年 間 の 関 連 が 担

保 で き る と 考 え る 。

4 . 2 . 2 	 対 象

　 ６ 名 の 小 学 校 教 諭 の 国 語 科 の １ 年 間 の 映 像 メ デ ィ ア 活 用 が 顕 著 な

授 業 を 抽 出 す る 。 ６ 名 は 、 教 師 経 験 が 全 員 2 0 年 以 上 の ベ テ ラ ン 教 師

で 、 国 語 科 の 実 践 研 究 を 国 、 都 道 府 県 市 町 村 の 研 究 会 等 で リ ー ダ ー

的 に 行 っ て い た り 、 国 立 大 学 法 人 の 附 属 小 学 校 で 国 語 科 の 担 当 を し

た り し て い る 教 師 で あ る 。 さ ら に 、 国 語 科 の 授 業 に お け る 映 像 メ デ

ィ ア の 活 用 に 積 極 的 で あ り 、 国 語 科 と 映 像 メ デ ィ ア の 関 連 に つ い て

実 践 的 に 研 究 し て い る 。 つ ま り 、 授 業 づ く り に 精 通 し て い る ベ テ ラ

ン 教 師 で あ り 、 そ の 中 で も 国 語 科 教 育 を 実 践 研 究 し て き て い る 教 師

が 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 評 価 規 準 を 従 来

の 国 語 教 科 書 に あ る 題 材 を も と に 記 述 す る こ と に よ り 、 そ の 必 要 性

と 妥 当 性 を 担 保 す る も の で あ る 。

　 こ の ６ 名 に は 基 本 的 に は あ る 学 年 を 担 当 し て 作 成 を 依 頼 し た が 、

授 業 設 計 に 堪 能 で あ る た め 、 作 成 年 度 に 担 当 学 年 を し て い な い 他 の

学 年 の 作 成 も 行 っ て い る 。 そ こ で 、 複 数 の 教 師 が １ つ の 学 年 の 指 導

案 を 作 成 し 、 指 導 案 作 成 の 独 自 性 を で き る だ け 排 除 す る よ う に し 	 

た 。 ６ 名 の プ ロ フ ィ ー ル は 、 表 ４ − １ の 通 り で あ る 。
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表 4 − 1 　 ６ 名 の 教 師 の プ ロ フ ィ ー ル

教師 経験年数 プロフィール

A 22年 　国語科の授業において、叙述や提示資料への書き込み、挿絵や写真の利用といった視覚情報に 
よる効果をねらった実践研究を行ってきた。また、学習した内容や身につけた力を、国語科あ る
いは他教科の学習活動につなげる活用を意識した授業づくりを試みている。所属する県の教 育工
学会会員として、地域の研究会などで授業実践を公開してきた。

B 23年 　国語科教育を専門的に研究し、論理的思考力育成のための指導方法やメディア・リテラシー教
育と国語科教育との関わりに着目した実践を附属小学校等で実施、大学の研究者とともに、先行
実践として書籍や学会等において発表してきている。ICT機器やデジタル教材の教育効果について
も関心をもち、実践発表を行っている。所属する県や市の教育委員会が企画する国語力向上関係
の多数の事業にもメンバーとして参加、日々の授業に役立つプランの提案を行ってきている。

C 24年 　教育におけるメディアの可能性に着目して附属小学校等で授業の実践研究を行ってきた。現任
校では国語科の専科教師を３年間つとめて、国語科授業において映像を効果的に活用する授業を
開発し実践してきた。現在は、地元の大学の教育学部情報教育研究会副会長、情報教育研究会事
務局長を務めており、地域の教育研究のリーダー的な役割を果たしている。

D 30年 　国語科教育における映像メディアの果たす役割に着目し、数々の授業実践を行い、広く公開し
てきた。近年では、筆者と共に映像メディアの理解と表現に着目し、「見ること」「見せるこ
と・つくること」領域の学習過程を授業に取り込む実践を試みてきている。所属する政令指定都
市の主幹教諭として、あるいは市内の国語研究会のメンバーとして、校内だけでなく自治体が認
めた指導力のある教員である。

E 20年 　国語教育を専門に研究し、学習材と指導法の開発を中心に行っている。それらを勤務校の附属
小学校の公開研究会に加え、日本国語教育学会、全国国語授業研究会などで授業を通して提案し
ている。近年メディアと国語教育との関わりについて、デジタル教科書の可能性を探る実践的な
研究にも携わっている。

F 20年 　生きて働く言葉の力の育成を目指して実践研究を行っている。2005年のフィンランド及び英国
の国語力向上調査団員、文部科学省委嘱『読解力向上のための指導事例集』作成委員等を務め、
小学生の読解力育成に取り組んできた。近年は、国語科におけるメディア活用の効果について研
究し、単元開発・授業実践を進めている。

4 . 2 . 3 	 手 続 き

　 具 体 的 な 手 続 き と し て 、 以 下 の よ う な 手 順 で 行 っ た 。

（ １ ） 指 導 案 の 作 成 ・ 実 践

　 年 間 を 通 し て 教 科 書 の 題 材 を 予 定 通 り 授 業 で 扱 っ て い て 、 か つ 、

積 極 的 に 国 語 科 に 映 像 メ デ ィ ア の 活 用 を 取 り 入 れ て い る ６ 名 の 教 師

（ 教 師 A 〜 F ） に 指 導 案 の 作 成 と 授 業 の 実 施 を 依 頼 す る 。

　 実 践 協 力 者 自 身 の 行 っ た 実 践 事 例 か ら 、 指 導 書 に 掲 載 さ れ て い る

標 準 的 な 国 語 の 指 導 案 と 比 較 し て 、 「 見 る こ と 」 、 「 見 せ る こ と ・

つ く る こ と 」 領 域 に 該 当 す る と 推 測 で き る 評 価 規 準 に マ ー キ ン グ す
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る 。 指 導 案 の 表 記 に 偏 り が 出 な い よ う に 、 低 学 年 ・ 中 学 年 ・ 高 学 年

そ れ ぞ れ で 複 数 の 教 師 が 指 導 案 を 作 成 し て い る 。

（ ２ ） 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の 評 価 規 準 の デ ー

タ 番 号 の 付 与

　 各 評 価 規 準 に デ ー タ 番 号 を 付 与 す る 。 デ ー タ 番 号 は 、 順 に 「 実 践

者 コ ー ド ＋ 学 年 コ ー ド 」 ー 「 指 導 案 番 号 」 ー 「 評 価 規 準 番 号 」 と な

っ て い る 。 例 え ば 、 「 B 2 - 1 - 1 3 」 の 場 合 は 、 「 教 諭 B が 作 成 し た ２

年 生 の １ 番 の 指 導 案 の 1 3 番 目 の 評 価 規 準 」 と い う こ と で あ る 。

（ ３ ） 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の 評 価 規 準 の ラ ベ

ル 名 の 付 与

　 評 価 規 準 の 内 容 の 特 徴 に そ っ て デ ー タ を 区 分 し 、 １ つ の ラ ベ ル 名

を 付 与 す る 。 例 え ば 、 「 自 動 車 図 鑑 を つ く る と い う 目 的 を 持 っ て 図

書 資 料 を 読 み 、 作 文 す る 車 の 写 真 を 選 ぶ こ と が で き る 。 」 と い う 評

価 規 準 に は 、 「 写 真 を 選 択 す る 」 と い う ラ ベ ル 名 を 付 与 し た 。

（ ４ ） 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の 評 価 規 準 の カ テ

ゴ リ ー の 生 成

　 同 じ ラ ベ ル が 付 与 さ れ た 評 価 規 準 の デ ー タ を 相 互 に 比 較 し な が

ら 、 そ れ ら の 関 係 性 を 検 討 し 、 カ テ ゴ リ ー を 生 成 す る 。 個 々 の デ ー

タ の 類 似 性 と 差 異 か ら 、 個 々 の ラ ベ ル を 整 理 ・ 統 合 し な が ら カ テ ゴ

リ ー 化 を 進 め て い く 。

（ ５ ） 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の 到 達 項 目 の 生 成

　 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 評 価 規 準 の カ テ ゴ リ ー

の 生 成 か ら 得 ら れ た デ ー タ の マ ト リ ク ス を 作 成 す る 。 そ こ か ら カ テ

ゴ リ ー を 意 味 す る 内 容 の 学 習 目 標 （ 到 達 項 目 ） を 生 成 す る 。 そ の

際 、 同 一 カ テ ゴ リ ー 内 で 評 価 規 準 に 付 与 さ れ た ラ ベ ル の 分 類 に よ

り 、 到 達 項 目 の 下 位 項 目 （ 評 価 規 準 例 ） を 生 成 す る 。 　

　 S t r a u s s （ 1 9 8 7 ） が 指 摘 し て い る よ う に 、 カ テ ゴ ラ イ ズ に よ っ

て 、 た だ 単 に デ ー タ を 減 ら す こ と よ り も 、 む し ろ 拡 大 す る こ と の 方

が コ ー ド 化 を 経 て 解 釈 す る 上 で は 重 要 で あ る と 考 え る 。 こ れ ら を 生
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成 す る こ と に よ り 、 教 師 に と っ て は 、 学 習 指 導 要 領 の 「 内 容 」 の

「 指 導 事 項 」 と 対 応 さ せ て 活 用 す る こ と が で き る と 考 え る 。

（ ６ ） カ テ ゴ リ ー 間 の 到 達 項 目 間 の 検 討 ・ 調 整

　 カ テ ゴ リ ー 間 の 比 較 検 討 を 行 う 。 そ の 場 合 、 低 学 年 ・ 中 学 年 ・ 高

学 年 ご と に そ の ブ ロ ッ ク 内 の カ テ ゴ リ ー の 比 較 検 討 を 行 う と と も

に 、 低 学 年 ー 中 学 年 ー 高 学 年 間 の 到 達 項 目 の 関 係 を 検 討 ・ 調 整 を 行

う 。

（ ７ ） カ テ ゴ リ ー お よ び 到 達 項 目 の 検 証

　 生 成 さ れ た カ テ ゴ リ ー ・ 到 達 項 目 が 妥 当 で あ る か ど う か 、 ２ つ の

方 法 で 検 証 す る 。 １ つ 目 は 、 教 師 経 験 年 数 や 専 門 教 科 、 採 用 さ れ て

い る 教 科 書 会 社 が さ ま ざ ま で あ る 1 1 名 の 教 師 に よ り 、 2 1 の 指 導 案 で

検 証 す る 。 ２ つ 目 は 、 同 一 単 元 に よ る ち が う 教 師 が 指 導 案 を 作 成 し

た 場 合 に 、 生 成 さ れ た カ テ ゴ リ ー ・ 到 達 項 目 の 範 疇 に お さ ま る か 検

証 す る 。

4 . 3 　 結 果 〜 カ テ ゴ リ ー と 到 達 項 目 の 生 成 〜

4 . 3 . 1 	 　 低 学 年 に お け る カ テ ゴ リ ー の 生 成

○ 評 価 規 準 の 作 成

　 実 践 協 力 者 が 指 導 案 を 作 成 す る 。 単 元 全 体 の 指 導 計 画 を 立 て 、 学

習 内 容 に 連 動 さ せ て 評 価 規 準 を 記 入 す る 。 「 見 る こ と 」 、 「 見 せ る

こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 に 該 当 す る 評 価 規 準 を 抜 き 出 し た 指 導 案 の

指 導 計 画 は 、 表 ４ − ２ の 通 り で あ る 。

○ ラ ベ ル 名 の 付 与

　 こ の 評 価 規 準 に 「 実 践 者 コ ー ド ＋ 学 年 コ ー ド 」 ー 「 指 導 案 番 号 」

ー 「 評 価 規 準 番 号 」 で 構 成 さ れ る デ ー タ 番 号 （ 例 ： B 2 - 1 - 1 3 ） を つ

け た 上 で 、 抽 出 さ れ た 評 価 規 準 に 対 し て 、 ラ ベ ル 名 を 付 与 し た 。　 　

　 例 え ば 「 文 章 が 合 っ て い る 写 真 を 選 び 、 そ の 理 由 を 明 ら か に す る

こ と が で き る 」 ( デ ー タ 番 号 : N i 2 - 1 2 - 3 ） で は 、 表 ４ − ３ の よ う
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表 ４ − 3 　 １ 年 ・ 説 明 文 教 材 指 導 案 の 指 導 計 画

（ ※ デ ー タ 番 号 1 - 1 の 指 導 案 ）

　　　　　　　　　　　　　	 学　習　内　容　　　　　　　　　　　「見る」「見せる，つくる」の具体の評価規準

見る　

見通しを
持つ
（１Ｈ）

1， 課題をつかむ
・題名から課題意識を持つ
　	 くちばし＝鳥がもつもの　	 いろいろな鳥がい
る
・知っている鳥について話をする
　 　写真を指し示しながら「これは、～です。」
という言い方で発言する

・どんなくちばしなのか、写真を観察して話す
　	 色・形・大きさ・長さ・太さ・例え　など
・全文音読
　 どんなくちばしについて書かれているか、これ
か

※数字はデータ番号

1-1-1	 写真を指し示しながら、その鳥につ
いて知っていること、見て分かることを
話すことができる。

1-1-2	 友達の話すくちばしの形態につい
て、写真の内容と一致しているかという
意識を持って、発言を聞いている。

　ら読んでいこう

・学習のゴールを知る
　読んだことを「ひみつＢＯＯＫ」にまとめよう

見る

教材文を
読む
（５Ｈ）

１，問いと答えからなる文章の構成をつかむ
・説明文という用語と文章の特徴を知る
　　問いに対する答えや説明がある
　 　新しいことを知ったり、謎を解いたりする文
章
　　作者が調べたり考えたりした本当の話
・いくつの「くちばし」が出てきたか
・問いと答えの文を見つける
　　これは、なんのくちばしでしょう。　
　　これは、○○のくちばしです。

1， ３，「きつつきのくちばし」をくわしく読む
・２文目３文目の問いと答えの文を確かめる
・穴あきワークシートに、本文を視写する
・他の１，４，５文目に書かれている内容を読む
　　どんなくちばしか
　　くちばしの使い方
　　なんのために使うのか
・分かったことや思ったことを「きつつきさんへ
の手紙」にして書き表す
・手紙に書いたことを交流する

４，「おうむのくちばし」をくわしく読む
５，「はちどりのくちばし」をくわしく読む
　　（※４時５時は、前時と同様の学習内容）

1-1-3	 ３つのくちばしの説明に対応して、
２つずつの挿絵と写真が掲載されている
ことに気づいている

1-1-4	 どんなくちばしかを読む際に、６枚
の写真のうち、どの写真で確かめれば良い
か、選ぶことができる

1-1-5	 新しく知ることや難易語を、挿絵や
写真を手がかりにして、具体的にイメージ
している

1-1-6	 挿絵や写真と叙述をつなぎながら、
くちばしの様子や役割を、正しく読んで
いる

1-1-7	 読みとったことについて、挿絵や写
真の一部を指し示しながら、自分なりの
言葉を付け加えて説明することができる

1-1-8	 アップとルーズの映像から分かるこ
とを意識し、その良さに気づいている

見る
見せる

クイズを
作り、出
題する
（２Ｈ）
＋課外

１,	 お家の人に出題する問題を作る
・５種類の中から、問題を作るくちばしを選ぶ
・Ｐ４４のくちばしの写真から、どんなくちばし
か考え、説明するメモを作る
・そのくちばしを持つＰ５１の鳥の写真と図鑑を
使い、問いに対する答えのメモを作る

２，クイズを出す練習をする
・グループごとに読み合い、誤字脱字がないか確
かめる
・問題の出し方、答えの説明の仕方を練習する
・今までの読みとりワークシートとクイズ用ワー
クシートを綴じ、表紙をつけて製本する。

【課外】家の人にクイズを出し、評価をもらう
出題してみての感想を交流する

1-1-9	 くちばしの写真から、どんなくちば
しか構成要素の視点を持って観察し、分
かったことを言語化することができる

1-1-10	 写真を提示しながら、相手にどん
なくちばしかを説明し、「何のくちばしで
しょう」と尋ねたり、「これは、○○のく
ちばしです」と答えたり、その使い方につ
いて説明を加えたりしている。
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表 4 − 3 　 ラ ベ ル 名 の 付 与

に 「 写 真 の 選 択 」 と い う ラ ベ ル を ふ っ て い く と い う 作 業 を 順 次 行 っ

た 。

　 そ の 結 果 、 1 3 の 指 導 案 か ら 、 評 価 規 準 項 目 と し て 、 1 0 1 項 目 を 抽

出 し た 。 「 見 る こ と 」 領 域 に お い て は 、 2 8 種 類 （ 評 価 規 準 数 ：

5 8 ） 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 に お い て は 、 2 7 種 類 （ 評 価

規 準 数 ： 4 3 ） の ラ ベ ル 名 が 付 与 さ れ た 。

　 低 学 年 の ラ ベ ル 名 に 関 し て は 、 別 添 ③ の 通 り で あ る 。

○ カ テ ゴ リ ー の 生 成

　 同 じ ラ ベ ル が 付 与 さ れ た 評 価 規 準 の 学 習 場 面 の デ ー タ を 相 互 に 比

較 し な が ら 関 係 性 を 検 討 し た 。

　 低 学 年 「 見 る こ と 」 領 域 に 関 し て は 、 絵 や 写 真 を 読 み 取 る こ と 自

体 を 目 的 に し た 評 価 規 準 と 言 葉 や 文 章 と の 関 連 を 目 的 に し た 評 価 規

準 が 見 ら れ た 。 例 え ば 、 「 『 は じ め 』 と 『 お わ り 』 の ２ 枚 の 絵 の 違

い を 見 つ け る こ と が で き る 。 」 （ デ ー タ 番 号 ： S a 2 - 1 3 - 1 ） で は 、

ラ ベ ル 名 は 「 挿 絵 の 内 容 の 比 較 」 と 付 与 し た 。 こ れ は 挿 絵 自 体 の 読

み 取 り の 比 較 が 目 的 で あ る 。 一 方 、 「 叙 述 に 書 か れ て い る 自 動 車 の

つ く り を 表 す 言 葉 が , 挿 絵 で は ど こ に あ た る の か , 挿 絵 の 一 部 分 を 指

し 示 し て 答 え る こ と が で き る 。 」 （ デ ー タ 便 号 ： N i 1 - 2 - 3 ） で は 、
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ラ ベ ル 名 を 「 言 葉 と 関 連 づ け て の 理 解 」 と 付 与 し 、 叙 述 と 挿 絵 を 対

応 さ せ な が ら 本 文 の 読 み を 深 め る こ と を 目 的 に し て い る こ と を 確 認

し た 。 そ こ で 、 同 じ 「 見 る こ と 」 領 域 で あ っ て も 、 映 像 の 読 み 取 り

を 目 的 に す る も の と 、 言 葉 や 文 章 と の 関 連 を 検 討 さ せ る こ と を 目 的

に す る も の に 分 類 し た 。

　 カ テ ゴ リ ー 名 と し て 、 前 者 は 「 読 み 取 り 」 、 後 者 は 「 言 葉 や 文 章

と の 関 連 の 検 討 」 と し た 。 「 読 み 取 り 」 で は 、 「 挿 絵 の 内 容 の 比

較 」 「 共 通 点 ・ 相 違 点 の 発 見 」 「 映 像 情 報 と 既 有 知 識 の 比 較 」 「 映

像 か ら 創 出 さ れ る イ メ ー ジ の 比 較 」 「 挿 絵 の 比 較 」 「 ア ッ プ と ル ー

ズ の 比 較 」 「 全 体 と 部 分 の 照 応 」 「 相 違 点 の 比 較 」 「 共 通 点 の 比

較 」 「 共 通 点 ・ 相 違 点 の 比 較 」 「 同 一 の 絵 か ら 作 ら れ る 物 語 の 比

較 」 「 構 成 要 素 の 比 較 」 「 構 成 要 素 を 認 識 し て の 伝 え 合 い 」 「 意 味

を 理 解 し て の 伝 え 合 い 」 「 構 成 要 素 の 識 別 」 「 構 成 要 素 の 意 味 の 理

解 」 と い う ラ ベ ル が 分 類 で き た 。

　 以 上 の よ う な 作 業 を 通 し て 、 低 学 年 で は ７ つ の カ テ ゴ リ ー （ 「 見

る こ と 」 領 域 ： ２ 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 ： ５ ） を 生 成

し た 。

○ 到 達 項 目 の 生 成

　 評 価 規 準 と ラ ベ ル 名 か ら カ テ ゴ リ ー を 生 成 し た 。 し か し 、 教 師 が

授 業 を 行 う 上 で の 指 針 と す る た め に は 、 さ ら に 学 習 内 容 が 想 定 で き

る 内 容 ・ 項 目 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。 そ こ で 、 評 価 規 準 や ラ ベ

ル 名 を 見 直 し な が ら 、 到 達 項 目 を 検 討 し た 。

　 例 え ば 、 見 る こ と 領 域 の 「 読 み 取 り 」 で は 、 「 挿 絵 を 見 比 べ て , そ

れ ぞ れ が 前 の 生 長 段 階 と ど の よ う に 変 わ っ て き て い る の か と い う こ

と を 指 摘 す る こ と が で き て い る 。 」 （ デ ー タ 番 号 ： I s 2 - 5 - 1 、 ラ ベ

ル 名 ： 挿 絵 の 内 容 の 比 較 ） や 「 『 は じ め 』 と 『 お わ り 』 の ２ 枚 の 絵

の 違 い を 見 つ け る こ と が で き る 。 」 （ デ ー タ 番 号 ： S a 2 - 1 3 - 1 、 ラ

ベ ル 名 ： 挿 絵 の 内 容 の 比 較 ） の よ う に 、 「 時 系 列 に よ る 順 番 と い う
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視 点 で 映 像 を 比 較 し 、 そ の 変 化 を 理 解 す る こ と を 目 的 に し た 内 容 」

が あ る 。 同 様 に 、 以 下 の よ う に 分 類 し た 。

・ 「 提 示 さ れ た 映 像 を , 自 分 の 知 っ て い る も の の 中 で 何 に 似 て い る か　

　 考 え な が ら 見 る 。 」 （ デ ー タ 番 号 ： I s 2 - 2 - 1 、 ラ ベ ル 名 ： 映 像 情

　 報 と 既 有 知 識 の 比 較 ） の よ う に 、 自 分 の 知 識 や イ メ ー ジ と 映 像 を

　 比 較 し 、 自 分 な り の 考 え を 持 つ こ と が で き る こ と を 目 的 に し た 内

　 容

・ 「 自 分 の 描 い た 絵 を 一 覧 し , 全 体 に つ い て と ら え た 部 分 と 細 か な 部

　 分 が ど こ か , 考 え て い る 。 」 （ デ ー タ 番 号 ： N i 1 - 5 - 6 、 ラ ベ ル

　 名 ： ア ッ プ と ル ー ズ の 比 較 ） の よ う に 、 全 体 と 部 分 と い う 視 点 で

　 映 像 を 比 較 し 、 用 途 に よ っ て 使 い 分 け て 見 る こ と が で き る こ と を

　 目 的 に し た 内 容

・ 「 場 面 が 進 む に つ れ て 変 化 す る 登 場 人 物 の 数 や 様 子 に 着 目 し て , そ

　 の 共 通 点 や 相 違 点 を 見 つ け て い る 。 」 （ デ ー タ 番 号 ： N i 1 - ４ - 3 、

　 ラ ベ ル 名 ： 共 通 点 ・ 相 違 点 の 比 較 ） の よ う に 、 映 像 の 共 通 点 や 相　

　 違 点 が 、 状 況 や 展 開 に 関 連 し て い る こ と を 推 測 す る こ と が で き る

　 こ と を 目 的 に し た 内 容

・ 「 く ち ば し の 写 真 か ら , ど ん な く ち ば し か 構 成 要 素 の 視 点 を 持 っ て

　 観 察 し , 分 か っ た こ と を 言 語 化 す る こ と が で き る 。 」 （ デ ー タ 番

　 号 ： N i 1 - 1 - 9 、 ラ ベ ル 名 ： 構 成 要 素 を 認 識 し て の 伝 え 合 い ） 	 の

　 よ う に 、 何 ら か の 視 点 を 持 っ て 写 真 を 観 察 し 、 分 か る こ と や 考 え

　 た こ と を 伝 え 合 う こ と が で き る こ と が 目 的 の 内 容

　 こ の 作 業 も 、 筆 者 が 分 類 ・ 整 理 を 行 い 、 担 当 の 実 践 者 に 評 価 規 準

の 意 図 や 到 達 項 目 と の 関 係 性 に つ い て 確 認 し 、 さ ら に 外 部 ２ 名 の 研

究 者 に よ っ て 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 す る 段 階 性 や 国 語 科 教

育 の 評 価 規 準 の 関 連 性 な ど に つ い て 、 そ れ ぞ れ の 立 場 か ら 齟 齬 が な

い か 確 認 を 行 っ た 。 ２ 名 は そ れ ぞ れ メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー と 国 語 科

教 育 を 専 門 に し て い る 研 究 者 で あ る 。

　 低 学 年 の 到 達 項 目 と 下 位 項 目 は 、 表 4 − 4 の よ う に な っ た 。
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表 4 - 4 　 低 学 年 の 到 達 項 目 と 下 位 項 目
【 見 る こ と 】

A　

読

み

と

り

（ 到 達 項 目 ） 絵 や 写 真 を 読 み と る こ と（ 到 達 項 目 ） 絵 や 写 真 を 読 み と る こ とA　

読

み

と

り

A-1 時系列による順番という視点で映像を比較し、その変化を理解する。

A　

読

み

と

り

A-2 自分の知識やイメージと映像を比較し、自分なりの考えを持つことができる。

A　

読

み

と

り

A-3 全体と部分という視点で映像を比較し、用途によって使い分けて見ることができる。

A　

読

み

と

り A-4 映像の共通点や相違点が、状況や展開に関連していることを推測することができる。

A　

読

み

と

り
A-5 何らかの視点を持って写真を観察し、分かることや考えたことを伝え合うことができる。

B　
言
葉
や
文
章
と
の
関
連
の
検
討

（ 到 達 項 目 ） 絵 や 写 真 と 言 葉 や 文 章 を 関 連 さ せ て 内 容 を 理 解 す る こ と（ 到 達 項 目 ） 絵 や 写 真 と 言 葉 や 文 章 を 関 連 さ せ て 内 容 を 理 解 す る こ とB　
言
葉
や
文
章
と
の
関
連
の
検
討

B-1 読解するために、適した絵や写真を選ぶ。

B　
言
葉
や
文
章
と
の
関
連
の
検
討

B-2 文中の言葉と映像をつなげて、文章を正しく読むことができる。

B　
言
葉
や
文
章
と
の
関
連
の
検
討

B-3 文章から読みとったことについて、映像を利用しながら言葉で表現することができる。

B　
言
葉
や
文
章
と
の
関
連
の
検
討

B-4 叙述に書かれている言葉を理解するために挿絵や写真を見ることができる。

B　
言
葉
や
文
章
と
の
関
連
の
検
討 B-5 写真に掲載されているものが何かをつかみ、叙述のどの部分を補足する役割を果たしているかを理解している。

B　
言
葉
や
文
章
と
の
関
連
の
検
討

B-6 文章と映像の関連について考え、評価する。
※ 低 学 年 は 、 カ テ ゴ リ ー C 及 び D は 該 当 な し 。

【 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 】

A　

収
集

（ 到 達 項 目 ） 伝 え た い 内 容 に 必 要 な 絵 や 写 真 を 収 集 す る こ と（ 到 達 項 目 ） 伝 え た い 内 容 に 必 要 な 絵 や 写 真 を 収 集 す る こ とA　

収
集

A-1 撮影意図に沿った被写体を選んで写真に撮ることができる。

A　

収
集 A-2 複数の写真を組み合わせると、撮影者の意図を反映させやすいことを理解して写真を撮ることができる。

B　
選
択

（ 到 達 項 目 ） 他 者 に 知 ら せ る こ と を 意 識 し な が ら 絵 や 写 真 を 選 ぶ こ と（ 到 達 項 目 ） 他 者 に 知 ら せ る こ と を 意 識 し な が ら 絵 や 写 真 を 選 ぶ こ とB　
選
択

B-1 ある意図をもとに、複数の絵や写真から必要なものを選び出すことができる。

B　
選
択

B-2 獲得した情報を補完するために必要な写真や絵、図などを選び出すことができる。

C　

配

列

（ 到 達 項 目 ） 絵 や 写 真 か ら 得 た 情 報 を 生 か して 簡 単 な 絵 や 文 章 に ま と め る こ と（ 到 達 項 目 ） 絵 や 写 真 か ら 得 た 情 報 を 生 か して 簡 単 な 絵 や 文 章 に ま と め る こ とC　

配

列

C-1 絵や写真から得た情報について考えたことを話すことができる。

C　

配

列
C-2 絵や写真から得た情報について考えたことを、ジェスチャーや絵などの方法を用いて伝えることができる。

C　

配

列
C-3 絵や写真から得た情報をまとめた資料をもとに、説明ができる。

C　

配

列

C-4 絵や写真から得た情報を資料にまとめ直すことができる。

D　
評
価

（ 到 達 項 目 ） 他 者 の 発 表 し た 内 容 に 対 し て 考 え を も つ こ と（ 到 達 項 目 ） 他 者 の 発 表 し た 内 容 に 対 し て 考 え を も つ こ とD　
評
価 D-1 絵や写真から得た情報について他者のもった考えについて、意見をもつことができる。

E　言葉との関連の検討

（ 到 達 項 目 ） ひ と ま と ま り の 絵 や 写 真 を 関 連 付 け る 文 脈 に つ い て 検 討 す る こ と（ 到 達 項 目 ） ひ と ま と ま り の 絵 や 写 真 を 関 連 付 け る 文 脈 に つ い て 検 討 す る こ とE　言葉との関連の検討

E-1 絵をもとに作られた話は、絵の並び順とどう関わっているか検討することができる。

E　言葉との関連の検討

E-2 文章と絵のそれぞれが表す情報が補完しあっていることについて検討することができる。

E　言葉との関連の検討 E-3 文章と同様に絵や写真も組み合わせることにより、ストーリーの作成が可能になるのかどうか検討することができる。
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4 . 3 . 2 　 中 学 年 に お け る カ テ ゴ リ ー の 生 成

　 ９ の 指 導 案 か ら 、 評 価 規 準 項 目 と し て 1 0 0 を 抽 出 し た 。 「 見 る こ

と 」 領 域 に お い て は 、 1 8 種 類 （ 評 価 規 準 数 ： 5 0 ） 、 「 見 せ る こ と ・

つ く る こ と 」 領 域 に お い て は 、 1 9 種 類 （ 評 価 規 準 数 ： 5 0 ） の ラ ベ ル

名 を 付 与 し た 。 次 に 、 同 じ ラ ベ ル が 付 与 さ れ た 評 価 規 準 の 学 習 場 面

の デ ー タ を 相 互 に 比 較 し な が ら 関 係 性 を 検 討 し 、 低 学 年 と 同 じ 手 順

で ９ の カ テ ゴ リ ー （ 「 見 る こ と 」 領 域 ： ４ 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る

こ と 」 領 域 ： ５ ） を 生 成 し た 。 ラ ベ ル 名 や カ テ ゴ リ ー 、 到 達 項 目 、

下 位 項 目 の 生 成 に つ い て の 手 順 は 、 低 学 年 と 同 様 に 進 め た 。 （ 別 添

④ ）

4 . 3 . 3 　 高 学 年 に お け る カ テ ゴ リ ー の 生 成

　 1 1 の 指 導 案 か ら 、 評 価 規 準 項 目 と し て 1 0 1 を 抽 出 し た 。 「 見 る こ

と 」 領 域 に お い て は 、 1 9 種 類 （ 評 価 規 準 数 ： 5 5 ） 、 「 見 せ る こ と ・

つ く る こ と 」 領 域 に お い て は 、 1 8 種 類 （ 評 価 規 準 数 ： 4 6 ） の ラ ベ ル

名 を 付 与 し た 。 次 に 、 同 じ ラ ベ ル が 付 与 さ れ た 評 価 規 準 の 学 習 場 面

の デ ー タ を 相 互 に 比 較 し な が ら 関 係 性 を 検 討 し 、 低 学 年 と 同 じ 手 順

で ９ の カ テ ゴ リ ー （ 「 見 る こ と 」 領 域 ： ４ 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る

こ と 」 領 域 ： ５ ） を 生 成 し た 。 	 ラ ベ ル 名 や カ テ ゴ リ ー 、 到 達 項 目 、

下 位 項 目 の 生 成 に つ い て の 手 順 は 、 低 学 年 と 同 様 に 進 め た 。 （ 別 添

⑤ ）
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4 . 3 . 4 　 カ テ ゴ リ ー と 到 達 項 目 の 整 理

　 低 学 年 、 中 学 年 、 高 学 年 の カ テ ゴ リ ー と 到 達 目 標 は 、 表 4 - 5 と 4 - 6

の よ う に な っ た 。

表 4 - 5 　 「 見 る こ と 」 領 域 の 全 学 年 の カ テ ゴ リ ー と 到 達 項 目 一 覧

カテゴリー 第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

読みとり 絵や写真の内容をよみとること絵や写真・動画の内容に意
味・価値があることを理解す
ること

絵や写真・動画の内容の価値
を理解し、それらが用いられ
ている意図を吟味すること

言葉や文章と
の関連の検討

絵や写真と言葉や文章を関連さ
せて内容を理解すること

絵や写真・動画と言葉や文章
との関連を検討することで，
相互の関係性を理解すること

絵や写真・動画と言葉や文章
それぞれの表す意味，補完性
や関連について検討しながら
文章理解したり,絵や写真・動
画と言葉や文章が補完しあう
場合の効果について理解した
りすること

表現の効果の
分析

絵や写真・動画を比較して、
表現の効果による伝わり方の
違いについて理解すること

絵や写真・動画と言葉や文章
のそれぞれのよさを認識し，
それらを効果的に用いている
送り手の意図について吟味す
ること

メディアの特性
の理解

日常生活に見られる様々なメ
ディアの特性と役割を理解す
ること

日常生活に見られる様々なメ
ディアの特性と役割を理解
し、それを使用する送り手の
意図について吟味すること

表 4 - 6 　 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 全 学 年 の カ テ ゴ リ ー と

　 　 　 　 到 達 項 目 一 覧

カテゴリー 第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

収集 伝えたい内容に必要な絵や写真
を収集すること

相手や目的に応じて必要な絵
や写真・動画を収集すること

相手や目的，資料の選択の
可能性などを考慮しながら
必要な絵や写真・動画を収
集すること

選択 他者に伝えることを意識しなが
ら絵や写真を選択すること

伝えたい内容の中心を明確に
し、絵や写真・動画を選択す
ること

全体を見通し、表現の効果
を考えて絵や写真・動画を
選択すること

配列 絵や写真から得た情報を生かし
て，簡単な絵や文章にまとめる
こと

伝えたい内容の全体と部分の
関係や伝える相手を考えて構
成すること

伝えたい内容の全体と部分
の関係や効果的な伝え方、
使用する素材・資料を考慮
しながら，構成すること

評価 他者の発表した内容に対して考
えをもつこと

他者の発表や制作されたもの
を見て、その内容や表現方法
を評価すること

様々な情報を発表内容や効
果的な伝え方などの観点か
ら評価した上で，よりよい
発表について提案すること

言葉や文章との
関連の検討

ひとまとまりの絵や写真を関連
付ける文脈について検討するこ
と

絵や写真・動画と言葉や文章
との関連による効果について
検討すること

絵や写真・動画の効果につ
いて検討したり，言葉や文
章に適した絵や写真・動画
を付加したりすること
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4 . 4 　 カ テ ゴ リ ー お よ び 到 達 項 目 の 検 証

　 以 上 の よ う に 、 到 達 項 目 お よ び 下 位 項 目 を 生 成 し て き た が 、 妥 当

性 の 検 証 が 必 要 で あ る 。 本 節 で は 、 す べ て の 現 象 に 説 明 が つ く よ う

に な っ た 状 態 に 至 っ て い る か ど う か 、 検 証 す る 。 ま ず 、 教 師 経 験 や 	 

専 門 教 科 、 採 用 さ れ て い る 教 科 書 会 社 が さ ま ざ ま で あ る 1 1 名 の 教 師

に 指 導 案 を 作 成 し て も ら い 、 ど の よ う な カ テ ゴ リ ー が 生 成 さ れ 、 そ

れ が こ れ ま で 生 成 さ れ た も の と 相 違 が 見 ら れ る の か 、 検 証 す る 。 次

に 、 同 一 単 元 に よ る 複 数 教 師 が 作 成 し た 指 導 案 の 評 価 規 準 の 比 較 を

行 い 、 先 に カ テ ゴ リ ー 化 し た 到 達 項 目 、 下 位 項 目 に 該 当 す る か ど う

か 検 証 す る 。

4 . 4 . 1 　 経 験 年 数 の ち が う 教 師 に よ る 指 導 案 の 作 成 と 評 価 項 目 の 検

証

　 到 達 項 目 の 生 成 で は 、 積 極 的 に 国 語 科 に 映 像 メ デ ィ ア の 活 用 を 取

り 入 れ て い る ６ 名 の 教 師 に よ り 指 導 案 、 評 価 規 準 の 作 成 を 行 っ て き

た 。 本 節 で は 、 教 師 経 験 年 数 や 専 門 実 践 研 究 教 科 、 採 用 さ れ て い る

教 科 書 会 社 も さ ま ざ ま な 1 1 名 の 教 師 に 指 導 案 を 作 成 し て も ら い 、 こ

れ ま で に カ テ ゴ リ ー 化 し た 範 疇 に お さ ま る か ど う か の 検 討 を 試 み

る 。

　 2 1 の 指 導 案 （ 別 添 ⑥ 参 照 ） に よ り 、 前 節 と 同 様 の 方 法 で 「 見 る こ

と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の カ テ ゴ リ ー 、 到 達 項 目 、 お

よ び 下 位 項 目 を 抽 出 す る 。 こ れ ら は 、 低 学 年 、 中 学 年 、 高 学 年 の す

べ て か ら 、 物 語 文 教 材 、 説 明 文 教 材 、 情 報 活 用 単 元 （ 言 語 活 動 ） を

網 羅 す る よ う に 選 択 し た 。

○ 教 師 プ ロ フ ィ ー ル と 単 元 対 象

　 1 1 名 の プ ロ フ ィ ー ル は 以 下 の 通 り で あ る 。 教 職 経 験 も 実 践 研 究 を

し て い る 専 門 教 科 等 も さ ま ざ ま で あ る 教 師 に 依 頼 し た 。 1 1 名 の 教 師

の プ ロ フ ィ ー ル は 、 表 4 − 7 の 通 り で あ る 。
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表 4 − 7 　 1 1 名 の 教 師 の プ ロ フ ィ ー ル

G 19年 　教育におけるメディアの活用を研究し、教材の開発や実践を行っている。現在は国語科を中心
に、言語活動と活用型学習をつなぐ学習活動にメディアを取り入れた実践を行っている。S市教育
研究推進協議会国語部会推進委員、S市情報教育連絡協議会事務局員など、多方面でICTやメディ
アの活用実践を発表している。

H 2年 　教師経験２年。教科を問わず、デジタル機器やデジタル教材の教育効果について関心をもち実
践発表を行っている。また、大学の研究者とともに先行実践として書籍執筆や学会等において発
表してきた。最近では、学習した内容や身につけた力を国語科あるいは他教科の学習活動につな
げる「活用」を意識した授業づくりを試みている。

I 10年 　授業において、電子黒板や実物投影機などの利用といった視覚情報による効果をねらった実践
研究を行ってきた。特に、活用型の学習の実践に力を入れて取り組んできている。

 J 11年 　社会科などを中心に各教科においてタブレットPCを用いたデジタルノートと電子黒板が、いか
に学力向上に効果があるか実践研究を通し可能性を探っている。Y市の教育委員会主催の研修で
は、主に電子黒板やデジタルノートなどICT活用に関連した内容の講師を努めている。

K 20年 　話し合いによる深め合いをテーマに授業を行っている。地元の実践研究員としては体育などを
中心に教科の中でのICTの活用の年間のカリキュラムを作成・提案した。日々の授業の中でICT機
器の効果的な活用方法について実践研究をしている。

 L 20年 　一人一人が考えや思いを語り、対話しながら成長し合える授業を大切にしている。また「言葉
の力を育む」重要性を感じ、国語科では豊かな言語感覚づくりとともに、基礎基本の習得とその
活用を意図した授業設計を行っている。その中で子どもを取り巻くメディアを取り上げたり、情
報モラルを扱った授業実践を地域の研究会などで公開してきた。

M 27年 前任校在職中には、県の情報放送視聴覚研究会の事務局長として、児童の学力向上のためのICT
活用の普及のための研修会などを計画運営してきた。現任校では、児童の伝え合う力を育成する
ために、国語科での実践を行っている。しかし、ICT活用等が特に得意なわけではない。

N 7年 国語科の指導方法を中心に研究を進めてきた。学会での授業公開をきっかけに、国語デジタル教
科書を活用した実践を行ってきた。連続型テキストと非連続型テキストとの両面から文章読解が
できるような手立てとして、特にデジタル教科書の活用に力を入れて実践している。

O 13年 教師経験13年。学習した内容や身につけた力を使ってニュース番組を制作するなど、PISA型の読
解力を意識した授業作りに取り組んでいる。また様々な教科の授業において、プロジェクターに
よる教材の拡大提示を活用した授業を行う実践研究を行ってきた。昨年度、プロジェクター等を
活用した社会科の授業実践を公開した。

P 2年 ICT活用に関しても、授業力向上のために、さまざまな研究会に積極的に参加している。

Q 29年 授業における映像の効果的な活用をテーマに授業を行っている。地元の情報教育研究会では、教
師のスキルアップ講座を運営したり、国語科などを中心に教科の中での映像の効果的な活用につ
いて実践報告をしたりしている。日々の授業の中でICT機器を使い、映像の効果的な活用方法に
ついて実践研究をしている。

○ ラ ベ ル 名 の 付 与

　 2 1 の 指 導 案 か ら 、 評 価 規 準 項 目 と し て 2 5 6 を 抽 出 し た 。 こ の 評 価

規 準 に 「 実 践 者 コ ー ド ＋ 学 年 コ ー ド 」 ー 「 指 導 案 番 号 」 ー 「 評 価 規
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準 番 号 」 で 構 成 さ れ る デ ー タ 番 号 を つ け た 上 で 、 2 5 6 の 評 価 規 準 に

対 し て 、 ラ ベ ル 名 を 付 与 し た 。

　 そ の 結 果 、 「 見 る こ と 」 領 域 に お い て は 、 3 9 種 類 （ 評 価 規 準 数 ：

1 2 4 ） 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 に お い て は 、 2 9 種 類 （ 評

価 規 準 数 ： 1 3 2 ） の ラ ベ ル 名 が 付 与 さ れ た 。 こ の ラ ベ ル 名 の 付 与 に

つ い て は 、 筆 者 が 行 っ た 上 で 、 実 践 者 に 確 認 し た 。 そ の 上 で 、 同 様

の ラ ベ ル 名 が つ い て い る 到 達 項 目 に 分 類 し 、 こ の 作 業 に つ い て も 実

践 者 に 確 認 た 。

　 低 学 年 で は 、 ５ つ の 指 導 案 （ 物 語 文 教 材 ３ 、 説 明 文 教 材 ２ ） か

ら 、 評 価 規 準 項 目 と し て 、 4 3 を 抽 出 し た 。 「 見 る こ と 」 領 域 に お い

て は 、 1 7 種 類 （ 評 価 規 準 数 ： 3 3 ） 、 「 見 せ る ・ つ く る 」 領 域 に お い

て は 、 ６ 種 類 （ 評 価 規 準 数 ： 1 0 ） の ラ ベ ル 名 を 付 与 し た 。 新 し い ラ	 

ベ ル 名 は 生 成 さ れ ず 、 現 行 の ラ ベ ル 名 が 付 与 さ れ た 。

　 中 学 年 で は 、 ６ つ の 指 導 案 （ 物 語 文 教 材 ２ , 説 明 文 教 材 ４ ） か ら 、

評 価 規 準 項 目 と し て 、 7 7 を 抽 出 し た 。 「 見 る 」 領 域 に お い て は 、 ７

種 類 （ 評 価 規 準 数 ： 3 0 ） 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 に お い

て は 、 1 2 種 類 （ 評 価 規 準 数 ： 4 7 ） の ラ ベ ル 名 を 付 与 し た 。 新 し い ラ

ベ ル 名 は 生 成 さ れ ず 、 現 行 の ラ ベ ル 名 が 付 与 さ れ た 。

　 高 学 年 で は 、 1 0 の 指 導 案 （ 物 語 文 教 材 ２ 、 説 明 文 教 材 ４ 、 情 報 活

用 単 元 ４ ） か ら 、 評 価 規 準 項 目 と し て 1 3 6 を 抽 出 し た 。 「 見 る こ

と 」 領 域 に お い て は 、 1 5 種 類 （ 評 価 規 準 数 ： 6 1 ） 、 「 見 せ る こ と ・

つ く る こ と 」 領 域 に お い て は 、 1 1 種 類 （ 評 価 規 準 数 ： 7 5 ） の ラ ベ ル

名 を 付 与 し た 。 ラ ベ ル 名 と し て 、 「 見 る こ と 」 領 域 の 「 文 字 デ ザ イ

ン の 効 果 に つ い て の 評 価 」 が 新 し く 生 成 さ れ た が 、 実 践 者 と の 学 習

場 面 に 関 す る 聞 き 取 り で 、 到 達 項 目 下 位 項 目 	 C - 3 の 「 映 像 と 言 葉 そ

れ ぞ れ の 特 性 を 認 識 す る な か で 、 そ れ ぞ れ の 良 さ に つ い て 気 づ く 」

に 該 当 し た 。 さ ら に 、 ラ ベ ル 名 「 ニ ュ ー ス の 特 性 に つ い て の 理 解 」

「 デ ザ イ ン の 特 性 に つ い て の 理 解 」 が 新 し く 生 成 さ れ た が 、 実 践 者

と の 学 習 場 面 に 関 す る 聞 き 取 り で 、 到 達 項 目 下 位 項 目 D - 1 の 「 メ デ

ィ ア か ら 送 ら れ る 情 報 は 、 あ る 意 図 に 基 づ い て 構 成 さ れ た も の で あ
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る こ と を 意 識 し な が ら 見 る 」 に 該 当 し た 。 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ

と 」 領 域 で は 、 新 し い ラ ベ ル 名 は 生 成 さ れ ず 、 現 行 の ラ ベ ル 名 が 付

与 さ れ た 。 こ れ ら は 、 １ つ １ つ 評 価 規 準 と も 照 ら し 合 わ せ 、 詳 細 な

意 図 な ど 、 実 践 者 と の 聞 き 取 り を 行 っ た 上 で 、 確 認 し た 。

　 以 上 の よ う な 作 業 プ ロ セ ス を 通 し て 、 2 1 の 指 導 案 か ら 抽 出 さ れ た

2 5 6 の 評 価 規 準 は 、 低 学 年 、 中 学 年 、 高 学 年 の 各 到 達 項 目 の 範 疇 で

あ る こ と が 確 認 さ れ た 。

4 . 4 . 2 　 同 一 単 元 に よ る 複 数 教 師 の 評 価 項 目 の 検 証

　 本 項 で は 、 同 一 単 元 で は あ る が 、 単 元 構 成 に ち が い あ る ３ 名 の 教

師 の 指 導 案 ・ 評 価 規 準 の 比 較 を 行 い 、 先 に カ テ ゴ リ ー 化 し た 到 達 項

目 に 該 当 す る か ど う か 検 討 す る 。

○ 対 象 と 授 業 概 要

　 ４ 年 説 明 文 教 材 「 ア ッ プ と ル ー ズ で 伝 え る 」 に つ い て 、 実 践 協 力

者 の 中 で 、 ４ 年 の 国 語 授 業 を 行 っ た 経 験 の あ る C 教 諭 と E 教 諭 の 指 導

案 を 、 考 察 対 象 の 3 3 の 指 導 案 の う ち の １ つ に な っ て い る D 教 諭 の 指

導 案 （ 指 導 案 番 号 S a 4 - 1 : ア ッ プ と ル ー ズ で 伝 え る ） と 比 較 検 討 す

る 。 ３ 名 の 実 践 の 概 要 は 以 下 の 通 り で あ る 。

C 教 諭

（ 単 元 全 体 ）

　 ・ 全 1 6 時 間

　 ・ 評 価 規 準 項 目 は 「 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 」 １ 、 「 書 く こ と 」 ３ 、

「 読 む こ と 」 ３ 、 「 言 語 事 項 」 １ に 対 し 、 「 見 る こ と 」 に 関 す る こ

と ３ 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 に 関 す る こ と ８ を あ げ て い る 。

（ 教 科 書 本 文 を 受 け て の 言 語 活 動 ）

　 ・ コ ン ピ ュ ー タ で の 映 像 制 作 を 取 り 入 れ て い る 。

　 ・ ６ 枚 の 静 止 画 を な ら べ て グ ル ー プ で の ス ラ イ ド シ ョ ー づ く り を

　 　 し て い る 。
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　 ・ 映 像 に 合 う ナ レ ー シ ョ ン 原 稿 の 検 討 な ど を 学 習 活 動 に 組 み こ ん

　 　 で い る 。

D 教 諭 　 ※ 到 達 項 目 生 成 対 象 指 導 案

（ 単 元 全 体 ）

　 ・ 全 1 7 時 間

　 ・ 評 価 規 準 項 目 は 「 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 」 １ 、 「 書 く こ と 」 ３ 、

　 　 「 読 む こ と 」 ３ 、 「 言 語 事 項 」 １ に 対 し 、 「 見 る こ と 」 に 関 す

　 　 る こ と ３ 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 に 関 す る こ と ６ を あ げ

　 　 て い る 。

（ 教 科 書 本 文 を 受 け て の 言 語 活 動 ）

　 ・ ア ッ プ と ル ー ズ の 効 果 を 考 え た 新 聞 制 作 を 行 う 。

E 教 諭

（ 単 元 全 体 ）

　 ・ 全 2 0 時 間

表 4 - 8 　 C 教 諭 の 指 導 案 の 一 部

スライドシ
ョーを制作
する(11)

１,「四年三組から発信します」を読みサンプル作品を
視聴して、課題を設定する。

２〜３，課題を考えながら写真をデジタルカメラで撮影
する。

４，写真を全て見ながら、必要なものを選び出す。

５，選び出した写真をならべてストーリーを作り出す。

６，ならべられた写真を見て、各自がナレーションを書
く。
７，書かれたナレーションを検討して、班で一つのナレ
ーション原稿をつくる。

８，バックに流れる音楽を聞いて一つを選ぶ。

９，音楽入りスライドショーを聴きながら、ナレーショ
ンの練習を行う。

１０，ナレーションの練習が終わった班からコンピュー
タで録音を行う。

１１，作品を鑑賞して、作品や自己の学習の評価を行
う。

★ 4-6-9サンプル作品を見て興味関心をもつこ
とができる。テーマについて話し合うこと
ができる。

★ 4-6-10アップとルーズを意識しながら，撮
影することができる。

★ 4-6-11見せる相手と目的のことを考えて、
効果的な写真を撮影することができる。

★ 4-6-12撮影された写真を見ながら、必要と
なる理由を明確にして話し合うことができ
る。

★ 4-6-13写真の意味づけを行うことによっ
て、写真を並べて構成することができる。

★ 4-6-14写真を見ながら、それにに応じた言
葉を考えることができる。

★ 4-6-15それぞれの文章を検討して， も適
切な文章を選ぶことができる。

★ 4-6-16写真や文章を見ながら、テーマに合
った音楽を選ぶことができる。

★ 4-6-17映像を見ることによって、伝えたい
テーマに応じたナレーションを練習するこ
とができる。

★ 4-6-18気持ちをこめたナレーションができ
る。

★ 4-6-19映像の作品を見た感想を言葉にする
ことができる。

★ 4-6-20どの映像に対してどの言葉が有効で
あったかを原稿を見ながら指摘することが
できる。
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表 4 - 9 　 D 教 諭 の 指 導 案 の 一 部

見せる
つくる
（10H）

1,「四年三組から発信します」を読んで、相手や
目的に応じて何をどのように伝えたらよいかとら
える。
（１）資料２の本物の新聞から，事実の伝え方・
写真の選び方の重要性を学ぶ
・「３０人３１脚」を取材した新聞
　　　事実が誤解される記事
　　　写真と記事の関係
（２）教科書の例を元に，学習の見通しをもつ。
・構成メモと実際に作った新聞
・話題の選択
・写真の用い方
・割り付け
２，話題を決めて、何をどのように伝えるか考え
る。	 
（１）計画を立て，見通しをもつ。
・グループですすめる
・グループ分け

３，話題について話し合い，自分たちのまとめ方
のイメージをもつ。

４，取材する。

５〜９，材料を選び、記事を書く。
何を伝えるのか、どのように伝えるのか、目的、
相手、いちばん何を伝えたいか、相手は何を知り
たいかなどを考えて下書きをする。
・	 写真を選ぶ。	 
・	 下書きをもとにして、見出しや写真の大きさ、
入れ方を考える。	 
・	 相手や目的を考えて、新聞を仕上げる。	 

10，掲示された新聞を見て，伝え方の工夫につい
て話し合う。

★4-1-11	 アップとルーズの効果を考え，
たくさんの写真の中から記事に合うと思う
写真を選び，それを選んだ根拠を述べるこ
とができる。

★4-1-12	 アップとルーズの写真，どちら
が自分たちの発信したいことに合っている
か考えている。

★4-1-13	 発信する相手や目的を考えて，
話し合っている。

★4-1-14	 活動の見通しをもち，発信する
内容や相手，写真の効果や記事の割り付け
などを考えている。

★4-1-15	 伝えたいものを視点に考えて，
様々なアングルから写真を撮る。
★4-1-16	 アップとルーズの効果の違いを
考えながら、撮影する。

★4-1-17	 グループで写真を選択するとき
に、理由を明確にして選ぶ。
★4-1-18	 それぞれが選んだ写真に，キャ
プションや見出しをつける
★4-1-19	 なぜ，写真にそういうキャプシ
ョンや見出しをつけたか，説明し合う。
★4-1-20	 グループで，写真と文章を効果
的に組み合わせてつくる。

★4-1-21　互いに見合って，アップとルー
ズの効果の違い，キャプションや見出しの
つけ方，写真と文章の組み合わせ方などの
工夫を見つける。

　 ・ 評 価 規 準 項 目 は 「 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 」 １ 、 「 書 く こ と 」 ４ , 「 読

　 　 む こ と 」 ３ に 対 し 、 「 見 る こ と 」 に 関 す る こ と ５ を あ げ て い

　 　 る 。 し か し 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 は ０ で あ る 。

（ 教 科 書 本 文 を 受 け て の 言 語 活 動 ）

　 ・ ２ つ の 説 明 文 教 材 の 読 み 比 べ を 行 っ て い る 。

　 　 さ ら に 、 本 物 の 新 聞 の ア ッ プ と ル ー ズ の 写 真 を 比 較 検 討 を 行 っ

　 　 て い る 。

　 ・ 制 作 活 動 は 、 発 展 と し て 総 合 的 な 学 習 で 行 っ て い る 。 国 語 の 学

　 　 習 と し て は 位 置 づ け ら れ て い な い 。
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表 4 - 1 0 　 E 教 諭 の 指 導 案 の 一 部

〔２月〕

みる

つかう

４，同じ内容の新聞記事を比較する

（１）これまでの学習を生かし、写真、見出

し、文章と段階を追って提示される情報から

内容を推察する。

①写真から記事内容を予想する

・一番ルーズな写真から、大勢の人がいるこ

とや背景の色から推察される時間帯など、全

体の様子をよみとる。

・ややアップになった別の写真、さらにアッ

プになった写真と、分かることを発表する。

・内容に迫るのに欲しい情報を考える。

・全て１月17日の朝刊一面の記事であること
を知る。

②見出しと写真を合わせて記事内容を推測す

る

・写真と日付、さらに「誓いの輪」という見

出しから「阪神大震災13年目」の記事である
ことに気づく。

・写真と見出しの組み合わせから、それぞれ

の新聞の分かること、分からないことを話し

合う

・各新聞社の意図を考える。

・疑問点を挙げる。

③記事の文章も合わせて読み、比較する。

◆受け手（読者）として吟味する

・文章を提示し、一番アップ写真を使った記

事と、ルーズ写真を使った記事との共通点と

相違点を検討する。

・事実は同じであるが、写真と見出しとによ

って、「伝えたいことの中心」が異なること

に気づく。

◆送り手として吟味する

　「自分がデスクであったら、どちらの新聞

記事を選ぶか」と、「送り手」の立場に立っ

て考える。

【学習材】

2008年１月17日。複数の新聞社の一面にカラ
ー写真付きで掲載された「阪神大震災１３年

目」の記事。複数の新聞を使用。

★4-5-13　新聞というメディアの特性を考え

ながら、写真から情報をよみとろうとする。

★4-5-14　写真と見出しとを合わせて、伝え

たい内容（送り手の意図）を考える。

★4-5-15　アップとルーズの効果という既習

事項に照らしながら、伝えたい内容の中心を

考えようとする。

★4-5-16　写真と見出しと文章を合わせて、

伝えたい内容（送り手の意図）を考える。

★4-5-17　送り手として編集意図を考える。
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　 教 科 書 内 の 記 述 で は 、 教 科 書 本 文 を 受 け て の 言 語 活 動 （ 第 ２ 教

材 ） は 、 新 聞 制 作 に な っ て お り 、 学 習 内 容 と し て は D 教 諭 の 案 が 教 科

書 に 準 拠 し て 進 め て お り 、 標 準 的 で あ る と 言 え る 。 そ れ に 対 し て 、

映 像 制 作 ま で 踏 み 込 ん だ C 教 諭 の 案 は 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」

領 域 を よ り 強 調 し た 案 に な っ て い る 。 デ ジ タ ル カ メ ラ で 撮 っ た デ ー

タ の 選 択 、 映 像 の 編 集 を コ ン ピ ュ ー タ で 行 う こ と な ど が 第 ２ 教 材 の

学 習 活 動 の 中 心 と な る 。 コ ン ピ ュ ー タ を 小 学 校 国 語 科 中 学 年 の 学 習

活 動 で こ こ ま で 活 用 す る 例 は 実 践 例 と し て は 多 く な い と 推 測 す る 。

　 一 方 、 E 教 諭 の 教 科 書 本 文 を 受 け て の 言 語 活 動 （ 第 ２ 教 材 ） は 、 筆

者 の 編 集 意 図 を 考 え る 活 動 を 徹 底 的 に 行 っ て い る 。 国 語 科 と し て 制

作 活 動 を 位 置 づ け て お ら ず 、 「 見 る こ と 」 領 域 を よ り 強 調 し た 案 に

な っ て い る 。 特 に 顕 著 な の が 、 単 元 目 標 の 「 読 む こ と 」 で 、 他 の

２ 名 の C 教 諭 と D 教 諭 が ３ 項 目 と も ま っ た く 同 じ で あ る の に 対 し 、

「 段 落 相 互 の 関 係 」 「 事 実 や 事 例 が 筆 者 の 主 張 を 支 え て い る こ と 」

「 文 章 の 要 点 や 細 か い 点 に 注 意 す る な ど 」 文 章 自 体 を ど の よ う に 留

意 し て 読 む か の 箇 所 に 重 点 を 置 い て い る 。

　 こ の よ う に 、 今 回 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域

の 実 践 協 力 者 と し て 指 導 案 を 作 成 し て い る ３ 名 の 教 師 だ が 、 同 じ 単

元 を 行 う と 、 教 科 書 本 文 を 受 け て の 言 語 活 動 （ 第 ２ 教 材 ） に 対 す る

解 釈 、 学 習 内 容 に つ い て 、 そ の 重 点 の 置 き 方 は 異 な っ て い る 。 そ の

よ う な ち が い が あ る 中 で の 同 単 元 か ら 抽 出 さ れ る 評 価 規 準 が 、 設 定

し た カ テ ゴ リ ー や 到 達 項 目 の 範 囲 内 で あ る か ど う か を 検 討 す る 。

○ 到 達 項 目 と 下 位 項 目 の 検 討

　 ３ つ の 同 一 単 元 の 指 導 案 （ ４ 年 説 明 文 教 材 「 ア ッ プ と ル ー ズ で 伝

え る 」 ） か ら 、 評 価 規 準 項 目 と し て 、 5 8 （ C 教 諭 指 導 案 1 9 、 E 教 諭 指

導 案 2 0 、 D 教 諭 指 導 案 1 9 ） を 抽 出 し た 。 こ の 評 価 規 準 に 「 実 践 者 コ

ー ド ＋ 学 年 コ ー ド 」 ー 「 指 導 案 番 号 」 ー 「 評 価 規 準 番 号 」 で 構 成 さ

れ る デ ー タ 番 号 を つ け た 上 で 、 5 8 の 評 価 規 準 に 対 し て 、 ラ ベ ル 名 を

付 与 し た 。
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　 そ の 結 果 、 「 見 る こ と 」 領 域 に お い て は 、 1 2 種 類 （ 評 価 規 準 数 ：

2 9 ） の ラ ベ ル 名 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 に お い て は 、 1 2

種 類 （ 評 価 規 準 数 ： 2 9 ） の ラ ベ ル 名 が 付 与 さ れ た 。 こ の ラ ベ ル 名 の

付 与 に つ い て は 、 筆 者 が 行 っ た 上 で 、 実 践 者 に 評 価 規 準 と の 整 合 性

を 確 認 し て も ら っ た 。 さ ら に 外 部 の 研 究 者 １ 名 が 妥 当 か ど う か を チ

ェ ッ ク し た 。 そ の 上 で 、 同 様 の ラ ベ ル 名 が つ い て い る 到 達 項 目 に 分

類 し 、 こ の 作 業 に つ い て も 実 践 者 に 確 認 し 、 さ ら に 外 部 の 研 究 者 １

名 が 妥 当 か ど う か を チ ェ ッ ク し た 。

　 「 見 る こ と 」 領 域 の 「 制 作 者 の 意 図 の 理 解 」 「 送 り 手 と 受 け 手 の

相 互 の 意 図 の 理 解 」 が 、 ラ ベ ル 名 と し て 新 し く 生 成 さ れ た が 、 詳 細

な 意 図 な ど 、 実 践 者 と の 聞 き 取 り を 行 っ た 上 で 、 制 作 者 の 意 図 を 理

解 す る こ と 、 お よ び 、 送 り 手 と 受 け 手 の 相 互 の 意 図 を 理 解 す る こ と

は 、 終 的 に メ デ ィ ア の 特 性 を 理 解 す る こ と を 目 的 に し た 活 動 で あ

る こ と を 確 認 し た 。 そ こ で 、 到 達 項 目 下 位 項 目 D - 1 の 「 メ デ ィ ア の

特 性 を 理 解 す る こ と が で き る 」 に 該 当 し た 。 ま た 、 「 見 せ る こ と ・

つ く る こ と 」 領 域 の 「 発 信 の 意 図 と 表 現 効 果 の 理 解 」 が 新 し く 生 成

さ れ た が 、 詳 細 な 意 図 な ど 、 実 践 者 と の 聞 き 取 り を 行 っ た 上 で 、 表

現 の 効 果 を 想 定 し た 上 で 理 由 を 明 ら か に し な が ら 写 真 を 選 ぶ 学 習 活

動 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 そ こ で 、 到 達 項 目 下 位 項 目 B - 2 の 「 複

数 の 挿 絵 や 写 真 の 中 か ら 、 そ れ を 選 ん だ 理 由 や 根 拠 を 明 確 に も っ て

選 択 す る 」 に 該 当 し た 。

　 こ れ ら の 作 業 を 通 し て 、 単 元 目 標 や 学 習 活 動 の 内 容 が 異 な っ て

も 、 す べ て 中 学 年 の 到 達 項 目 の 範 疇 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。

　 以 上 の よ う に 、 「 教 師 経 験 や 専 門 教 科 、 採 用 さ れ て い る 教 科 書 会

社 が さ ま ざ ま で あ る 1 1 名 の 教 師 に 指 導 案 を 作 成 し て も ら い 、 こ れ ま

で に カ テ ゴ リ ー 化 し た 範 疇 に お さ ま る か ど う か の 検 討 」 「 ３ 名 の 教

師 に よ る 同 一 単 元 に よ る 複 数 教 師 の 評 価 規 準 の 比 較 を 行 い 、 先 に カ

テ ゴ リ ー 化 し た 到 達 項 目 、 下 位 項 目 に 該 当 す る か ど う か 検 討 」 を 通

し て 、 生 成 さ れ た カ テ ゴ リ ー ・ 到 達 項 目 が 妥 当 で あ る か ど う か 検 証

し た 。
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第 ５ 章 　 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 す る 考 察

　 本 章 で は 、 第 ４ 章 で 生 成 し た 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 す る

カ テ ゴ リ ー や 到 達 項 目 に つ い て 、 教 師 が 指 導 指 標 と す る 際 に 理 解 を

深 め て も ら う た め 、 そ の 関 係 性 を 考 察 す る 。 ま ず 、 カ テ ゴ リ ー ・ 学

年 ブ ロ ッ ク ・ 領 域 間 の 比 較 と し て 、 「 同 学 年 ・ 同 単 元 に よ る カ テ ゴ

リ ー 間 の 比 較 」 「 同 カ テ ゴ リ ー ・ 同 学 年 ブ ロ ッ ク に お け る 「 見 る こ

と 」 領 域 と 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 比 較 」 「 同 領 域 ・ 同

カ テ ゴ リ ー に お け る 異 学 年 ブ ロ ッ ク の 比 較 」 を 行 う 。 次 に 、 学 習 指

導 要 領 で 示 さ れ て い る 国 語 科 三 領 域 （ 「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 「 書

く こ と 」 「 読 む こ と 」 ） と の 対 比 を 行 う 。 さ ら に 、 生 成 さ れ た 到 達

項 目 や 下 位 項 目 を も と に 授 業 実 施 が ど の よ う に 行 わ れ た の か 、 検 討

す る 。 後 に 、 国 内 で 同 一 の 教 科 書 を 使 用 し て い る 韓 国 を 例 に 、 本

研 究 で 生 成 さ れ た 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 の 指 導 指 標 の 範 疇 で 授

業 設 計 が 可 能 か ど う か に 関 し て 検 証 す る 。 第 ３ 章 で オ ー ス ト ラ リ

ア ・ 英 国 ・ フ ィ ン ラ ン ド の ３ 国 に つ い て は 、 国 語 科 に 関 し て 映 像 メ

デ ィ ア を 取 り 入 れ る こ と に は 積 極 的 で あ っ た が 、 教 科 書 を 複 数 併 用

し 、 教 師 が 独 自 に 選 択 す る と い う 状 況 の ち が い が あ っ た 。 韓 国 に つ

い て は 、 初 等 教 育 に お い て 国 定 教 科 書 で あ り 、 教 科 書 通 り 授 業 を 進

め る と い う 前 提 は 日 本 と 似 て い る 。 そ の よ う な 国 で 、 こ の 指 導 指 標

が ど こ ま で 適 用 す る も の な の か 、 考 察 を 行 う 。

5 . 1 　 カ テ ゴ リ ー ・ 学 年 ブ ロ ッ ク ・ 領 域 間 の 比 較

5 . 1 . 1 　 同 学 年 ・ 同 単 元 に よ る カ テ ゴ リ ー 間 の 比 較

　 低 学 年 「 見 る こ と 」 領 域 の ２ つ の カ テ ゴ リ ー を 並 べ て み る と 、

「 目 的 に 適 し た 絵 や 写 真 を 選 択 を す る 」 と い う 段 階 か ら 、 単 体 と し

て の 絵 や 写 真 の 検 討 を 経 て 、 複 数 の 検 討 を 行 い 、 終 的 に は 言 葉 と

の 関 連 に つ い て 検 討 す る 段 階 に な っ て い る 。 こ れ ら は 、 必 ず し も １

年 生 前 期 か ら ２ 年 生 後 期 へ と 移 行 す る も の で は な い が 、 単 元 の 中 で
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次 の カ テ ゴ リ ー へ 移 行 す る よ う 評 価 規 準 を 配 置 し て い る こ と が う か

が え る 。

　 例 え ば 、 １ 年 生 物 語 教 材 「 は な の み ち 」 で は 、 ２ 枚 の 季 節 の ち が

う 挿 絵 （ 図 5 - 1 ） を 、 国 語 デ ジ タ ル 教 科 書 の 資 料 （ 光 村 図 書 出 版 ）

で 比 較 さ せ 、 共 通 点 ・ 相 違 点 を 考 え さ せ て い る 。 	 児 童 は 、 時 間 の 経

過 や 場 面 の 様 子 が な ぜ 変 化 し た か に つ い て 、 こ れ ま で よ り も 活 発 な

発 言 が 見 ら れ た 。 本 指 導 案 を 作 成 し た 教 師 A は 、 授 業 実 施 後 の 所 感

で 、 こ の ２ 枚 の 挿 絵 に つ い て 、 授 業 中 に 児 童 が 導 き だ し た 考 え と し

て 、 以 下 の よ う に ま と め て い る 。

図 5 - 1 　 教 科 書 中 の ２ 枚 の 挿 絵

授 業 を 実 施 し た 教 師 A の 授 業 考 察 記 録 か ら

　 「 相 違 点 に つ い て 」

　 　 ・ 冬 眠 し て い た 生 き 物 や 新 し く 生 ま れ た 生 き 物 の 登 場 、 木

　 　 　 々 や 草 花 の 緑 の 増 加 、 種 の 道 か ら 花 の 道 へ の 変 化 か ら 、

　 　 　 種 か ら 芽 が 出 て 花 が さ く ほ ど の 時 間 が 経 過 し た こ と に 気

　 　 　 づ く こ と が で き た 。

　 　 ・ 季 節 に つ い て は 、 木 々 の 枝 か ら す っ か り 葉 が 落 ち て し ま

　 　 　 っ た こ と や く ま さ ん の 家 の 煙 突 か ら ス ト ー ブ の 煙 が 出 て

　 　 　 い る こ と か ら 、 秋 の 終 わ り か ら 冬 に 近 づ い て い る 時 期 で

　 　 　 あ る こ と を 、 挿 絵 か ら 想 像 す る こ と が で き た 。 ま た 、 も

　 　 　 う 一 枚 の 挿 絵 で は 、 蛙 と お た ま じ ゃ く し 、 蝶 、 か た つ む
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　 　 　 り な ど の 登 場 か ら 春 の 季 節 を 推 測 し た 。 さ ら に 、 「 あ た

　 　 　 た か い 　 か ぜ が 　 ふ き は じ め ま し た 。 」 と い う 叙 述 か ら 、

　 　 　 春 の 始 ま り の 頃 だ と い う こ と を 読 み 取 る こ と が で き た 。

「 共 通 点 に つ い て 」

　 ・ く ま さ ん が 歩 い た 後 に 落 ち て い る 種 の 道 筋 と 春 に で き た 花

　 　 の 道 筋 が 同 じ で あ る こ と か ら 、 秋 の 場 面 で 落 ち て い た 種 が

　 　 芽 吹 い て 花 を 咲 か せ た と い う こ と を 想 像 す る こ と が で き た 。

　 　 挿 絵 か ら も 、 り す さ ん の 家 の 前 で 手 を 振 る く ま さ ん の 持 つ

　 　 袋 の 穴 か ら 種 が ま だ 落 ち て い る こ と に 気 づ き 、 そ の 種 の 道

　 　 は 、 く ま さ ん が 歩 き な が ら 落 と し て い っ た も の で あ る こ と

　 　 が 分 か っ た 。

　 ・ 叙 述 に 書 か れ て い る 「 な が い 	 な が い 	 は な の 	 い っ ぽ ん

　 　 み ち が 	 で き ま し た 。 」 の 文 か ら 、 も と も と 花 の 道 が あ っ

　 　 た の で は な く 、 暖 か い 風 が 吹 き 始 め て か ら 新 た に で き た

　 　 こ と が 分 か っ た 。 そ し て 挿 絵 か ら も 、 く ま さ ん の 家 の 扉

　 　 か ら り す さ ん の 家 の 前 ま で 一 本 の 身 と な っ て つ な が っ て

　 　 い る こ と が 見 て 取 れ 、 花 の 道 が で き た 原 因 に つ い て 理 解

　 　 を 深 め る こ と が で き た 。

　 こ の よ う に 、 概 要 を 理 解 し て か ら 比 較 さ せ 、 徐 々 に 言 葉 と 映 像 を

関 連 さ せ て い る こ と が わ か る 。 つ ま り 概 要 理 解 か ら 、 言 葉 の 映 像 の

検 討 に 向 か っ て い る の で あ る 。 な お 小 学 校 低 学 年 「 見 る こ と 」 領 域

カ テ ゴ リ ー に 関 し て は 、 中 川 ら は 旧 学 習 指 導 要 領 に お い て 、 カ テ ゴ

リ ー の 生 成 を 試 み て い る （ 中 川 ら , 2 0 1 0 ） の で 、 本 研 究 で は 、 現 行

の 学 習 指 導 要 領 を 反 映 し た 指 導 案 で 指 標 を 生 成 し て い る の で 「 見 る

こ と 」 の 指 標 に つ い て は 、 ２ つ の カ テ ゴ リ ー に 集 約 さ れ た 。

5 . 1 . 2 　 同 カ テ ゴ リ ー ・ 同 学 年 ブ ロ ッ ク に お け る 「 見 る こ と 」 領 域

と 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 比 較
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　 	 低 学 年 ・ 中 学 年 ・ 高 学 年 す べ て に お い て 同 じ カ テ ゴ リ ー 名 で あ る

「 言 葉 や 文 章 と の 関 連 の 検 討 」 が 存 在 す る 。

　 １ 年 生 説 明 文 教 材 「 じ ど う 車 く ら べ 」 に 関 し て は 、 ワ ー ク シ ー ト

作 成 に お い て 、 挿 絵 と 文 章 を 対 応 さ せ る 活 動 を 組 み 込 ん で い る 。 そ

の た め 、 児 童 は 「 見 る こ と 」 領 域 で の 挿 絵 と 言 葉 ・ 文 章 と の 関 連 を

意 識 す る こ と に な る （ 図 5 - 2 ） 。 ま た 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ

と 」 領 域 に お い て は 同 じ よ う な 学 習 活 動 を さ せ て い て も 、 説 明 書 作

り に お い て は 、 絵 や 図 は 、 文 章 を 補 完 し て い る の で あ り 、 目 的 が 異

な る 。

図 5 - 2 　 説 明 文 教 材 「 じ ど う 車 く ら べ 」 の ワ ー ク シ ー ト

　 こ の 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 検 討 は 、 す

で に 教 師 が 指 導 案 作 成 の 評 価 規 準 の 設 定 の 段 階 で 行 っ て い る こ と が

実 践 者 へ の 聞 き 取 り 調 査 で 明 ら か に な っ て い る 。 ま た 、 終 的 に 学

習 活 動 が 、 何 を 目 的 に し て い る の か が 異 な る の で 、 同 名 の カ テ ゴ リ

ー 名 が 両 領 域 に 存 在 す る こ と に な っ た 。 例 え ば 、 「 見 る こ と 」 領 域

に 考 え ら れ る 内 容 で も 実 際 の 聞 き 取 り 調 査 か ら は 、 こ の 学 習 場 面 で

は 、

　 ・ 自 分 で 写 真 並 べ る
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　 ・ 写 真 ど う し の つ な が り を 見 る

　 ・ た ん ぽ ぽ の 成 長 過 程 を 想 起 し な が ら 全 体 を 理 解 す る

　 ・ た ん ぽ ぽ の 成 長 過 程 に 合 致 し て い る が ど う か 確 認 す る

な ど を 行 い な が ら も 、 学 習 活 動 と し て は 映 像 を 正 し い 順 序 に 並 べ て

表 現 す る こ と か ら 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 「 言 葉 と の

関 連 の 検 討 」 に 分 類 さ れ る と い う 実 践 者 の 意 図 が あ る こ と か ら 、 領

域 の 確 認 を し た 。

　 こ の よ う に 、 終 的 に 学 習 活 動 が 、 理 解 を 目 的 に し て い る の か 、

表 現 を 目 的 に し て い る の か で 、 配 置 が 異 な る の で 、 同 名 の カ テ ゴ リ

ー 名 が 両 領 域 に 存 在 す る こ と に な っ た 。

5 . 1 . 3 　 同 領 域 ・ 同 カ テ ゴ リ ー に お け る 異 学 年 ブ ロ ッ ク の 比 較

　 同 じ 領 域 、 カ テ ゴ リ ー に お い て も 、 学 年 が あ が る に し た が っ て 到

達 項 目 に お け る 段 階 や 教 師 が 何 を ど れ だ け 意 識 し て 指 導 す る か と い

う こ と が 異 な っ て く る 。 こ こ で は 、 第 １ 学 年 お よ び 第 ２ 学 年 、 第 ３

学 年 お よ び 第 ４ 学 年 、 第 ５ 学 年 お よ び 第 ６ 学 年 の ３ つ の ブ ロ ッ ク に

分 け て 比 較 を 行 う 。

　 例 え ば 、 「 見 る こ と 」 領 域 の 「 言 葉 や 文 章 と の 関 連 の 検 討 」 の 到

達 項 目 は 、 以 下 の よ う に な っ て い る 。

　 ・ 絵 や 写 真 と 言 葉 や 文 章 を 関 連 さ せ て 内 容 を 理 解 す る こ と

　 　 （ 低 学 年 ）

　 ・ 絵 や 写 真 ・ 動 画 と 言 葉 や 文 章 と の 関 連 を 検 討 す る こ と で 、

　 　 相 互 の 関 係 性 を 理 解 す る こ と （ 中 学 年 ）

　 ・ 絵 や 写 真 ・ 動 画 と 言 葉 や 文 章 そ れ ぞ れ の 表 す 意 味 ， 補 完 性

　 　 や 関 連 に つ い て 検 討 し な が ら 文 章 理 解 し た り 、 絵 や 写 真 ・

　 　 動 画 と 言 葉 や 文 章 が 補 完 し あ う 場 合 の 効 果 に つ い て 理 解 し

　 　 た り す る こ と （ 高 学 年 ）
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　 低 学 年 と 高 学 年 の 事 例 に つ い て 検 討 を 行 っ た 石 川 ら は 、 「 た ん ぽ

ぽ の ち え 」 「 千 年 の 釘 に い ど む 」 と い う 第 ２ 学 年 （ 低 学 年 ） 、 第 ５

学 年 （ 高 学 年 ） の 説 明 文 教 材 を 比 較 し な が ら 、 そ の 違 い を 以 下 の よ

う に 指 摘 し て い る 。

　 ・ 低 学 年 に お い て は 、 単 に 映 像 と 言 語 と の 関 連 を 確 認 す る こ

　 　 と で 、 「 読 み 」 に お け る 齟 齬 の 解 消 が 図 れ る こ と が 多 い 。

　 ・ 高 学 年 で は 低 学 年 に 対 し て 、 よ り 多 く の 情 報 を 扱 う の で 、

　 　 単 な る 関 連 だ け で な く 、 言 語 ・ 映 像 そ れ ぞ れ が 示 し て い る

　 　 情 報 に つ い て 精 査 さ せ た 後 、 関 連 を 図 ら せ る こ と に よ り 、

　 　 理 解 を 深 め さ せ る 必 要 が あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 石 川 　 2 0 0 9 , 	 p . H - 0 5 ）

　 つ ま り 、 一 つ の こ と に つ い て 順 序 を 意 識 し て 考 え る こ と を 重 視

し 、 絵 や 写 真 と 言 葉 と の 関 連 に つ い て 考 え る こ と 求 め る 低 学 年 と 、

映 像 と 言 葉 ・ 文 章 そ れ ぞ れ の 表 す 意 味 、 補 完 性 や 関 連 に つ い て 検 討

し な が ら 、 文 章 理 解 に 生 か す こ と ま で を 求 め る 高 学 年 の ち が い が こ

こ に あ ら わ れ て い る と 考 え る 。

　 ま た 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 「 収 集 」 「 選 択 」 「 配

列 」 「 評 価 」 「 言 葉 と の 関 連 の 検 討 」 と い う ５ つ の カ テ ゴ リ ー は 、

低 学 年 ・ 中 学 年 ・ 高 学 年 す べ て に 配 置 さ れ て い る 。 学 年 ブ ロ ッ ク が

上 が る に し た が っ て 、 到 達 項 目 に お い て 求 め る 質 が 高 く な っ て い

る 。 例 え ば 「 収 集 」 で は 、

　 ・ 伝 え た い 内 容 に 必 要 な 絵 や 写 真 を 収 集 す る こ と （ 低 学 年 ）

　 ・ 相 手 や 目 的 に 応 じ て 必 要 な 映 像 情 報 を 収 集 す る こ と （ 中 学 年 ）

　 ・ 相 手 や 目 的 ， 意 図 、 資 料 の 選 択 の 可 能 性 な ど を 判 断 し な が ら

　 　 必 要 な 映 像 情 報 を 収 集 す る こ と （ 高 学 年 ）

と な り 、 低 学 年 か ら 高 学 年 に な る に し た が っ て 、 相 手 や 目 的 を 意 識

化 す る こ と や 絵 や 写 真 な ど の 静 止 画 か ら 動 画 も 含 め た 映 像 情 報 の 収

集 ま で 求 め る よ う に な っ て い く こ と が わ か る 。
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5 . 2 　 学 習 指 導 要 領 の 国 語 科 三 領 域 と の 対 比

　 中 村 （ 2 0 0 1 ） は 、 国 語 科 の 授 業 と し て 取 り 組 ま れ る メ デ ィ ア を 活

用 す る 能 力 と し て 、 言 語 能 力 の 他 に 、 映 像 と の 関 わ り が 新 た に 加 わ

る と し て 、 次 の よ う な 能 力 を 意 識 す る 必 要 性 を 主 張 し て い る 。

　 　 ・ 言 語 化 能 力 ： 図 ・ 表 や 映 像 な ど 視 覚 的 な 情 報 を , 言 葉 と

　 　 　 し て 把 握 す る 能 力

　 　 ・ 映 像 化 能 力 ： 伝 え た い こ と を , 図 ・ 表 や 映 像 な ど , 視 覚

　 　 　 的 な 情 報 と し て 表 現 す る 能 力

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 中 村 　 2 0 0 1 , 	 p . 1 6 ）

　 そ し て こ れ ら ２ つ は 、 別 々 に 行 わ れ て い る の で は な く 、 表 裏 一 体

の 関 係 で も あ る と 述 べ て い る 。

　 個 々 の 領 域 が 学 習 活 動 と し て も 孤 立 し て し ま う 弊 害 に つ い て は 、

現 在 の 国 語 教 科 書 に 関 し て 、 中 西 （ 2 0 0 8 ） は 、 以 下 の よ う に 警 鐘 を

鳴 ら し て い る 。

　 　 　 読 む 単 元 な ら 、 読 む こ と に 集 中 す る 。 話 し 聞 く 単 元 な ら

　 　 話 し 聞 く 活 動 ば か り と な る 。 そ の 結 果 、 物 語 の 読 み に つ い

　 　 て は 、 次 の 教 材 ま で に 、 話 し 聞 く ・ 書 く と い っ た 単 元 が は

　 　 い り 、 せ っ か く 学 習 し た 技 能 も 数 ヶ 月 の 間 、 活 用 の 機 会 が

　 　 な い 。 毎 日 毎 時 間 の 練 習 が 技 能 向 上 に 欠 か せ な い 話 し 聞 く

　 　 領 域 、 書 く 領 域 、 つ ま り 表 現 領 域 に あ た っ て は 、 数 ヶ 月 の

　 　 空 白 は 向 上 さ せ る ど こ ろ か 、 一 定 の 水 準 に と ど ま ら ざ る を

　 　 え な い 条 件 と な る 。 特 に 、 書 く こ と は 、 学 校 以 外 で は 習 得

　 　 の 機 会 が な い の で 、 空 白 は 致 命 的 で あ る 。 （ 中 西 　 2 0 0 8 , 	 

　 　 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/seido/08073004/002/016.htm）

　 本 研 究 で は 、 国 語 科 の 学 習 指 導 要 領 で 示 さ れ て い る 範 囲 内 の 三 領

域 （ 「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 「 書 く こ と 」 「 読 む こ と 」 ） に 加 え て

　

69

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/seido/
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/seido/


「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 と い う 新 た な 能 力 項

目 を 設 定 し 、 検 討 し て き た 。 し か し 、 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・

つ く る こ と 」 領 域 を 意 識 し た 授 業 も 、 あ く ま で も 現 行 の 三 領 域 と の

関 係 で 行 わ れ て い る 。 そ こ で 本 項 で は 、 こ れ ま で 生 成 し て き た 到 達

項 目 と 関 連 性 の 高 い 三 領 域 の 指 導 事 項 を 対 応 さ せ る こ と に し た 。

　 そ の 結 果 、 内 容 の 重 点 の ち が い は あ る も の の 、 １ 項 目 を の ぞ い て

対 応 さ せ る こ と が で き た 。

　 し か し 、 中 学 年 「 見 る こ と 」 領 域 の 「 表 現 の 効 果 の 分 析 」 の み 到

達 項 目 の 段 階 で 学 習 指 導 要 領 三 領 域 の 指 導 事 項 に 対 応 す る 箇 所 が 存

在 し な か っ た 。 学 習 指 導 要 領 上 は 、 表 現 の 効 果 に つ い て 考 え さ せ る

の は 高 学 年 に な っ て か ら で あ る 。 ま た 、 到 達 項 目 レ ベ ル で は 関 連 は

し て い る も の の 、 下 位 項 目 に 落 と す と 、 該 当 し な い 内 容 を 含 ん で い

る も の に 、 中 学 年 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 「 言 葉 と の 関

連 の 検 討 」 、 中 学 年 ・ 高 学 年 「 見 る こ と 」 領 域 の 「 メ デ ィ ア の 特 性

の 理 解 」 が あ る 。 中 学 年 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 「 言 葉

や 文 章 と の 関 連 の 検 討 」 に つ い て は 、 前 述 し た 中 学 年 で 表 現 の 効 果

ま で 求 め て い な い こ と と 関 連 し て い る 。 学 習 指 導 要 領 に よ る と 、

「 話 す こ と に 関 す る 指 導 事 項 」 で は 、 「 適 切 な 言 葉 遣 い で 話 す こ

と 」 「 記 述 に 関 す る 指 導 事 項 （ 書 く こ と ） 」 で は 、 「 書 こ う と す る

こ と の 中 心 を 明 確 に し 、 目 的 や 必 要 に 応 じ て 理 由 や 事 例 を 挙 げ て 書

く 」 こ と ま で を 求 め て い る 。 し か し 、 本 研 究 の 対 象 授 業 に お い て

は 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン や 映 像 制 作 , 新 聞 づ く り な ど が 現 行 領 域 の

「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 や 「 書 く こ と 」 と し て 行 わ れ て お り 、 表 現

の 効 果 に つ い て 、 指 導 指 標 と し て 示 す こ と で 、 教 師 が 授 業 で ど の よ

う に 取 扱 う か 意 識 で き る 内 容 と な っ て い る 。

　 ま た 、 中 学 年 ・ 高 学 年 「 見 る こ と 」 領 域 の 「 メ デ ィ ア の 特 性 の 理

解 」 に つ い て は 、 例 え ば 、 高 学 年 「 A 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 で は 、 学

習 指 導 要 領 「 （ ２ ） 内 容 　 ① 指 導 事 項 」 の ア に 「 考 え た こ と や 伝 え

た い こ と な ど か ら 話 題 を 決 め 、 収 集 し た 知 識 や 情 報 を 関 係 付 け る こ

と 。 」 と あ る 。 こ こ で は 、 中 学 年 の 「 ア 　 関 心 の あ る こ と な ど か ら

　

70



話 題 を 決 め 、 必 要 な 事 柄 に つ い て 調 べ 、 要 点 を メ モ す る こ と 。 」 を

受 け て 、 地 域 な ど で 経 験 し た こ と や 関 心 を も っ て 考 え た り 調 べ た り

す る こ と の ほ か に 、 こ れ ま で 得 た 知 識 や 情 報 と 関 係 づ け て 取 材 等 を

行 う こ と が 含 ま れ て い る 。 こ の と き に 、 テ レ ビ や 新 聞 、 イ ン タ ー ネ

ッ ト な ど そ れ ぞ れ の メ デ ィ ア の 特 性 を 加 味 し て 情 報 の 確 認 な ど を 行

う 視 点 を 持 つ こ と に 関 し て 、 「 見 る こ と 」 領 域 で は 、 「 F - 1 ） メ デ

ィ ア か ら 送 ら れ る 情 報 は 、 あ る 意 図 に 基 づ い て 構 成 さ れ た も の で あ

る こ と を 意 識 し な が ら 見 る 。 」 と し て い る が 、 学 習 指 導 要 領 上 で は

そ こ ま で 踏 み 込 ん だ 記 述 が な い 。 こ れ ら は 現 在 の 国 語 科 領 域 で あ る

「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 「 書 く こ と 」 「 読 む こ と 」 に は 内 包 さ れ な

い 。 し か し 、 本 研 究 で 指 導 指 標 と し て 位 置 づ い た こ と で 、 単 元 レ ベ

ル の よ う な 複 数 の 時 間 を か け た 学 習 活 動 の 中 で 、 こ れ ら を 含 め て 授

業 設 計 す る こ と が 重 要 で あ る こ と を 示 唆 で き た 。
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5 . 3 　 授 業 の 実 施

　 こ こ ま で 、 生 成 さ れ た 到 達 項 目 や 下 位 項 目 に 関 し て 、 領 域 間 や カ

テ ゴ リ ー 間 、 学 年 間 等 に お け る 考 察 を 行 っ て き た が 、 本 節 で は 、 生

成 さ れ た 到 達 項 目 や 下 位 項 目 を も と に 授 業 実 施 が ど の よ う に 行 わ れ

た の か 、 検 討 す る 。 単 元 名 は 、 第 ６ 学 年 「 ５ 年 生 に 伝 え よ う ！ 宿 泊

学 習 パ ン フ レ ッ ト づ く り 」 で あ る 。 授 業 者 （ 教 師 R ） は 、 教 職 経 験 ６

年 目 の 教 師 で あ る 。 特 に 国 語 科 を 専 門 に 実 践 研 究 を し て い な い 。 単

元 計 画 は 、 表 5 - 6 の 通 り で あ る 。

表 5 - 6 　 教 師 R が 作 成 し た パ ン フ レ ッ ト づ く り の 単 元 計 画

学　習　内　容学　習　内　容 評価規準

第一次①

見 通 し を

もつ

１．学習の見通しをもつ

・教材文全体を通読し、パンフレット

についてのイメージをもつ。

・教師からの依頼で、来年度同じ合宿

先に行く予定の５年生に向けて、合宿

の楽しさを伝えるパンフレットを作る

という目的をもつ。

・活動内容と学習時間についての見通

しをもつ。

・単元の見通しを持ち、パンフレットづくり

への意欲を持つ。（関心意欲態度）

・教科書のパンフレットの例を見ながら、パ

ンフレットはどのようなものか、おおよそ理

解している。（書くこと）

第二次②

パ ン フ レ

ッ ト を 研

究する

１．パンフレットを研究する

・地元の私立中学校の学校案内を対象

にして、色づかい、構成、キャッチコ

ピーなどの工夫についてグループで調

べる。

・グループで調べた結果をもとに、工

夫の意図や効果などについて話し合っ

て明らかにする。

２．良いパンフレットの条件を考える

・良いパンフレットとは、どのような

ものか全体で共通理解する。

・色づかい、レイアウト、写真と文章の関係

などのパンフレットの工夫や用語の意味を理

解している。（見ること）

・パンフレットの工夫とその意図や効果につ

いて、グループで意見を出し合い、考えるこ

とができる。(見ること)

・良い（相手に伝えたいことが伝わりやす

い）パンフレットの条件を理解している。

（見ること）
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第三次④

手 作 業 で

パ ン フ レ

ッ ト 作 り

の 準 備 を

行う

１．目次を作成する

・個人でどのような内容をどのような

順で伝えるパンフレットにするのか目

次を作成する。

・グループで１冊のパンフレットを作

るために目次を１つにまとめる。

２．３．ラフスケッチを描く

・グループ内で分担して、各ページの

ラフスケッチを描く。

・表紙と各ページに適切なキャッチコ

ピーを考える。

・紙面に使う写真を、多くの中から選

び、グループ内で検討する。

４．ラフスケッチをグループで見直し

て、修正を行う

・統一感がとれているのか、視線に無

理はないかグループ内で検討する。

・伝えたいことがらをどのような順で伝える

と、より伝わりやすいのかを考えて、目次を

作成することができる。(書くこと)

・強調したい点（メイン画像）や読み手の視

線の流れなどを考えて、ラフスケッチを描く

ことができる。（見せること・つくること）

・材料をもとに必要な文章を書いている。

（書くこと）

・伝えたい内容に合う写真を根拠にもとづい

て選び、グループで検討することができる。

（	 見せること・	 つくること）

・伝えたいことがらが伝わるように文章の書

き方、順序、レイアウトなどを工夫すること

ができる。（書くこと）（	 見せること・	 つ

くること）
第四次④

コ ン ピ ュ

ー タ を つ

か っ て パ

ン フ レ ッ

ト を 制 作

する

１．２．コンピュータを使って紙面を

作成する

・グループ内で分担を決めて、一人1

ページ以上制作を行う。

３．紙面を見直す

・紙面ができあがったら印刷を行い、

伝えたい事柄と写真の関係をグループ

内で見直す。

４．見直しを反映させ仕上げる

・効果を考えながら、イラストや吹き

出し、強調など手書きで行い、パンフ

レットを完成させる。

・ラフスケッチをもとに５年生に伝えること

を意識して、制作することができる（書くこ

と）

・パンフレット研究により得られた良いガイ

ドブックの条件を根拠として、制作中のパン

フレットを見直すことができる。（見せるこ

と・つくること）

・写真の枠や吹き出しなどの効果を意識し

て、パンフレットを完成させる。（書くこ

と）

第五次②

評 価 を 行

い 、 学 習

を ふ り 返

る

１．相互評価を行う

・学級内で相互評価を行う。

２．実際の５年生から評価をもらう

・５年生からの評価をもらい、評価内

容についてふりかえりを行う。

・学習のまとめを行う。

・紙面の構成の工夫について、学習で得られ

た知見をもとに評価している。（書くこと）

・文章内容と写真の関係を評価している。

（見ること）

　 三 領 域 の 評 価 規 準 に 加 え て 、 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る

こ と 」 領 域 の 到 達 項 目 及 び 下 位 項 目 を 参 照 し た 理 由 に つ い て 、 実 践

者 （ 教 師 R ） へ の 聞 き 取 り 調 査 で 以 下 の よ う に 回 答 し た 。
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　 ・ 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の 到 達 項 目 が な け

　 　 れ ば 、 そ も そ も 写 真 と 文 章 の 関 係 を 見 直 す と い う 授 業 は し な

　 　 い と 思 い ま す 。 と 同 時 に 、 他 単 元 で も 写 真 と 文 章 と の 関 係 を

　 　 考 え さ せ た い と 思 っ て い ま し た 。

　 ・ た だ 、 そ の よ う な 中 で も 本 時 を 実 施 す る と な る と 「 B 書 く こ

　 　 と 」 の 領 域 で す る 他 あ り ま せ ん 。 学 習 指 導 要 領 の 「 B 書 く こ

　 　 と 」 （ ２ ） 内 容 ウ 「 事 実 と 感 想 , 意 見 な ど と を 区 別 す る と と

	 	 	 も に , 目 的 や 意 図 に 応 じ て 簡 単 に 書 い た り 詳 し く 書 い た り す

	 	 	 る こ と 。 」 及 び エ 「 引 用 し た り , 図 表 や グ ラ フ な ど を 用 い た

	 	 	 り し て , 自 分 の 考 え が 伝 わ る よ う に 書 く こ と 。 」 の ２ つ の 範

	 	 	 疇 で 実 践 を 行 う し か な い と 考 え ま す 。

　 ・ し か し 、 ウ は 本 時 の よ う に 、 文 章 と 写 真 の 関 係 を 見 直 す の で

　 　 は な く 、 文 章 だ け に 限 っ た 内 容 で す 。 一 方 で 、 エ は ど の よ う

　 　 な 図 表 を 持 ち 入 れ ば 自 分 の 考 え が 伝 わ り や す い か と い う こ と

　 　 を 検 討 す る 内 容 で す 。 し た が っ て 、 本 時 の よ う に 文 章 と 写 真

　 　 の 関 係 を 見 直 し 、 か つ 両 者 の 適 な 関 係 を 追 求 す る こ と は 、

　 　 「 B 　 書 く こ と 」 領 域 で は 補 い き れ ま せ ん 。 だ か ら 「 見 る こ

　 　 と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の 到 達 項 目 （ 目 標 ） が 必 要

　 　 に な り ま す 。

　 こ の よ う に 、 「 本 単 元 に お い て 、 パ ン フ レ ッ ト を 制 作 す る で あ る

か ら 、 文 章 の 表 現 に と ど ま ら ず 写 真 と の 関 係 を 児 童 に 考 え さ せ た

い 」 「 し か し 、 学 習 指 導 要 領 上 の 書 く こ と 領 域 で は 具 体 的 な 指 導 指

標 が な い 」 「 そ こ で 、 本 研 究 の 指 導 指 標 を 活 用 し た い 」 と い う 授 業

者 の 意 向 が 見 て と れ る 。 こ の こ と は 、 第 三 次 で 、 伝 え た い こ と が 伝

わ る 観 点 と し て レ イ ア ウ ト を 入 れ て い る こ と 、 第 四 次 で 、 写 真 の 枠

や 吹 き 出 し な ど の 効 果 を 意 識 さ せ る こ と 、 第 五 次 で 、 紙 面 の 構 成 に

つ い て 評 価 さ せ る こ と な ど 、 単 元 計 画 に そ の 意 向 が 反 映 し て い る 。
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　 以 下 は 、 第 四 次 第 ３ 時 「 紙 面 を 見 直 す 」 に 関 す る 教 師 R の 指 導 案 で

あ る 。

（ 1 ） 題 目 　 パ ン フ レ ッ ト を 見 直 そ う ！ ～ 文 章 だ け で は な く 写 真 と 文

章 の 関 係 に 着 目 し て ～

（ 2 ） 本 時 の ね ら い 　 伝 え た い こ と が ら が 伝 わ る よ う な 写 真 と 文 章 の

関 係 を 見 直 す こ と が で き る 。

（ 3 ） 学 習 過 程

学習活動 時 児童の意識の流れと主な発問、指示 指導◇評価◎

１．課題をつ

かむ

２．例示した

パンフレット

の課題を明ら

かにする

３．グループ

のパンフレッ

トの課題を見

つけ改善案を

考える

４．伝えたい

ことがらを伝

えるためのポ

イントをまと

める。

5

15

15

10

○伝えたいことがらが伝わるようなパンフレットが

できつつあるかな。今回は印刷までできているか

ら、写真と文章について見直そう。

＜写真と文章のそれぞれの良さをいかすには？＞

・考えるときのよりどころは良いパンフレットの条

件だけど・・。

○例えばこのパンフレットの文章はどうかな。

・文章は、事実や感想をくわしく書いたり、説明し

たりすることに向いているね。

○次に写真はどうかな。

・活動のワンシーンだね。どんな活動なのか分かる

ね。

・よく分かるけどルーズの写真よりも楽しさがもっ

と伝わるようにアップの写真の方がよいと思うな。

・写真と文章は互いに助け合う関係だと良さそうだ

ね。

○自分たちのパンフレットを見直そう。

・写真を変えた方がいいかな。いや文章の方を変え

ようか。だとすれば、「…」に変えてみようか。

・写真はアップばかりでもルーズばかりでもだめだ

な。

・よし、PCで修正していよいよ完成だ。

◇観点を理解で

きるように分か

りやすい例を用

意する。

◎見直しの観点

を理解してい

る。（発言）

◇書き込みなが

ら検討できるよ

うにフィルム付

きボードを活用

する。

◎伝えたいこと

がらが伝わるよ

うに写真と文章

の関係を見直し

ている。（発

言・行動、ノー

ト）
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　 本 時 授 業 で は 、 「 伝 え た い こ と が ら が 伝 わ る よ う に 写 真 と 文 章 の

関 係 を 見 直 す こ と 」 を 授 業 の ね ら い と し て い る 。 実 践 者 （ 教 師 R ） に

よ る と 、 こ れ は 高 学 年 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 カ テ ゴ リ ー C 「 配

列 」 、 到 達 項 目 「 使 用 す る 素 材 ・ 資 料 や 伝 え る 相 手 を 考 慮 し な が

ら 、 全 体 の 構 成 を 考 え る こ と 」 、 下 位 項 目 「 C - 3 伝 え た い 相 手 や 内

容 な ど と い っ た 条 件 を 意 識 し て 資 料 提 示 方 法 を 検 討 す る 」 を 受 け て

作 成 し た ね ら い で あ る 。

　 授 業 で は 、 教 師 ・ 児 童 双 方 に 、 以 下 の 指 示 や 発 言 等 が 授 業 記 録 か

ら 見 ら れ た 。

　 教 師 は 、 本 時 案 ２ の と こ ろ で 、 「 パ ン フ レ ッ ト は 相 手 に 伝 え る も

の だ 」 い う こ と を 再 確 認 す る 指 示 を 行 っ た 。 ま た 、 本 時 案 ３ の 開 始

時 に 、 「 写 真 に つ い て は ど う ？ ぴ っ た り 来 て る ？ 」 と い う 確 認 を 行

う 。 グ ル ー プ で の パ ン フ レ ッ ト の 課 題 を 見 つ け る 改 善 案 の 話 し 合 い

に な っ た 時 点 で 、 「 今 す べ き こ と は 、 写 真 が こ れ で 本 当 に い い の

か 、 文 章 が こ れ で い い の か を 考 え る こ と だ よ 」 と い う 助 言 に 対 し

て 、 「 こ の 文 章 な ら 代 わ り に （ ○ ○ な ） 写 真 を 使 っ た 方 が い い ね 」

（ 児 童 ） と い う つ ぶ や き が あ っ た り 、 「 文 章 を 読 み 返 し て み て 、 一

番 伝 え た い こ と は 何 ？ 」 （ 教 師 ） と い う 質 問 に 対 し て 、 「 こ の 文 章

を 読 む と 伝 え た い こ と は こ の こ と で し ょ 。 写 真 も 合 っ て い る ね 。 で

も 文 章 の つ た え た い こ と が 2 段 落 目 に 来 て い る か ら 1 段 落 目 に し よ う

よ 。 そ う し た ら 写 真 の 内 容 と 文 章 が ぴ っ た り 合 う よ 。 」 「 こ の 順 で

読 ん で い く か ら こ こ は ル ー ズ が 続 く か ら 、 ア ッ プ 写 真 の 方 が い い ん

じ ゃ な い ？ 」 （ 児 童 ） と い う 発 言 が 見 ら れ た 。

　 教 師 が 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の 視 点 を 示 す こ

と で 、 学 習 活 動 の 中 で 児 童 が そ れ を 意 識 し た 活 動 を 行 う よ う に な っ

て く る 。

　 以 上 の よ う に 、 特 定 の 到 達 項 目 お よ び 下 位 項 目 を 意 識 し た 授 業 実

施 に よ り 、 文 章 の 検 討 の み に 終 わ ら な い パ ン フ レ ッ ト で 構 成 さ れ て

い る 写 真 や 文 章 の 関 係 に 迫 る こ と が で き た 。 教 師 R が 聞 き 取 り 調 査 で

述 べ て い る よ う に 、 従 来 の 「 書 く こ と 」 領 域 の 内 容 を 踏 ま え た 上
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で 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 項 目 を 意 識 し た こ と で 、 児

童 の 意 識 に も 変 容 が 見 ら れ た も の と 思 わ れ る 。

図 5 - 3 　 授 業 の 様 子

5 . 4 　 日 本 と 韓 国 の 国 語 科 で の 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 の 評 価 項

目 の 比 較

　 本 研 究 で 生 成 さ れ た 到 達 項 目 や 下 位 項 目 は 、 あ く ま で も 日 本 の 学

習 指 導 要 領 に 準 拠 し た 教 科 書 を 使 う 教 師 の 指 導 指 標 と し て 考 え て い

る も の で あ る 。 第 ３ 章 で の 三 国 （ オ ー ス ト ラ リ ア 、 英 国 、 フ ィ ン ラ

ン ド ） は 、 国 語 科 に 映 像 メ デ ィ ア を 取 り 入 れ る こ と に 関 し て は 、 先

進 的 な 取 組 を 行 っ て い た が 、 そ れ が そ の ま ま 日 本 の 国 語 科 教 育 に 応

用 で き な い こ と は 前 述 し た 通 り で あ る 。 特 に 、 複 数 の 教 科 書 を 学 校

や 教 師 が 自 由 に 複 数 教 科 書 を 教 師 が 選 択 で き る シ ス テ ム は 日 本 と は

大 き く 異 な る 。

　 で は 、 国 内 で 同 一 の 教 科 書 を 使 用 し て い る 国 で は ど う で あ ろ う

か 。 本 研 究 の 指 導 指 標 が 、 あ る 程 度 適 用 で き る の で あ れ ば 、 指 標 は

広 く 活 用 で き る こ と に な り 、 ま た 、 相 違 点 が あ れ ば 、 そ れ は 知 見 と

し て 参 考 に で き る と 考 え た 。 そ こ で 、 初 等 教 育 で は 国 定 教 科 書 で あ

る 韓 国 を 例 に 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 の 到 達 目 標 の 範 疇 で お さ

ま る か ど う か に つ い て 検 証 し つ つ 、 日 本 と 韓 国 の 国 語 科 授 業 に お い

て ど の よ う な 共 通 点 や 相 違 点 が あ る か 比 較 考 察 を 行 う 。

5 . 4 . 1 　 問 題 の 所 在

　 韓 国 で は 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 の 育 成 に つ い て 、 「 生 活 を

お び や か す も の か ら 守 る 方 法 を 学 ぶ 」 「 メ デ ィ ア の 内 容 を 理 解 し 解
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釈 す る 」 「 何 が 良 い も の で 、 何 が 悪 い も の な の か 判 断 で き る 」 「 そ

れ ら に 基 づ い て 、 制 作 す る 」 な ど を 視 野 に 入 れ 、 授 業 を 設 計 し て い

く こ と の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る （ K W O N 　 2 0 0 5 ） 。

　 し か し 、 韓 国 の 国 語 科 に お い て 、 教 科 書 に は 映 像 メ デ ィ ア の 理 解

や 表 現 に つ い て の 表 記 は あ る 程 度 あ る も の の 、 国 の 指 導 要 領 に は 明

確 に 示 さ れ て い な い こ と に 加 え 、 そ の よ う な 学 習 に 関 す る 教 員 研 修

な ど も な い た め 、 具 体 的 な 指 導 が 難 し い の が 現 状 で あ る 。 こ の よ う

な 状 況 は 、 日 本 と 類 似 し て い る 。

	 	 そ こ で 、 本 節 で は 、 本 研 究 に お い て 生 成 し た 国 語 科 の 映 像 メ デ ィ

ア の 理 解 と 表 現 領 域 の カ テ ゴ リ ー と 到 達 項 目 が 国 を 超 え て 対 応 可 能

か ど う か の 検 証 を 行 う 。 さ ら に 、 日 本 と 韓 国 の 国 語 科 授 業 に お い

て 、 ど の よ う な 共 通 点 や 相 違 点 が あ る か 比 較 考 察 を 行 う 。

5 . 4 . 2 　 方 法

　 本 研 究 で は 、 日 本 側 で 、 指 導 案 か ら 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 領

域 （ 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 ） の 評 価 規 準 を 抽 出

し 、 ラ ベ ル 名 を 付 与 し て カ テ ゴ ラ イ ズ を 行 い 、 到 達 項 目 を 抽 出 し

た 。 こ こ で 生 成 さ れ た カ テ ゴ リ ー 、 到 達 項 目 、 下 位 項 目 を も と に 、

韓 国 側 で 作 成 さ れ た 指 導 案 の 毎 時 間 の 評 価 規 準 を 日 本 側 の 下 位 項 目

と 対 応 さ せ 、 比 較 検 討 を 行 っ た 。

　 本 研 究 で 生 成 さ れ た カ テ ゴ リ ー 、 到 達 項 目 、 下 位 項 目 に 、 韓 国 側

で 作 成 さ れ た 指 導 案 の 評 価 規 準 を 対 応 さ せ る 。 韓 国 側 の 指 導 案 は 、

各 時 間 ご と に 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 評 価

規 準 が 各 １ つ ず つ 示 さ れ て お り 、 単 元 レ ベ ル で 各 時 間 の 評 価 規 準 を

ほ ぼ 抽 出 し て い る 日 本 側 の 指 導 案 と ほ ぼ 対 応 し た 。 な お 、 韓 国 の 指

導 案 作 成 に あ た っ た ３ 名 は 、 全 員 、 教 員 歴 1 ２ 年 以 上 で 校 内 の リ ー ダ

的 な 役 割 を 持 ち 、 メ デ ィ ア 活 用 に も 堪 能 な ベ テ ラ ン 教 師 で あ る 。

5 . 4 . 3 　 結 果 と 考 察
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　 韓 国 側 の 指 導 案 の 評 価 規 準 の 総 数 は 、 １ ２ 時 間 分 で あ っ た 。 こ れ

は 、 第 １ 学 年 及 び 第 ２ 学 年 ： ３ 時 間 分 （ １ 単 元 ） 、 第 ３ 学 年 及 び 第

４ 学 年 ： ３ 時 間 分 （ １ 単 元 ） 、 第 ５ 学 年 及 び 第 ６ 学 年 ： ６ 時 間 分

（ １ 単 元 ） で あ る 。

◯ カ テ ゴ リ ー と 評 価 規 準 の 比 較

　 日 本 側 で 想 定 し た カ テ ゴ リ ー の 範 囲 に 該 当 し た 指 導 案 の 評 価 規 準

は 1 1 、 該 当 し な か っ た 指 導 案 の 評 価 規 準 は １ 項 目 で あ っ た 。 該 当 し

な か っ た 指 導 案 の 評 価 規 準 は 、 第 １ 学 年 及 び 第 ２ 学 年 指 導 案 番 号 ２

− １ 「 見 る こ と 」 の 「 カ テ ゴ リ ー 　 C 　 表 現 の 効 果 の 分 析 」 の

「 C - 1 ） 動 画 を 見 て 、 表 現 し た い 言 葉 を 探 せ る 」 だ っ た 。

　 評 価 規 準 レ ベ ル で 見 て い く と 、 相 違 点 は 、 第 １ 学 年 及 び 第 ２ 学 年

で 特 に 顕 著 で あ る 。 主 な こ と は 以 下 の 通 り で あ る 。

　 ・ 低 学 年 で も 動 画 を 視 聴 す る こ と が 学 習 活 動 に 入 っ て い る 。

　 ・ 低 学 年 で は 、 日 本 で は 到 達 項 目 と し て 存 在 し な い 表 現 の 効 果

　 　 に つ い て 求 め て い る 。

　 ・ 低 学 年 に お い て 、 自 己 の 表 現 に つ い て 自 己 評 価 さ せ て い る

　 　 （ 韓 国 第 １ 学 年 及 び 第 ２ 学 年 指 導 案 番 号 ２ − ３ ） 。 こ れ は 日

　 　 本 側 で 用 意 し た 下 位 項 目 で は 、 第 ３ 学 年 及 び 第 ４ 学 年 の 「 見

　 　 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の E - 1 ） に あ た る 。

　 こ れ ら は 、 日 本 側 で は 見 ら れ な い 。 日 本 側 で 想 定 さ れ て い る 学 習

は 、 絵 や 写 真 を 組 み 合 わ せ て 制 作 し た り 、 制 作 す る た め に 本 物 を 比

較 検 討 し た り す る 学 習 で あ る 。 そ の た め 「 見 る こ と 」 の 中 に は 、 あ

ま り 動 画 （ ア ニ メ や ニ ュ ー ス 番 組 ） の 教 材 を 想 定 し て い な い 。 特 に

低 学 年 で は 、 下 位 項 目 を 抽 出 す る 際 に そ れ ら は 入 っ て い な い の で 、

「 身 振 り 、 表 情 」 と い っ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け る 非 言 語 的 表

現 の 重 要 性 を 認 識 す る よ う な 学 習 は な い 。 韓 国 に お い て は 、 ３ 歳 く
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ら い か ら ス マ ー ト フ ォ ン な ど の 情 報 端 末 に 触 れ る こ と が 多 く 、 動 画

を 教 材 と し て 扱 う こ と に 対 す る 抵 抗 感 は 少 な い と 考 え ら れ る 。

◯ 「 メ デ ィ ア の 特 性 の 理 解 」 の 重 視 の 比 較

　 韓 国 側 の 第 ５ 学 年 及 び 第 ６ 学 年 の 指 導 案 の 評 価 規 準 ６ の う ち 、

「 見 る こ と 」 の カ テ ゴ リ ー 「 メ デ ィ ア の 特 性 の 理 解 」 に ４ 項 目 該 当

し た 。 ま た 、 第 ３ 学 年 及 び 第 ４ 学 年 で も １ 項 目 該 当 し て い る 。 全 体

の 数 は 少 な い な が ら も 、 抽 出 さ れ た 評 価 規 準 全 体 の 4 2 % を 占 め る こ

と に な る 。 日 本 側 で は 、 「 メ デ ィ ア の 特 性 の 理 解 」 は 第 ３ 学 年 及 び

第 ４ 学 年 は ４ 項 目 、 第 ５ 学 年 及 び 第 ６ 学 年 は ３ 項 目 と な り 、 抽 出 さ

れ た 中 学 年 と 高 学 年 の 評 価 規 準 全 体 2 0 1 項 目 の 3 . 5 ％ に す ぎ な い 。

　 特 に 、 第 ５ 学 年 及 び 第 ６ 学 年 で は 、 韓 国 側 の 「 メ デ ィ ア の 特 性 の

理 解 」 へ の 重 視 傾 向 が み て と れ る 。 例 え ば 、 韓 国 側 第 ５ 学 年 及 び 第

６ 学 年 の 指 導 案 で は 、 日 本 側 で 確 定 し た カ テ ゴ リ ー の 範 疇 で は あ る

が 、 下 位 項 目 を 新 設 し た （ 日 本 側 が 想 定 し た 下 位 項 目 に 該 当 し な

い ） も の が 評 価 規 準 ６ 項 目 の う ち 、 ４ 項 目 （ 「 見 る こ と 」 の 「 D 　 メ

デ ィ ア の 特 性 の 理 解 」 ２ 項 目 、 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の 「 C 　

配 列 」 １ 項 目 、 「 D 　 評 価 」 １ 項 目 ） に わ た っ て 生 成 さ れ た 。

　 「 ニ ュ ー ス の 報 道 基 準 を 知 る 」 「 ニ ュ ー ス の 制 作 過 程 を 知 る 」 な

ど は 、 日 本 側 の 下 位 項 目 に は 存 在 し な い 。 こ の こ と は 、 「 問 題 の 所

在 」 で 前 述 し た よ う に 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 の 育 成 に つ い

て 、 「 生 活 を お び や か す も の か ら 守 る 方 法 を 学 ぶ 」 「 メ デ ィ ア の 内

容 を 理 解 し 解 釈 す る 」 「 何 が 良 い も の で 、 何 が 悪 い も の な の か 判 断

で き る 」 「 そ れ ら に 基 づ い て 、 制 作 す る 」 に 着 目 し 、 授 業 を 設 計 し

て い く こ と の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る こ と に 起 因 す る と 思 わ れ る 。

「 ニ ュ ー ス の 報 道 基 準 を 知 る 」 「 ニ ュ ー ス の 制 作 過 程 を 知 る 」 な ど

は 、 日 本 で は 、 国 語 科 で は な く 、 社 会 科 で の 学 習 内 容 と な る 。 例 え

ば 、 社 会 科 第 ５ 学 年 学 習 指 導 要 領 の 内 容 に 、 以 下 の よ う な 表 記 が あ

る 。
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　 　 （ 4 ） 　 我 が 国 の 情 報 産 業 や 情 報 化 し た 社 会 の 様 子 に つ い

　 　 　 て , 次 の こ と を 調 査 し た り 資 料 を 活 用 し た り し て 調 べ ，

　 　 　 情 報 化 の 進 展 は 国 民 の 生 活 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ し て い る

　 　 　 こ と や 情 報 の 有 効 な 活 用 が 大 切 で あ る こ と を 考 え る よ う

　 　 　 に す る 。

　 　 　 　 ア 　 放 送 ， 新 聞 な ど の 産 業 と 国 民 生 活 と の か か わ り

　 　 　 　 イ 　 情 報 化 し た 社 会 の 様 子 と 国 民 生 活 と の か か わ り

　 こ の よ う に 、 教 科 で 扱 う 学 習 内 容 の ち が い そ の も の が 、 異 な る 下

位 項 目 と な っ て 生 成 さ れ た と 考 え る 。

◯ 「 見 る こ と 」 領 域 と 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 単 元 で の

推 移

　 韓 国 側 第 １ 学 年 及 び 第 ２ 学 年 、 第 ５ 学 年 及 び 第 ６ 学 年 の 単 元 で

は 、 前 半 に 「 見 る こ と 」 の 活 動 が あ り 、 そ れ を 経 て 、 後 半 で 「 見 せ

る こ と ・ つ く る こ と 」 の 活 動 が あ る 。 こ れ は 多 く の 日 本 側 の 指 導 案

に も 共 通 に 見 ら れ る 単 元 の 流 れ で あ る 。

　 ま た 、 韓 国 側 の 同 じ 第 ２ 学 年 の 単 元 「 興 味 が わ く わ く 」 で は 、

「 ア ニ メ 映 画 を 観 て 自 分 の 気 持 ち を 伝 え る こ と が で き る 」 （ 韓 国 第

１ 学 年 及 び 第 ２ 学 年 指 導 案 番 号 ２ − １ ） 、 「 表 現 さ れ て い る 言 葉 の ち

が い を 適 切 に 説 明 す る こ と が で き る 」 （ 韓 国 第 １ 学 年 及 び 第 ２ 学 年

指 導 案 番 号 ２ − ２ ） と い う 読 み 取 り を 評 価 規 準 と し た 学 習 を 経 て 、

「 ア ニ メ 映 画 を 観 て 、 人 物 の 台 詞 を 情 景 に 合 わ せ て 表 現 す る こ と が

で き る 」 （ 韓 国 第 １ 学 年 及 び 第 ２ 学 年 指 導 案 番 号 ２ − ３ ） と い う よ う

に 、 表 現 活 動 を 評 価 規 準 と し た 学 習 に 至 る 。

5 . 4 . 4 　 課 題

　 以 上 の よ う に 、 カ テ ゴ リ ー や 到 達 項 目 と い う 国 語 科 の 「 見 る こ

と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の 大 き な 枠 組 み で は 、 両 国 で 共 通

に 活 用 で き る こ と が 明 ら か に な っ た 。 し か し 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解

　

81



と 表 現 の 比 重 、 扱 う 内 容 の 相 違 な ど も あ り 、 韓 国 に 合 わ せ た 下 位 項

目 の 設 定 を 今 後 検 討 す る と 、 国 語 科 授 業 で よ り 活 用 可 能 な 到 達 項 目

お よ び 下 位 項 目 を 提 供 で き る も の と 思 わ れ る 。

　 本 項 の 今 後 の 課 題 と し て は 、 ２ つ あ げ ら れ る 。

　 １ つ 目 は 、 「 本 検 証 で 取 り 入 れ ら れ な か っ た 他 学 年 や 他 教 材 （ 韓

国 側 ） の 指 導 案 の 検 討 」 で あ る 。 本 研 究 で の 比 較 検 討 は 、 韓 国 側 に

お い て は 、 ３ 単 元 （ １ ２ コ マ 分 ） の み で あ っ た 。 今 後 、 全 学 年 及 び

他 教 材 に つ い て の 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 の 比 較

検 討 を 行 っ て い く 必 要 が あ る と 考 え る 。 と 同 時 に 、 本 研 究 で ３ 名 の

教 師 に よ る 指 導 案 の 作 成 を 行 っ た が 、 も っ と 多 く の 教 師 に 作 成 し て

も ら う こ と も 検 討 し た い 。

　 ２ つ 目 は 、 「 領 域 に つ い て の 提 言 」 と い う こ と で あ る 。

　 韓 国 に は 、 い わ ゆ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の よ う に 、 自 分 の 考 え を

伝 え る と き に 映 像 メ ッ セ ー ジ を そ え て 行 う よ う な 学 習 活 動 は 国 語 科

の 中 に 含 ま れ て は い な い 。 む し ろ 、 各 教 科 で プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 等

を 扱 っ て い る 。

　 一 方 、 日 本 で は 、 本 研 究 の 対 象 教 科 書 の 中 に 、 例 え ば 複 数 の 学 年

に お い て 、 資 料 を 示 し な が ら に 発 表 す る 学 習 活 動 が 入 っ て い る 。 ま

た 、 学 習 指 導 要 領 で も 、 各 学 年 の 「 A 話 す こ と ・ 聴 く こ と 」 の 言 語 活

動 例 で は 「 資 料 を 提 示 し な が ら 説 明 や 報 告 を し た り 、 そ れ ら を 聞 い

て 助 言 や 提 案 を し た り す る こ と 。 」 （ 第 ５ 学 年 及 び 第 ６ 学 年 ア ） 、

「 図 表 や 絵 、 写 真 な ど か ら 読 み 取 っ た こ と を 基 に 話 し た り 、 聞 い た

り す る こ と 。 」 （ 第 ３ 学 年 及 び 第 ４ 学 年 ウ ） と 表 記 さ れ て い る 。

　 韓 国 で は 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 の 育 成 と 語 学 教 育 は 明 確 に

分 か れ て お り 、 こ れ を 国 語 科 教 育 の 中 で 総 合 的 に 扱 う の は 難 し い 。

日 本 に お い て も 、 文 学 教 材 の 読 み な ど を 重 視 す る 傾 向 は 今 だ に あ

り 、 そ の よ う な 意 味 に お い て も 、 本 研 究 の よ う に 、 「 見 せ る こ と ・

つ く る こ と 」 に つ い て の 能 力 評 価 を さ ら に 整 理 す る こ と が 重 要 だ と

考 え る 。
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第 ６ 章 　 本 研 究 の 成 果 ・ 課 題 ・ 展 望

6 . 1 　 本 研 究 の 成 果

　 こ れ ま で 述 べ て き た よ う に 、 国 語 科 に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 扱 い

は 増 え て い る が 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 や 表 現 の 授 業 設 計 時 の 教 師 の

工 夫 や 配 慮 点 に つ い て 意 識 化 で き る よ う な 体 系 的 な 整 理 は さ れ て こ

な か っ た 。

　 そ こ で 本 研 究 で は 、 定 性 的 な 分 析 を 通 し て 、 こ れ ま で 明 ら か に な

っ て い な か っ た 国 語 科 に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 す る

指 導 指 標 の 生 成 を 試 み て き た 。 学 習 指 導 要 領 を よ り 具 体 化 さ せ た 指

導 案 を 作 成 し 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 が 国 語 科 教 育 の ね ら い の

範 疇 と し て 考 え ら れ る 評 価 規 準 を 抽 出 し 、 さ ら に 関 連 性 ・ 系 統 性 が

整 理 さ れ た 全 体 の 枠 組 み を 作 成 す る こ と が で き た 。

　 ま た 、 同 じ 単 元 で 学 習 活 動 が 明 ら か に 異 な る 授 業 か ら の 評 価 規 準

の 抽 出 と 、 経 験 年 数 の ち が う 教 師 に よ る 評 価 規 準 の 抽 出 と い う ２ つ

の 方 法 で 、 カ テ ゴ リ ー お よ び 到 達 項 目 に つ い て の 妥 当 性 を 検 証 す る

こ と が で き た 。 さ ら に 、 授 業 実 施 を 含 め 、 カ テ ゴ リ ー ・ 学 年 ブ ロ ッ

ク ・ 領 域 間 の 比 較 、 学 習 指 導 要 領 の 国 語 三 領 域 と の 関 係 性 に つ い て

の 考 察 を 行 っ た 。

　 以 上 の よ う に 、 各 領 域 の 到 達 項 目 に つ い て カ テ ゴ リ ー 化 し 、 指 導

指 標 を 生 成 、 整 理 す る こ と で 、 授 業 設 計 の た め の 指 針 を 提 供 す る こ

と が で き た 。

　 本 研 究 に お け る 意 義 は 以 下 の 通 り で あ る 。

　 ま ず 、 現 行 の 国 語 科 の 領 域 （ 「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 「 書 く こ

と 」 「 読 む こ と 」 ） を 生 か し つ つ 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関

す る 視 点 （ 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 ） を 明 確 に し

た こ と で あ る 。 学 習 指 導 要 領 に 準 拠 し た 教 科 書 を 使 い 、 そ の 内 容 に

そ く し た 指 導 案 か ら 評 価 規 準 を 抽 出 し 、 到 達 項 目 を 生 成 し た こ と

で 、 一 般 教 員 の 活 用 を 担 保 し た 。
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　 次 に 、 こ れ ら 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 に 関 す る 到 達 項 目 の 系 統

性 を 明 ら か に し 、 そ れ に 合 わ せ た 下 位 項 目 も 生 成 し た こ と で あ る 。

現 行 の 三 領 域 の 指 導 事 項 に 対 応 し て い る た め に 、 活 用 す る 教 員 は 、

「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 と 「 話 す こ と ・ 聞 く こ

と 」 「 書 く こ と 」 「 読 む こ と 」 を 対 比 し な が ら 、 授 業 設 計 を 行 う こ

と が で き る 。

6 . 2 　 本 研 究 の 課 題

6 . 2 . 1 　 カ テ ゴ リ ー お よ び 到 達 項 目 の 検 証 の 限 界

　 映 像 メ デ ィ ア に お け る 理 解 ・ 表 現 に 関 す る 「 見 る こ と 」 「 見 せ る

こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 関 係 性 と 段 階 性 の 検 討 は 、 「 話 す こ と ・

聞 く こ と 」 「 書 く こ と 」 「 読 む こ と 」 の 国 語 科 三 領 域 を も と に 作 成

さ れ る 教 科 書 の 題 材 次 第 で 、 新 た な 項 目 の 追 加 や 修 正 が 必 要 に な る

可 能 性 が あ る 。 こ れ ま で 述 べ て き た よ う に 、 国 語 科 教 科 書 に お い

て 、 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 を も と に 題 材 が

選 定 さ れ る わ け で は な い 。 そ の た め に 、 現 行 の 教 科 書 掲 載 の 題 材 で

は 、 十 分 に 検 討 し て き た 到 達 項 目 で あ る が 、 さ ら に 「 見 る こ と 」

「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 に 特 化 す る 内 容 も 増 え て く る こ と

も 推 測 さ れ る 。

　 例 え ば 、 紙 面 で 伝 え る 学 習 活 動 に 関 す る 記 述 で は 、 「 報 告 書 」

「 観 察 記 録 文 」 「 調 査 報 告 文 」 「 新 聞 」 「 図 鑑 」 「 パ ン フ レ ッ ト 」

な ど が 例 示 さ れ て お り 、 こ れ ら が 次 期 学 習 指 導 要 領 に 準 拠 し た 教 科

書 に 多 数 掲 載 さ れ る 可 能 性 も あ る 。 そ う な る と 、 こ れ ら に 重 点 を 置

い た 下 位 項 目 が 新 た に 加 わ る 可 能 性 が あ り 、 今 後 の 到 達 項 目 の 見 直

し が 必 要 に な っ て く る と 思 わ れ る 。

　 本 研 究 で は 、 学 習 指 導 の ね ら い に 関 し て 児 童 の 学 習 状 況 を 具 体 的

に 示 し て い る 評 価 規 準 か ら 積 み 上 げ た カ テ ゴ リ ー お よ び 到 達 項 目

は 、 現 行 の 三 領 域 の ね ら い や 内 容 と 同 様 に 授 業 設 計 で 活 用 で き る と

考 え て い る 。 し か し 、 カ テ ゴ リ ー お よ び 到 達 項 目 生 成 の 方 法 と し
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て 、 指 導 案 で は な く 教 科 書 の 表 記 か ら 抽 出 す る こ と も 考 え ら れ た 。

そ の 限 界 に つ い て は 、 第 ４ 章 で 述 べ た 通 り で は あ る が 、 戦 後 の 国 語

科 教 科 書 を つ ぶ さ に 取 り 上 げ 、 そ の 経 緯 を ふ ま え 、 指 導 要 領 の 表 記

を 関 連 さ せ な が ら 総 合 的 に 考 察 す る 方 法 を 今 後 検 討 し て い く 必 要 が

あ る 。

6 . 2 . 2 　 中 学 校 国 語 科 と の 連 続 性 の 検 討

　 本 研 究 で は 、 小 学 校 国 語 科 に お け る 映 像 メ デ ィ ア の 理 解 と 表 現 の

指 導 指 標 を 生 成 し た 。 し か し 、 本 研 究 で の 到 達 項 目 や カ テ ゴ リ ー が

中 学 校 で は ど の よ う に 発 展 す る の か 、 小 学 校 高 学 年 と の 関 連 が ど の

よ う に な る の か に つ い て 今 後 検 討 し 、 小 学 校 か ら 中 学 校 へ か け て の

「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 体 系 化 を 進 め る 必

要 が あ る 。

　 学 習 指 導 要 領 で は 、 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 ・ 技 能 を 活 用 し て 課 題

を 探 究 す る こ と の で き る 国 語 の 能 力 を 身 に 付 け さ せ る た め 、 小 学 校

で は 「 日 常 生 活 に 必 要 と さ れ る 記 録 、 説 明 、 報 告 、 紹 介 、 感 想 、 討

論 な ど の 言 語 活 動 」 、 中 学 校 で は 「 社 会 生 活 に 必 要 と さ れ る 発 表 、

討 論 、 解 説 、 論 述 、 鑑 賞 な ど の 言 語 活 動 」 を 具 体 的 に 例 示 し て い

る 。 こ れ ら の 関 連 と 差 異 が 教 科 書 レ ベ ル で ど の よ う に 反 映 さ れ て い

る か を 検 討 の 上 、 本 研 究 の よ う な ア プ ロ ー チ で 中 学 校 の 到 達 目 標 も

明 ら か に す る こ と が 今 後 必 要 で あ る と 考 え る 。

6 . 2 . 3 　 授 業 実 施 に よ る 評 価

　 本 研 究 で は 、 生 成 さ れ た 到 達 項 目 及 び 下 位 項 目 を 活 用 し て 授 業 を

実 施 た 例 は 一 事 例 で あ っ た 。 今 後 、 さ ま ざ ま な 学 年 、 物 語 文 や 説 明

文 、 情 報 活 用 単 元 な ど の 実 施 を 通 し て 、 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ

と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 指 標 の 有 効 性 や 課 題 を 明 ら か に し 、 改 善 を

は か っ て い く 必 要 が あ る 。

6 . 3 　 展 望
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　 本 研 究 で は 、 各 領 域 の 到 達 項 目 に つ い て カ テ ゴ リ ー 化 し 、 到 達 項

目 を 生 成 、 整 理 す る こ と で 、 授 業 設 計 の た め の 指 針 を 提 供 す る こ と

が で き た 。 し か し 、 国 語 科 教 育 に 関 す る 映 像 メ デ ィ ア の 活 用 に は 抵

抗 感 は 根 強 い 。 そ こ で 、 今 後 意 識 化 に 向 け て の 段 階 的 ア プ ロ ー チ と

し て 、 こ れ ら の 領 域 の 教 師 の 意 識 化 や 授 業 設 計 へ の 定 着 ・ 促 進 に つ

い て 、 い っ そ う の 検 討 が 必 要 で あ る 。

6 . 3 . 1 　 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 学 習 内 容

を 実 践 す る た め の 指 針 と し て の テ キ ス ト 教 材 の 開 発

　 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 を 意 識 し て い な い

多 く の 教 師 が こ れ ら を 意 識 し て 授 業 実 践 を デ ザ イ ン す る に は 、 到 達

項 目 が 提 示 さ れ て い る だ け で 1 0 0 ％ の 教 師 が す ぐ に 実 践 に 結 び つ く

と は 限 ら な い 。 そ こ で 、 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」

領 域 の 学 習 内 容 を 実 践 す る た め の さ ら に 詳 細 な 教 材 が 必 要 で あ る と

考 え る 。

　 検 討 案 件 と し て は 、 以 下 の よ う な こ と が 考 え ら れ る 。

　 ・ 指 導 要 領 上 の 三 領 域 （ 「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 「 書 く こ と 」

　 　 「 読 む こ と 」 ） と の 関 連 を 事 例 レ ベ ル で 示 す 必 要 が あ る こ と 。

　 　 特 に 、 三 領 域 の 範 囲 内 に 見 え る 指 導 内 容 に つ い て 、 ど の よ う

　 　 な 意 識 化 が 必 要 な の か 示 す こ と が 重 要 で あ る 。

　 ・ 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 到 達 項 目 を

　 　 達 成 す る よ う な 学 習 場 面 に つ い て 、 各 学 年 の 段 階 を 具 体 的 に

　 　 示 す 必 要 が あ る こ と 。 例 え ば 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン （ 「 見 せ

　 　 る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 ） を 国 語 の 学 習 活 動 で 行 う 場 合 、

　 　 第 ３ 学 年 と 第 ４ 学 年 で は 、 学 習 内 容 や 指 導 上 の 留 意 点 と し て

　 　 何 が ど の よ う に ち が う の か 、 新 聞 制 作 は 中 学 年 と 高 学 年 で は

　 　 学 習 活 動 や 評 価 規 準 と し て 何 が ど の よ う に ち が う の か 、 な ど

　 　 で あ る 。

　 ・ 説 明 文 教 材 、 物 語 文 教 材 、 情 報 活 用 単 元 （ 言 語 活 動 ） の す べ
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　 　 て に お い て 、 各 学 年 別 に 事 例 を 示 す 必 要 が あ る こ と 。 特 に 、

　 　 実 際 に 授 業 場 面 で 活 用 す る こ と を 想 定 す る と 、 教 科 書 会 社 に

　 　 準 拠 し た 教 材 で あ る こ と が 求 め ら れ る 。

　 こ れ ら の 検 討 案 件 を ふ ま え て 、 今 後 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・

つ く る こ と 」 領 域 の 学 習 内 容 を 実 践 す る た め の 指 針 と し て の テ キ ス

ト 教 材 の 開 発 を 進 め て い き た い 。

　 テ キ ス ト 教 材 開 発 に 限 ら ず 、 カ リ キ ュ ラ ム そ の も の の 開 発 を 含 め

て 検 討 す る こ と も 考 え ら れ る 。

　 天 野 に よ る と 、 カ リ キ ュ ラ ム を 開 発 し 、 編 成 す る と い う こ と は 、

「 立 案 （ 構 成 ） し 、 実 践 し 、 点 検 ・ 評 価 す る こ と 」 と し て い る （ 天

野 , 2 0 0 6 , p 3 5 ） 。 今 後 、 実 践 者 で あ る 教 師 が 「 見 る こ と 」 「 見 せ る

こ と ・ つ く る こ と 」 を 視 点 と し た 学 習 内 容 を 時 系 列 に 構 成 さ れ た カ

リ キ ュ ラ ム が 存 在 す れ ば 、 そ れ を も と に 、 よ り 授 業 で の 実 施 が し や

す く な る と 考 え る 。 し か し 、 全 て そ の 通 り に 授 業 を 実 施 し す ぎ る

と 、 教 師 自 身 が 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 を 意 識 し

て 国 語 の 授 業 設 計 を 行 う こ と が お ろ そ か に な り か ね な い の で 慎 重 に

進 め る こ と が 重 要 で あ る 。

6 . 3 . 2 　 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 学 習 内 容

を 実 践 す る た め の 指 針 と し て の W e b 版 実 践 ガ イ ド の 開 発

　 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 を 意 識 し て い な い

多 く の 教 師 が こ れ ら を 意 識 し て 授 業 実 践 を 設 計 す る と い う こ と で

は 、 テ キ ス ト 教 材 と 同 様 で あ る が 、 以 下 の 理 由 で W e b 版 実 践 ガ イ ド

の 開 発 も 必 要 で あ る と 考 え る 。

　 ・ 実 践 事 例 が 執 筆 で き る タ イ ミ ン グ で 適 宜 サ イ ト に 新 情 報 を

　 　 公 開 で き る 。

　 ・ 若 手 教 員 に お い て は 、 W e b 版 実 践 ガ イ ド に し た 方 が 目 を 通 す

　 　 機 会 が 増 加 す る こ と が 期 待 で き る 。
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　 ・ 同 様 の 事 例 や 到 達 項 目 に お い て 、 リ ン ク を は り な が ら 、 関 連

　 　 情 報 に つ い て 理 解 を 深 め る こ と が で き る 。

　 W e b 版 実 践 ガ イ ド に お い て は 、 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く

る こ と 」 領 域 に お け る 映 像 メ デ ィ ア 表 現 活 動 を 顕 著 に 含 ん で い る 教

材 を 取 り 上 げ 、 多 く の 教 師 が 授 業 を 参 考 に 実 践 し た い と き に 使 え る

よ う な 「 授 業 の 流 れ が 視 覚 的 に わ か る も の 」 ＋ 「 素 材 」 ＋ 「 ワ ー ク

シ ー ト 」 ＋ 「 評 価 シ ー ト 」 ＋ 「 ガ イ ド ブ ッ ク 」 な ど が セ ッ ト に な っ

て い る も の を 開 発 し 、 実 践 者 が 活 用 し て も ら い 、 評 価 を し て 改 善 点

を 明 ら か に す る 予 定 で あ る 。 現 在 、 試 行 的 に ４ 年 生 情 報 活 用 単 元 の

２ つ の 事 例 （ 「 新 聞 づ く り 」 「 ニ ュ ー ス 番 組 づ く り 」 ） を 作 成 し 、

W e b サ イ ト に 仮 公 開 し て 、 公 開 の 準 備 中 で あ る 。 ペ ー ジ は 、 単 元 目

標 な ど の 概 要 の 他 に 、 授 業 者 の 解 説 映 像 を 掲 載 す る 。

　 さ ら に 、 単 元 計 画 か ら 本 時 の 流 れ に リ ン ク す る よ う に 設 定 す る 。

本 時 は 、 流 れ が 明 確 に 理 解 で き る よ う に 分 単 位 で 何 を ど の よ う に 行

う か 詳 細 を 記 述 す る 。 ま た 、 授 業 で 活 用 し て い る ワ ー ク シ ー ト 等 も

ダ ウ ン ロ ー ド で き る よ う に す る 。

　 ま た 、 教 師 が 授 業 改 善 に 活 用 で き る よ う に 到 達 項 目 ・ 評 価 規 準 を

カ ス タ マ イ ズ す る 検 討 を 進 め て い き た い 。

6 . 3 . 3 　 学 習 内 容 を 実 践 す る た め の 研 修 の 実 施 と 評 価

　 「 見 る こ と 」 「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 を 意 識 し て い な い

多 く の 教 師 が 、 こ れ ら を 意 識 し て 授 業 実 践 を デ ザ イ ン で き る よ う に

な る に は 、 そ の 成 果 や 着 眼 点 ・ 授 業 設 計 の 仕 方 な ど が 理 解 で き る よ

う な 研 修 を 実 施 す る こ と も 重 要 な 課 題 と な る 。 そ の た め に は 、 講 義

を 聞 く だ け の 研 修 で は 不 十 分 だ と 考 え る 。 そ こ で 、 「 見 る こ と 」

「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 を 国 語 科 の 授 業 場 面 に お い て 意 識

で き る 内 容 を 核 に 実 技 体 験 や 模 擬 授 業 （ ワ ー ク シ ョ ッ プ 式 ） を 含 ん

だ 研 修 を 企 画 、 実 施 す る 。 そ の 上 で 、 今 後 効 果 検 証 し 、 改 善 し て い

き た い 。
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6 . 3 . 4 　 デ ジ タ ル 教 科 書 ・ 教 材 を 活 用 し た 授 業 ス タ イ ル へ の 変 貌

　 デ ジ タ ル 教 科 書 ・ 教 材 は 、 主 に 教 師 が 電 子 黒 板 や デ ジ タ ル テ レ ビ

等 に よ り 指 導 場 面 で 提 示 す る た め の 指 導 者 用 デ ジ タ ル 教 材 と 、 主 に

児 童 ・ 生 徒 が 情 報 端 末 等 に よ り 学 習 場 面 で 活 用 す る た め の 学 習 者 用

デ ジ タ ル 教 材 が あ り 、 そ れ ぞ れ の 開 発 や 活 用 が 進 ん で い る 。 国 語 科

に お い て は 、 「 挿 絵 を 拡 大 し て 提 示 す る 」 「 重 要 な 写 真 に メ モ を 書

き 込 む 」 「 動 画 を 再 生 し て 確 認 す る 」 「 パ ン フ レ ッ ト の 制 作 の た め

に デ ー タ を 共 有 す る 」 な ど 、 映 像 メ デ ィ の 理 解 と 表 現 に 関 し て は 、

従 来 に 授 業 で や り に く か っ た 活 動 を 簡 単 に 進 め る 可 能 性 が あ る 。

　 し か し 、 動 画 を や み く も に 提 示 す る こ と に よ り 、 児 童 に 見 せ た ら

わ か る と い う 思 い 込 み で 一 方 向 的 な 授 業 に な る こ と も 、 授 業 者 は 十

分 に 留 意 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。 デ ジ タ ル 教 科 書 ・ 教 材 で の 提 示

は 消 え て し ま う こ と を 前 提 に 、 何 を 紙 で 掲 示 し た り ノ ー ト に 書 か せ

た り す る の か 、 そ の 選 択 と 組 み 合 わ せ に つ い て も 十 分 吟 味 す る 必 要

が あ る 。 「 学 習 者 が 技 術 を 使 う の で は な く 、 む し ろ 、 使 わ れ て い る

姿 を 眼 に す る こ と も 少 な く な い 。 特 殊 効 果 に 凝 り す ぎ て 、 文 字 が 読

み づ ら い 、 肉 声 が 聞 こ え な い と い っ た 実 態 で あ る 。 誰 に ど う 伝 え た

い の か 、 自 ら の 構 想 や 構 想 等 に 対 し て も 批 判 的 思 考 を 働 か せ る こ と

が 欠 か せ な い 」 （ 中 村 　 2 0 1 2 , 	 p . 8 7 ） と い う 指 摘 が あ る よ う に 、

デ ジ タ ル 教 科 書 ・ 教 材 が 何 を ど の よ う に 担 う の か 、 な ど 、 そ れ ぞ れ

の 役 割 を 十 分 に 検 討 し て い く 必 要 が あ る 。

　 今 後 、 ど の よ う な タ イ ミ ン グ や 題 材 で 授 業 実 践 者 が 「 見 る こ と 」

「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域 の 到 達 項 目 を 意 識 す る の か 、 ど の

項 目 を 意 識 す る の か 、 他 に ど の よ う な 児 童 の ア ク シ ョ ン に そ の 変 容

が あ ら わ れ る の か 、 さ ら に 検 討 し て い き つ つ 、 映 像 メ デ ィ ア の 理 解

と 表 現 に 関 す る 領 域 に つ い て の 議 論 を 深 め て い き た い 。
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別 添 資 料 ① 　 ※ p 3 4 参 照

「 み る こ と ・ み せ る こ と 」 に お け る 教 育 内 容 と 評 価 規 準 （ 藤 森 　

2 0 0 3 , 	 p . 1 8 - 2 5 ）

視 る こ と

（ 目 標 設 定 ）

　 対 象 を 視 覚 的 に と ら え る た め の 、 基 本 的 態 度 、 基 礎 的 知 識 、 及 び

技 能 を 育 て る

（ 評 価 規 準 ）

A - 1 : 映 像 が や り と り さ れ る 場 所 や テ ク ス ト を 概 括 的 に 把 握 し 、 対 象 と な る

映 像 を 認 知 す る こ と が で き る .

A - 2 : 映 像 が や り と り さ れ る 時 期 ・ 時 機 （ タ イ ミ ン グ ） を 把 握 で き る .

A - 3 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 身 体 ・ 機 器 ・ 装 置 ・ 設 備 の 状 況 を 概 括 的 に

把 握 で き る .

A - 4 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 主 体 が 誰 で あ る か を 概 括 的 に 把 握 で き る .

観 る こ と

（ 目 標 設 定 ）

　 映 像 情 報 と し て 伝 達 さ れ る 対 象 を 詳 し く 観 察 し , そ の 構 造 ・ 機 能 ・

意 味 内 容 を 適 切 に 解 釈 ・ 分 析 す る た め の 基 本 的 態 度 、 基 礎 知 識 、 及

び 技 能 を 育 て る

（ 評 価 規 準 ）

A - 1 : 映 像 が や り と り さ れ る 場 所 や テ ク ス ト の 形 態 ・ 状 況 を 分 析 的 に 把 握 で

き る .

A - 2 : 映 像 が や り と り さ れ る 時 期 ・ 時 機 の 意 図 を 分 析 的 に 把 握 で き る .

A - 3 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 身 体 ・ 機 器 ・ 装 置 ・ 設 備 の 特 性 を 分 析 的 に

把 握 で き る .

A - 4 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 主 体 の 関 係 を 正 し く 認 識 で き る .

B - 1 : 映 像 の や り と り に か か わ る 空 間 的 な 特 性 ・ 特 質 を 認 識 で き る .

B - 2 : 映 像 の や り と り に か か わ る 時 間 的 な 特 性 ・ 特 質 を 認 識 で き る .

B - 3 : 映 像 の 中 で の 主 体 の 個 人 情 報 は ど こ ま で 開 示 さ れ て い る か 認 識 で き

る .

　

91



B - 4 : 映 像 の 伝 達 対 象 と な る 相 手 の 特 性 ・ 特 質 ・ 規 模 を 認 識 で き る .

B - 5 : 映 像 コ ー ド と 複 合 さ れ た コ ー ド （ テ ロ ッ プ ・ ナ レ ー シ ョ ン ） の 特 性 ・

特 質 を 認 識 で き る 。

B - 6 : 映 像 が 一 方 的 か 双 方 効 果 に つ い て 認 識 で き る .

B - 7 : 送 受 信 さ れ る 映 像 が ど の 程 度 再 現 可 能 で あ る か を 認 識 で き る .

B - 8 : 送 受 信 さ れ る 映 像 は ど の 程 度 の 規 模 で ど の 程 度 の 時 間 保 存 さ れ 得 る か

を 認 識 で き る .

B - 9 : 当 該 映 像 が ど の 程 度 編 集 ・ 加 工 さ れ て い る か を 把 握 で き る .

B - 1 0 : 映 像 の や り と り に 使 わ れ る 機 器 等 の 利 便 性 や 昨 日 に つ い て 把 握 で き

る .

C - 1 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 主 体 は ど の よ う な 目 的 ・ 動 機 を も っ て い る

か を 把 握 で き る .

C - 2 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 主 体 の プ ロ フ ィ ー ル を 把 握 で き る .

C - 3 : 当 該 映 像 の 内 容 と 表 現 形 式 （ 映 像 文 法 等 ） を 正 し く 把 握 で き る .

C - 4 : ど の よ う な 文 脈 ・ 状 況 に お い て 届 け ら れ る 映 像 で あ る こ と を 把 握 で き

る .

C - 5 : 映 像 の 送 受 信 に ど の よ う な 効 果 や 影 響 を 与 え る こ と が 期 待 さ れ て い る

か 把 握 で き る .

診 る こ と

（ 目 標 設 定 ）

　 観 察 し た 対 象 の 構 造 ・ 機 能 ・ 意 味 内 容 を 批 判 的 に 分 析 ・ 評 価 す る

た め の 基 本 的 態 度 , 基 礎 知 識 、 及 び 技 能 を 育 て る

（ 評 価 規 準 ）

A - 1 : 映 像 が や り と り さ れ る 場 所 や テ ク ス ト の 適 切 さ を 評 価 で き る .

A - 2 : 映 像 が や り と り さ れ る 時 期 ・ 時 機 の 適 切 さ を 評 価 で き る .

A - 3 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 身 体 ・ 機 器 ・ 装 置 ・ 設 備 の 適 切 さ を 評 価 で

き る .

A - 4 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 主 体 の 関 係 が 適 切 で あ る か を 評 価 で き る .

B - 1 : 映 像 が や り と り さ れ る 空 間 お 広 さ や 主 体 の 位 置 関 係 , 映 像 の 見 や す さ

等 を 評 価 で き る .

B - 2 : 映 像 を 把 握 ・ 認 識 す る た め の 提 示 時 間 が 適 切 で あ る か 評 価 で き る .

B - 3 : 映 像 に 含 ま れ た 主 体 の 人 権 が 正 し く 配 慮 さ れ て い る か 評 価 で き る .
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B - 4 : 映 像 が , そ れ を 認 識 す る 対 象 の 年 齢 ・ 属 性 ・ 人 数 に 適 切 に 対 応 し て い

る か 評 価 で き る .

B - 5 : 映 像 コ ー ド と 複 合 さ れ た コ ー ド が 適 切 に 使 わ れ て い る か を 評 価 で き

る .

B - 6 : 映 像 の 方 向 性 （ 一 方 的 か 双 方 的 か ） が , そ の 内 容 と 合 致 し て い る か 評

価 で き る .

B - 7 : 映 像 の 再 現 可 能 性 が , 映 像 情 報 に 適 合 し て い る か を 評 価 で き る .

B - 8 : 映 像 の 保 存 性 が , 映 像 情 報 に 適 合 し て い る か を 評 価 で き る .

B - 9 : 当 該 映 像 の 編 集 ・ 加 工 が 適 切 で あ る か に つ い て 評 価 で き る .

B - 1 0 : 映 像 の や り と り に 使 わ れ る 機 器 等 の 利 便 性 が 適 切 に 生 か さ れ て い る

か 評 価 で き る .

C - 1 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 主 体 の 目 的 ・ 動 機 が 明 確 か つ 適 切 で あ る か

評 価 で き る .

C - 2 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 主 体 の プ ロ フ ィ ー ル が 適 切 に 示 さ れ て い る

か 評 価 で き る .

C - 3 : 当 該 映 像 の 内 容 が 適 切 な 表 現 形 式 （ 映 像 文 法 ） と と も に 示 さ れ て い る

か 評 価 で き る .

C - 4 : 当 該 映 像 の 内 容 が そ の 文 脈 ・ 状 況 と 適 切 に 対 応 し て い る か 評 価 で き

る .

C - 5 : 期 待 さ れ た 効 果 や 影 響 を 与 え 得 る 映 像 で あ る か ど う か を 評 価 で き る .

C - 6 : 当 該 映 像 が 対 象 を 正 確 に 表 現 し 得 て い る か に つ い て 評 価 で き る .

C - 7 : 当 該 映 像 に 矛 盾 や 捏 造 が な い か に つ い て 評 価 で き る .

C - 8 : 当 該 映 像 は 必 要 不 十 分 な 具 体 性 を 満 た し て い る か に つ い て 評 価 で き

る .

C - 9 : 当 該 映 像 の 発 信 源 は , そ の 信 頼 性 を 保 障 す る に 十 分 な も の か に つ い て

評 価 で き る .

C - 1 0 : 当 該 映 像 に よ っ て 伝 達 さ れ る 事 柄 は 確 か に そ う ら し い と 認 め 得 る か

を 評 価 で き る .

C - 1 1 : 当 該 映 像 に よ っ て 伝 達 さ れ る 事 柄 は そ れ が 例 外 な く 認 め 得 る か を 評

価 で き る .

C - 1 2 : 当 該 映 像 が 伝 え る 事 柄 の 真 偽 は 正 当 な 手 続 き に よ っ て 反 証 可 能 か 評

価 で き る .
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C - 1 3 : 当 該 映 像 が 伝 え よ う と す る 感 動 を 繰 り 返 し 味 わ い 得 る も の で あ る か

評 価 で き る .

見 せ る こ と

（ 目 標 設 定 ）

　 視 覚 に よ る 表 現 を 活 用 し て , 情 報 を 相 手 に 効 果 的 に 示 す た め の , 基

本 的 態 度 , 基 礎 知 識 , 及 び 技 能 を 育 て る

（ 評 価 規 準 ）

A - 1 : 映 像 が や り と り さ れ る 場 所 や テ ク ス ト を 適 切 に 選 定 で き る .

A - 2 : 映 像 が や り と り さ れ る 時 期 ・ 時 機 を 適 切 に 選 定 で き る .

A - 3 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 身 体 ・ 機 器 ・ 装 置 ・ 設 備 を 適 切 に 使 用 で き

る .

A - 4 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 主 体 の 関 係 を 適 切 に 活 用 で き る .

B - 1 : 映 像 を 示 す 空 間 の 広 さ や 主 体 の 位 置 、 映 像 の 見 や す さ に つ い て 配 慮 ・

工 夫 で き る .

B - 2 : 映 像 を 把 握 ・ 認 識 す る た め の 提 示 時 間 を 適 切 に 設 定 で き る .

B - 3 : 映 像 に 含 ま れ た 主 体 の 人 権 を 配 慮 で き る .

B - 4 : 映 像 の 伝 達 情 報 と な る 相 手 の 年 齢 、 属 性 、 人 数 に 適 し た 映 像 を 示 す こ

と が で き る .

B - 5 : 映 像 の コ ー ド と そ れ に 複 合 さ れ る コ ー ド と を 適 切 に 対 応 さ せ る こ と が

で き る .

B - 6 : 情 報 伝 達 の 方 向 性 に 配 慮 し た 映 像 を 示 す こ と が で き る .

B - 7 : 再 現 可 能 性 の 程 度 に 対 応 し た 映 像 を 示 す こ と が で き る .

B - 8 : 情 報 の 規 模 と 保 存 性 に 適 合 し た 映 像 を 示 す 事 が で き る .

B - 9 : 映 像 を 適 切 に 編 集 ・ 加 工 す る こ と が で き る .

B - 1 0 : 映 像 の や り と り に 使 わ れ る 機 器 等 の 利 便 性 や 機 能 を 適 切 に 生 か す こ

と が で き る .

C - 1 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 主 体 の 目 的 ・ 動 機 と 適 切 に 対 応 し た 映 像 を

提 示 で き る .

C - 2 : 映 像 の や り と り に 関 与 す る 主 体 の プ ロ フ ィ ー ル を 適 切 に 示 し た 映 像 を

提 示 で き る .

C - 3 : 当 該 映 像 の 内 容 に ふ さ わ し い 表 現 形 式 を 選 択 ・ 使 用 す る こ と が で き

る .
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C - 4 : 当 該 映 像 が 届 け ら れ る 文 脈 ・ 状 況 と 適 切 に 対 応 さ せ た 映 像 を 示 す こ と

が で き る .

C - 5 : 期 待 さ れ た 効 果 や 影 響 を 与 え 得 る 映 像 を 提 示 す る こ と が で き る .

C - 6 : 映 像 に よ っ て 伝 達 す べ き 情 報 を 正 確 に 示 す こ と が で き る .

C - 7 : 矛 盾 や 捏 造 の な い 映 像 を 示 す こ と が で き る .

C - 8 : 必 要 十 分 な 具 体 性 を 満 た し た 映 像 を 示 す こ と が で き る .

C - 9 : 当 該 映 像 の 発 信 源 は , そ の 信 頼 性 を 十 分 に 保 障 さ れ た も の で あ る こ と

に 配 慮 で き る .

C - 1 0 : 伝 達 す る 事 柄 が 確 か に そ う ら し い と 認 め る に 十 分 な 映 像 を 示 す こ と

が で き る .

C - 1 1 : 伝 達 す る 事 実 や 事 柄 を 例 外 な く 認 め る に 必 要 な 映 像 を 示 す こ と が で

き る .

C - 1 2 : 伝 達 す る 事 柄 の 真 偽 を 反 証 す る 余 地 の あ る 映 像 を 示 す こ と が で き る .

C - 1 3 : そ れ を み る も の に 繰 り 返 し 感 動 を 与 え 得 る 映 像 を 示 す こ と が で き る .
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別 添 ② 　 ※ p 4 2 参 照

指 導 案 と し て 作 成 し た 単 元 名 （ 左 は 学 年 と 単 元 番 号 ）

　 　 1 - 1 : い ろ い ろ な く ち ば し （ １ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 　 1 - 2 : じ ど う 車 く ら べ （ １ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 　 1 - 3 : は な の み ち （ １ 年 ・ 物 語 文 教 材 ）

　 　 1 - 4 : 大 き な か ぶ （ １ 年 ・ 物 語 文 教 材 ）

　 　 1 - 5 : 知 ら せ た い な 見 せ た い な （ １ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 　 2 - 1 : 今 週 の ニ ュ ー ス （ ２ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 　 2 - 2 : 何 に 見 え る か な （ ２ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 　 2 - 3 : 作 っ て み た よ 、 こ ん な お 話 （ ２ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 　 2 - 4 : ス イ ミ ー （ ２ 年 ・ 物 語 文 教 材 ）

　 　 2 - 5 : た ん ぽ ぽ の ち え （ ２ 年 ・ 説 明 文 教 材 ＋ 情 報 活 用 単 元 ）

　 　 2 - 6 : 一 本 の 木 （ ２ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 　 2 - 1 2 : お も ち ゃ の 作 り 方 （ ２ 年 ・ 説 明 文 教 材 ＋ 情 報 活 用 単 元 ）

　 　 2 - 1 3 : お 話 づ く り 名 人 （ ２ 年 ・ 説 明 文 教 材 ＋ 情 報 活 用 単 元 ）

　 　 3 - 1 : 『 分 類 』 と い う こ と （ ３ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 　 3 - 2 : お も し ろ い も の 、 見 つ け た （ ３ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 　 3 - 3 モ チ モ チ の 木 （ ３ 年 ・ 物 語 文 教 材 ）

　 　 3 - 4 た か ら 物 を さ が し に （ ３ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 　 4 - 1 : ア ッ プ と ル ー ズ で 伝 え る （ ４ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 　 4 - 2 : 新 聞 記 者 に な ろ う （ ４ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 　 4 - 3 : ご ん ぎ つ ね （ ４ 年 ・ 物 語 文 教 材 ）

　 　 4 - 4 : 「 か む こ と 」 の 力 （ ４ 年 ・ 説 明 的 教 材 ）

　 　 5 - 1 : サ ク ラ ソ ウ と ト ラ マ ル ハ ナ バ チ （ ５ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 　 5 - 2 : ニ ュ ー ス 番 組 の 現 場 か ら （ ５ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 　 5 - 3 : 大 造 じ い さ ん と ガ ン （ ５ 年 ・ 物 語 文 教 材 ）

　 　 5 - 4 : 千 年 の 釘 に い ど む （ ５ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 　 6 - 1 : 平 和 の と り で を 築 く （ ６ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 　 6 - 2 : み ん な で 生 き る 町 （ ６ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 　 6 - 3 : や ま な し （ ６ 年 ・ 物 語 文 教 材 ）
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　 　 6 - 4 : ガ イ ド ブ ッ ク を 作 ろ う （ ６ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 　 6 - 5 : 森 へ （ ６ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 　 6 - 1 3 : 「 鳥 獣 戯 画 」 を 読 む （ ６ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 　 6 - 1 4 : こ の 絵 わ た し は こ う 見 る （ ６ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　

97



別 添 ③ 　 ※ p 4 8 参 照

低 学 年 の ラ ベ ル 名

【 見 る こ と 】 領 域

　 ・ 挿 絵 の 内 容 の 比 較

　 ・ 映 像 情 報 と 既 有 知 識 の 比 較

　 ・ 映 像 か ら 創 出 さ れ る イ メ ー ジ の 比 較

　 ・ 共 通 点 ・ 相 違 点 の 発 見

　 ・ ア ッ プ と ル ー ズ の 比 較

　 ・ 相 違 点 の 比 較

　 ・ 共 通 点 の 比 較

　 ・ 共 通 点 ・ 相 違 点 の 比 較

　 ・ 同 一 の 絵 か ら 作 ら れ る 物 語 の 比 較

　 ・ 構 成 要 素 の 比 較

　 ・ 意 味 の 理 解

　 ・ 写 真 の 補 足 の 役 割 の 理 解

　 ・ 構 成 要 素 を 認 識 し て の 伝 え 合 い

　 ・ 意 味 を 理 解 し て の 伝 え 合 い

　 ・ 構 成 要 素 の 識 別

　 ・ 構 成 要 素 の 意 味 の 理 解

　 ・ 写 真 と 文 章 と の 整 合 性 の 検 討

　 ・ 文 章 と 関 連 す る 挿 絵 の 指 摘

　 ・ 写 真 の 選 択

　 ・ 時 系 列 で の 比 較

　 ・ 言 葉 と 関 連 づ け て の 理 解

　 ・ 挿 絵 と 言 葉 と の 対 応 へ の 注 意

　 ・ 文 章 と 挿 絵 と の 照 合

　 ・ 挿 絵 の 部 分 の 言 葉 で の 指 摘

　 ・ 文 章 と 映 像 の 補 完

　 ・ 全 体 と 部 分 の 照 応
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　 ・ 映 像 を 利 用 し て の 言 葉 で の 補 足

　 ・ 映 像 の 順 序 性

【 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 】 領 域

　 ・ 考 え に あ う も の の 撮 影

　 ・ 考 え に 合 う 描 写 と 選 択

　 ・ 取 り 方 の 工 夫 へ の 気 づ き

　 ・ 組 み 合 わ せ を 考 え て の 撮 影

　 ・ 考 え に 合 う 絵 や 写 真 の 選 択

　 ・ 話 の 展 開 に 合 っ た 写 真 の 選 択

　 ・ 考 え に 合 う 絵 の 選 択

　 ・ 話 を 補 う 絵 の 選 択

　 ・ 絵 や 写 真 を 利 用 し て 話 す こ と

　 ・ 動 作 で 表 す こ と

　 ・ 絵 で 表 す こ と

　 ・ 獲 得 し た 情 報 の 説 明

　 ・ ふ き だ し に ま と め る こ と

　 ・ 絵 や 写 真 の 情 報 の 再 構 成

　 ・ 絵 の 順 に 合 わ せ て の 物 語 の 作 成

　 ・ 絵 の 並 び 順 を 替 え て の 物 語 の 作 成

　 ・ 写 真 へ の 言 葉 の 補 完

　 ・ 動 作 の 評 価

　 ・ 写 真 の 提 示 の 仕 方 の 検 討

　 ・ 絵 と 文 章 と の 関 連 へ の 気 づ き

　 ・ 文 章 と 挿 絵 の 関 連 に つ い て の 検 討

　 ・ 写 真 の 順 序 と 文 章 の 順 序 と の 比 較

　 ・ 文 章 と 映 像 の 整 合 性 の 検 討

　 ・ 言 葉 と 映 像 と の つ な が り の 意 識

　 ・ 写 真 の 構 成 を 考 え た 提 示

　 ・ 挿 絵 を 利 用 し て の 説 明

　 ・ 言 葉 と 挿 絵 ・ 写 真 の 整 合 性 の 評 価
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別 添 ④ 　 ※ p 5 2 参 照

中 学 年 の ラ ベ ル 名 、 カ テ ゴ リ ー 名 、 下 位 項 目 の 生 成

１ − １ ： 中 学 年 の ラ ベ ル 名 一 覧

【 見 る こ と 】 領 域

　 ・ 心 情 や 状 況 の イ メ ー ジ 化

　 ・ 挿 絵 の 内 容 の 理 解

　 ・ 記 号 の 内 容 の 理 解

　 ・ テ ー マ に 沿 っ た 意 味 づ け

　 ・ 映 像 や 表 の 意 味 づ け

　 ・ 目 的 と の 整 合 性 の 理 解

　 ・ 共 通 点 ・ 相 違 点 の 比 較

　 ・ 視 点 を も っ た 分 類

　 ・ 映 像 の 言 葉 化

　 ・ 映 像 と 言 葉 の 照 応

　 ・ 映 像 と 言 葉 の 関 係 性 の 理 解

　 ・ 映 像 の 要 素 や 効 果 の 理 解

　 ・ 映 像 の 効 果 の 評 価

　 ・ 表 現 効 果 に つ い て の 評 価

　 ・ 発 信 の す る 情 報 の 加 工 に つ い て の 理 解

　 ・ メ デ ィ ア の 長 所 の 理 解

　 ・ レ イ ア ウ ト の 工 夫 の 理 解

　 ・ メ デ ィ ア の 役 割 の 理 解

【 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 】 領 域

　 ・ 意 味 づ け た 撮 影

　 ・ 工 夫 し た 撮 影

　 ・ 効 果 的 な 映 像 の 選 択

　 ・ 心 情 や 状 況 の 想 像

　 ・ 目 的 に 応 じ た 映 像 や 文 章 の 選 択

　 ・ 情 報 の 分 類
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　 ・ 目 的 に 応 じ た 映 像 の 選 択

　 ・ 発 信 の 目 的 と 表 現 効 果 の 理 解

　 ・ 発 信 の 相 手 や 目 的 の 確 認

　 ・ 表 現 方 法 の 検 討

　 ・ 目 的 に 応 じ た 表 現 の 工 夫

　 ・ 表 現 効 果 の 評 価

　 ・ 表 現 内 容 の 検 討

　 ・ 表 現 内 容 の 修 正

　 ・ 表 現 内 容 の 評 価

　 ・ 表 現 方 法 の 評 価

　 ・ 映 像 と 言 葉 の 整 合 性 の 検 討

　 ・ 表 現 方 法 の 理 解

　 ・ 映 像 と 言 葉 の 表 現 効 果 の 検 討

１ − ２ ： カ テ ゴ リ ー 到 達 項 目 、 下 位 項 目 の 生 成

　 低 学 年 と 同 様 の 手 続 き で 、 カ テ ゴ リ ー 、 到 達 項 目 、 下 位 項 目 を 生

成 し た 。 カ テ ゴ リ ー は 以 下 の よ う に ９ に 集 約 さ れ た 。

「 見 る こ と 」 領 域

　 ・ 読 み と り

　 ・ 言 葉 や 文 章 と の 関 連 の 検 討

　 ・ 表 現 の 効 果 の 分 析

　 ・ メ デ ィ ア の 特 性 の 理 解

「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域

　 ・ 収 集

　 ・ 選 択

　 ・ 配 列

　 ・ 評 価

　 ・ 言 葉 と の 関 連 の 検 討
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表 １ 　 中 学 年 の 到 達 項 目 と 下 位 項 目
【 見 る こ と 】

A　
読
み
と
り

（到達項目）絵や写真・動画の内容に意味・価値があることを理解すること（到達項目）絵や写真・動画の内容に意味・価値があることを理解することA　
読
み
と
り

A-1 挿絵や写真を見て、心情や状況を想像する。

A　
読
み
と
り

A-2 テーマに沿って映像を意味付けることができる。

A　
読
み
と
り A-3 映像を比較することで共通点や相違点に気づく。

A　
読
み
と
り

A-4 映像の要素や組み合わせなどの視点をもって見る。

B　言の葉関や連文の章検と討

（到達項目） 絵や写真・動画と言葉や文章との関連を検討することで，相互の関係性を理解すること（到達項目） 絵や写真・動画と言葉や文章との関連を検討することで，相互の関係性を理解することB　言の葉関や連文の章検と討

B-1 挿絵や写真・動画を手掛かりにしながら、文章を読み深めたり、言葉にしたりすることができる。

B　言の葉関や連文の章検と討 B-2 映像と言葉が補完しあう場合の効果について理解する。

C
表果
現の
の分
効析

（到達項目） 絵や写真・動画を比較して、表現の効果による伝わり方の違いについて理解すること（到達項目） 絵や写真・動画を比較して、表現の効果による伝わり方の違いについて理解することC
表果
現の
の分
効析

C-1 映像の効果を意識しながら見る。

C
表果
現の
の分
効析

C-2 映像や文章で構成されるものの基本的な要素とその効果（色づかい・イラストや写真・キャッチコ
ピー）の違いによる伝わり方の違いについて理解する。

D　
メ特デ性
ィの
ア理の解

（到達項目） 日常生活に見られる様々なメディアの特性と役割を理解すること（到達項目） 日常生活に見られる様々なメディアの特性と役割を理解することD　
メ特デ性
ィの
ア理の解

B-1 メディアの特性を理解することができる。

D　
メ特デ性
ィの
ア理の解 B-2 メディアの役割を理解することができる。

【 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 】

A　

収
集

（ 到 達 項 目 ）  相 手 や 目 的 に 応 じ て 必 要 な 映 像 情 報 を 収 集 す る こ と（ 到 達 項 目 ）  相 手 や 目 的 に 応 じ て 必 要 な 映 像 情 報 を 収 集 す る こ とA　

収
集

A-1 視 点 を も っ て 現 実 を 見 つ め 、 意 味 づ け な が ら 撮 影 す る こ と が で き る 。

A　

収
集 A-2 適 切 に 伝 え る た め の 工 夫 を し な が ら 、 映 像 を 撮 影 す る こ と が で き る 。

B　
選
択

（ 到 達 項 目 ）  伝 え た い 内 容 の 中 心 を 明 確 に し 、 映 像 映 像 を 選 択 す る こ と（ 到 達 項 目 ）  伝 え た い 内 容 の 中 心 を 明 確 に し 、 映 像 映 像 を 選 択 す る こ とB　
選
択

B-1 複数の挿絵や写真の中から、相互の関係や文脈に配慮しながら伝えたい内容や目的に適したものを選択する。

B　
選
択

B-2 複数の挿絵や写真の中から、それを選んだ理由や根拠を明確にもって選択する。

C　

配

列

（ 到 達 項 目 ）  伝 え た い 内 容 の 全 体 と 部 分 の 関 係 を 考 え て 構 成 す る こ と（ 到 達 項 目 ）  伝 え た い 内 容 の 全 体 と 部 分 の 関 係 を 考 え て 構 成 す る こ とC　

配

列

C-1 情 報 の 収 集 方 法 や 提 示 方 法 に つ い て 理 解 す る 。

C　

配

列 C-2 相 手 や 目 的 に 応 じ た 効 果 を 考 え て 、 情 報 を 編 集 す る 。

D　

評

価

（到達項目） 他者の発表やメディア作品を見て、その内容や表現方法を評価し、検討すること（到達項目） 他者の発表やメディア作品を見て、その内容や表現方法を評価し、検討することD　

評

価
D-1 相手や目的に応じたメッセージの内容を評価し検討する。

D　

評

価 D-2 挿 絵 や 写 真 、 文 章 と の 組 み 合 わ せ な ど の 表 現 方 法 を 評 価 し 検 討 す る 。

E　言の葉関や連文の章検と討

（到達項目）挿絵や写真など映像情報と文章との関連による効果について考えること（到達項目）挿絵や写真など映像情報と文章との関連による効果について考えることE　言の葉関や連文の章検と討

E-1 映像と言葉の関連を意識し、意図にあった表現になっているかを検討する。

E　言の葉関や連文の章検と討 E-2 映像と言葉のそれぞれのよさを生かして表現しているか検討する。
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別 添 ⑤ 　 ※ p 5 2 参 照

高 学 年 の ラ ベ ル 名 、 カ テ ゴ リ ー 名 、 下 位 項 目 名 の 生 成

１ − １ ： 高 学 年 の ラ ベ ル 名 一 覧

【 見 る こ と 】 領 域

　 ・ 価 値 の 理 解

　 ・ 伝 達 内 容 ・ 意 図 の 認 識

　 ・ 構 成 要 素 の 識 別

　 ・ 構 成 方 法 の 認 識

　 ・ 共 通 点 ・ 相 違 点 の 比 較

　 ・ 複 数 の 映 像 の 比 較 か ら の 意 味 の 抽 出

　 ・ 映 像 の 構 成 方 法 に つ い て の 評 価

　 ・ 映 像 と 言 葉 と の 補 完 関 係 の 理 解

　 ・ 映 像 と 言 葉 と の 照 応

　 ・ 映 像 と 言 葉 と の 補 完 関 係 の 理 解

　 ・ 言 葉 の 表 す イ メ ー ジ に つ い て の 理 解

　 ・ 映 像 の 表 す ス ト ー リ ー に つ い て の 理 解

　 ・ 伝 達 内 容 ・ 意 図 の 認 識

　 ・ 映 像 の 効 果 に つ い て の 評 価

　 ・ 映 像 利 用 の 意 図 に つ い て の 評 価

　 ・ 映 像 と 言 葉 の 特 性 の 認 識

　 ・ 表 現 の 効 果 の 理 解

　 ・ 伝 達 さ れ る 情 報 の 加 工 に つ い て の 理 解

　 ・ 宣 伝 の 持 つ 役 割 に つ い て の 理 解

【 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 】 領 域

　 ・ 資 料 作 成 に お け る 手 順 の 理 解

　 ・ 撮 影 に お け る 効 果 の 意 味 の 理 解

　 ・ 意 図 を も っ た 撮 影 の 必 要 性 の 理 解

　 ・ 資 料 の 特 性 の 理 解

　 ・ 必 要 な 資 料 の 収 集
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　 ・ 自 分 の 考 え を 伝 え る た め の 資 料 の 作 成

　 ・ 伝 え る 内 容 に あ う 映 像 の 選 択

　 ・ あ る 意 図 を も っ て 撮 影 し た 映 像 の 選 択

　 ・ 資 料 の 価 値 に つ い て の 検 討

　 ・ 提 示 す る 資 料 の 効 果 の 検 討

　 ・ 資 料 の 提 示 方 法 に つ い て の 理 解

　 ・ 資 料 収 集 方 法 に つ い て の 理 解

　 ・ 意 図 に 沿 っ た 資 料 提 示 方 法 の 検 討

　 ・ 意 図 に 沿 っ た 資 料 提 示 の 実 施

　 ・ 収 集 し た 資 料 を 根 拠 と し た 発 言

　 ・ 資 料 の 価 値 に つ い て の 検 討

　 ・ 資 料 の 提 示 方 法 に つ い て の 検 討

　 ・ 言 葉 と 映 像 の 整 合 性 の 検 討

１ − ２ ： カ テ ゴ リ ー 到 達 項 目 、 下 位 項 目 の 生 成

　 低 学 年 と 同 様 の 手 続 き で 、 カ テ ゴ リ ー 、 到 達 項 目 、 下 位 項 目 を 生

成 し た 。 カ テ ゴ リ ー は 以 下 の よ う に ９ に 集 約 さ れ た 。

「 見 る こ と 」 領 域

　 ・ 読 み と り

　 ・ 言 葉 や 文 章 と の 関 連 の 検 討

　 ・ 表 現 の 効 果 の 分 析

　 ・ メ デ ィ ア の 特 性 の 理 解

「 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 」 領 域

　 ・ 収 集

　 ・ 選 択

　 ・ 配 列

　 ・ 評 価

　 ・ 言 葉 と の 関 連 の 検 討
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表 ２ 　 高 学 年 の 到 達 項 目 と 下 位 項 目
【 見 る こ と 】

A　
読
み
と
り

（到達項目） 絵や写真・動画の内容の価値を理解し、それらが用いられている意図を吟味すること（到達項目） 絵や写真・動画の内容の価値を理解し、それらが用いられている意図を吟味することA　
読
み
と
り

A-1 映像資料の持つ価値に気づく。

A　
読
み
と
り

A-2 制作者が映像を使って伝えようとしていることを捉える。

A　
読
み
と
り A-3 共通点・相違点を意識しながら複数の映像を比較する。

A　
読
み
と
り

A-4 共通点・相違点を意識しながら複数の映像を比較し、そこに込められた意味を導き出す。

A　
読
み
と
り

A-5 映像を構成する要素や組み合わせなどについて意識しながら見る。

B　
言の
葉関
や連
文の
章検
と討

（到達項目） 絵や写真・動画と言葉や文章それぞれの表す意味、補完性や関連について検討しながら
文章理解したり、絵や写真・動画と言葉や文章が補完しあう場合の効果について理解したりすること
（到達項目） 絵や写真・動画と言葉や文章それぞれの表す意味、補完性や関連について検討しながら
文章理解したり、絵や写真・動画と言葉や文章が補完しあう場合の効果について理解したりすること

B　
言の
葉関
や連
文の
章検
と討

B-1 映 像 と 言 葉 と の 関 わ り 方 に つ い て 検 討 す る 。

B　
言の
葉関
や連
文の
章検
と討

B-2 映 像 と 言 葉 と の 関 わ り 方 に つ い て 補 完 関 係 を 理 解 す る 。

B　
言の
葉関
や連
文の
章検
と討 B-3 映像と言葉それぞれが内包するイメージやストーリーについて理解する。

C
表果
現の
の分
効析

（到達項目） 絵や写真・動画と言葉や文章のそれぞれのよさを認識し、それらを効果的に用いている
送り手の意図について吟味すること
（到達項目） 絵や写真・動画と言葉や文章のそれぞれのよさを認識し、それらを効果的に用いている
送り手の意図について吟味すること

C
表果
現の
の分
効析

C-1 映 像 が 果 た す 効 果 に つ い て 意 識 し な が ら 見 る 。

C
表果
現の
の分
効析

C-2 映 像 を 用 い て い る 制 作 者 の 意 図 を 意 識 し な が ら 見 る 。

C
表果
現の
の分
効析

C-3 映像と言葉それぞれの特性を認識するなかで、それぞれの良さについて気づく。

D　メ特デ性ィのア理の解

（到達項目） 日常生活に見られる様々なメディアの特性と役割を理解し、それを使用する送り手の意
図について吟味すること
（到達項目） 日常生活に見られる様々なメディアの特性と役割を理解し、それを使用する送り手の意
図について吟味すること

D　メ特デ性ィのア理の解 B-1 メディアから送られる情報は、ある意図に基づいて構成されたものであることを意識しながら見る。

【 見 せ る こ と ・ つ く る こ と 】

A　

収
集

（到達項目）相手や目的、意図、資料の選択の可能性などを判断しながら必要な映像情報を収集すること（到達項目）相手や目的、意図、資料の選択の可能性などを判断しながら必要な映像情報を収集することA　

収
集

A-1 映 像 資 料 を 作 成 す る 際 に 、 撮 影 上 の 効 果 を 意 識 し て 撮 影 す る 。

A　

収
集 A-2 映 像 資 料 を 作 成 す る 際 に 、 意 図 を も ち な が ら 撮 影 す る 。

A　

収
集

A-3 伝 え よ う と す る 内 容 に 合 致 し た 資 料 を 収 集 す る 。

B　
選
択

（ 到 達 項 目 ） 全 体 を 見 通 し 、 表 現 の 効 果 を 考 え て 映 像 情 報 を 選 択 す る こ と（ 到 達 項 目 ） 全 体 を 見 通 し 、 表 現 の 効 果 を 考 え て 映 像 情 報 を 選 択 す る こ とB　
選
択

B-1 他 者 が 作 成 し た 複 数 の 映 像 か ら 伝 え る 内 容 に あ う 映 像 を 選 択 す る 。

B　
選
択

B-2 ある意図をもとに自分が撮影した複数の映像から伝える内容にあう映像を選択する。

B　
選
択

B-3 提 示 さ れ て い る 資 料 に つ い て 、 そ の 価 値 を 検 討 す る 。

C　

配

列

（到達項目） 使用する素材・資料や伝える相手を考慮しながら、全体の構成を考えること（到達項目） 使用する素材・資料や伝える相手を考慮しながら、全体の構成を考えることC　

配

列

C-1 使 お う と す る 資 料 の 効 果 を 検 討 す る 。

C　

配

列 C-2 資 料 の 収 集 方 法 や 提 示 方 法 に つ い て 理 解 を 深 め る 。

C　

配

列

C-3 伝 え たい相手や内容などといった条件を意識して資料提示方法を検討する。

C　

配

列

C-4 伝 え た い 相 手 や 内 容 な ど と い っ た 条 件 を 意 識 し た 資 料 提 示 を 実 施 す る 。
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D　

評

価

（到達項目） 様々な情報を発表内容や効果的な伝え方などの観点から評価し、よりよい発表について考えること（到達項目） 様々な情報を発表内容や効果的な伝え方などの観点から評価し、よりよい発表について考えることD　

評

価
D-1 収 集 し た 資 料 を 活 用 し て 発 表 を 行 い 、 考 え を 深 め る 。

D　

評

価 D-2 提 示 さ れ て い る 資 料 に つ い て 、 そ の 価 値 を 検 討 す る 。

D　

評

価

D-3 提 示 さ れ て い る 資 料 に つ い て 、 そ の 提 示 方 法 を 検 討 す る 。

E　言の葉関や連文の章検と討

（到達項目）言語表現の理解に働く映像情報の効果について考えたり、文章に映像情報を付加したりすること（到達項目）言語表現の理解に働く映像情報の効果について考えたり、文章に映像情報を付加したりすることE　言の葉関や連文の章検と討

E-1 映像と言葉の関連を意識し、意図にあった表現になっているかを検討する。

E　言の葉関や連文の章検と討 E-2 映 像 と 言 葉 と の 関 連 を 、 批 判 的 に 検 討 す る 。
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別 添 ⑥ 　 ※ p 5 4 参 照

１ １ 名 の 教 師 が 作 成 し た 指 導 案 単 元 名 （ 左 は 学 年 と 単 元 番 号 ）

　 2 - 7 : ス イ ミ ー （ ２ 年 ・ 物 語 文 教 材 ）

　 2 - 8 : た ん ぽ ぽ の ち え （ ２ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 2 - 9 : サ ン ゴ の 海 に 生 き る も の た ち （ ２ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 2 - 1 0 : お 手 紙 （ ２ 年 ・ 物 語 文 教 材 ）

　 2 - 1 1 : サ ン ゴ の 海 に 生 き る も の た ち （ ２ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 3 - 5 : お も し ろ い も の み つ け た （ ３ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 3 - 6 : き つ つ き の 商 売 （ ３ 年 ・ 物 語 文 教 材 ）

　 3 - 7 : お も し ろ い 本 , み つ け た （ ３ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 3 - 8 : す が た を か え る 大 豆 （ ３ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 4 - 7 : ア ッ プ と ル ー ズ で 伝 え る （ ４ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 4 - 8 : 伝 え 合 う と い う こ と （ ４ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 5 - 5 : ニ ュ ー ス 番 組 づ く り の 現 場 か ら （ ５ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 5 - 6 : わ ら ぐ つ の 神 様 （ ５ 年 ・ 物 語 文 教 材 ）

　 5 - 7 : ニ ュ ー ス 番 組 づ く り の 現 場 か ら （ ５ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 6 - 6 : み ん な で 生 き る 町 （ ６ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 6 - 7 : ガ イ ド ブ ッ ク を 作 ろ う （ ６ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 6 - 8 : 自 分 の 考 え を 発 信 し よ う （ ６ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）

　 6 - 9 : ガ イ ド ブ ッ ク を 作 ろ う （ ６ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 6 - 1 0 : ガ イ ド ブ ッ ク を 作 ろ う （ ６ 年 ・ 情 報 活 用 単 元 ）

　 6 - 1 1 : や ま な し （ ６ 年 ・ 物 語 文 教 材 ）

　 6 - 1 2 : 言 葉 の 意 味 を 追 っ て （ ６ 年 ・ 説 明 文 教 材 ）
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